
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　愛いとおしき混こん沌とん日常









『──と、いうわけで！　私、瑠る奈な＝アルトゥールが、生徒会会長に再選した暁あかつきには！　この学園の生徒達皆みなさんに、素す敵てきな学園生活をお約束しちゃうわ！』




　ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！




　今、キャメロット国際学園の校庭は、異様な活気に包まれていた。

　校庭の真ん中にステージが築かれ、その周囲に、大勢の生徒達が芋いも洗いのようにごった返している。

　そして、そのステージにふんぞり返るように立ち、マイクを構えるのは、瑠奈だ。

〝清く、正しく、楽しい学園を目指して・瑠奈＝アルトゥール〟と書かれた、胡う散さん臭くさいたすきを肩かたにかけ、〝クリーンで透とう明めいな生徒会運営〟と書かれた、わざとらしいのぼりを背負い、瑠奈は全校生徒達の前で、胡散臭い熱弁を振ふるいまくっていた。

『具体的には、週休三日制の実現！　中間テストの撤てつ廃ぱい！　制服着用義務の校則撤廃！　誰だれもが自由に利用できる、充じゆう実じつの漫まん画がアニメ視し聴ちよう覚かく室の設立！　各部活動団体への部費倍増！　こりゃもう、皆、私に投票するしかないっしょ!?』

「うぉおおおおおおおおおおーーッ！　さすが、瑠奈会長ぉおおおおおおーーッ！」

「そこに痺しびれる憧あこがれるぅうううううううーーッ！」

「今期も会長についていきますぅうううううううううううーーッ！」

　と、その場は、瑠奈支持派の生徒達と……

「ふっざけんなぁああああーーッ！　そんなん無理に決まってるだろ!?」

「適当なこと吹ふかすのもいい加減にしやがれぇえええええーーッ！」

「いっぺん死ね！」

　瑠奈不支持派が、一いつ触しよく即そく発はつの状態であった。

『と、ここで！　これからとある子に、私の応おう援えん演説をやってもらうわ！　さぁ、まずは皆、お待ちかねのお馴な染じみ！　ケイちゃんのご入場よぉおおおおーーッ！』

『は、はぁ～～い♥　今回、瑠奈の応援演説を務めることになりました！　キャメロット校不動のアイドル！　ケイ☆ちゃんでぇ～～っす♪』

　そして、きらきらでふりふりのビキニ水着姿のケイ卿きようが、壇だん上じように立った。

　惜おしげもなく衆目に晒さらされる、きめ細かな白い肌はだに艶えん美びな身体からだのライン。いつもに増してあざとい姿のケイ卿は、顔を真っ赤にし、ぐるぐるお目々に涙なみだを浮うかべ、ヤケクソ気味に、眼下の生徒達へ向かって手を振る。




　ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！




　途と端たん、一段階上がる会場のボルテージ。

　そして、そんな盛り上がりに負けじと瑠奈が声を張り上げる。

『まだよ！　まだ私のバトルフェイズは終しゆう了りようしていないわ！　今回はさらに、ケイちゃんとユニットを組むことになった新顔を紹しよう介かいするわ！』

「「「「な、なんだってぇえええええええーーッ!?」」」」

『さぁ、つい最近、遅おそ咲ざきの高校デビューを果たし、現在、ケイちゃんに匹ひつ敵てきする勢いで人気上じよう昇しよう中！　その清せい楚そで健けな気げな姿が学園男子の心を鷲わし摑づかみ！　守ってあげたい後こう輩はい系アイドル！　エマちゃん、本ほん邦ぽう初公開だぁあああああああーーッ！』

『あ、あの……る、瑠奈先せん輩ぱい……？　な、ななな、なんで、私まで……？』

　やたら露ろ出しゆつ過多であざと可愛かわいいメイド服姿のエマが、運営側の連中に無理矢理背中を押されてステージ中央に押し出されてくる。

[image: ]

　ケイ卿のモデルじみた妖よう艶えんな肢し体たいと比べれば、エマの身体はまだまだ線が細く、発展途と上じようだ。しかし、それが逆にエマという少女の幼い清楚さや清せい廉れんさを演出し、小動物を思わせるびくびくとした様も相まって、見る者全すべての保護欲を弥いやが上にもかき立てる。

　眩まばゆいばかりのスポットライトがそんなエマへと集中する。

　きらきらと輝かがやく光のシャワーの中、エマは涙目でわたわたするしかなかった。




　ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！




　密ひそかに人気な下級生のゲリラ登場に、さらに一段落上がる会場のボルテージ。

『こ、こここ、これから、瑠奈を応援するために、わ、私、歌いますっ☆　新曲〝彼女こそが私達の王様〟！　聞いてね～～ッ！』

　そんなケイ卿の宣言と共に、どこからともなく始まる媚こび媚びな楽曲のイントロ、カラフルなライトエフェクトがステージ上を洪こう水ずいのように支配して。

『ぁ、ぁあああぁぁぁ……なんで……なんでこんなことになってるんですかぁ!?』

『もうヤケクソです、エマさん。ここまで来たら覚かく悟ご決めましょう、うふふふ……』

　そんなこんなで。

　なぜか、ケイ卿とエマによるアイドルユニット・コンサートが始まるのであった。

　そんな二人の歌と踊おどりの前に、観客達は熱ねつ狂きようの渦うずに巻き込まれ……

　生徒会役員の面々はその傍かたわら、二人の新曲ＣＤやら、サイン色紙やら、ブロマイドやらのグッズを、ここぞとばかりに、ブースで売り捌さばき始める。

「こらぁーーーーッ！　貴女あなた達、何をやってるんですか!?　それはもう、選挙演説じゃありません！　即そつ刻こく中止してくださいッ！」

　当然、深み森もりつぐみ率いる風紀委員達が、その場に大挙して押し寄せてくる。

「うるせぇ、引っ込んでろ、風紀委員！」

「瑠奈会長の演説を邪じや魔まするんじゃねえよ!?」

「公権力の横暴を許すなぁあああああああああああああーーッ！」

　いきり立つ瑠奈支持派の生徒達。

「ふざけんな、バカにしやがって！」

「今こそ、この学園を食い物にする瑠奈一味を追い落とす時！」

「下げ克こく上じようじゃああああああああーーッ！」

　同じくいきり立つ、瑠奈不支持派の生徒達。

　両者は真正面から衝しよう突とつし、そこに風紀委員も合わさって、取っ組み合いの大乱らん闘とう。

　その場は、疾しつ風ぷう怒ど濤とう阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ず──最も早はや、収拾不能な大混沌の渦と化す……

「凜りん太た朗ろうぉおおおおおおーーッ!?　こらぁあああああーーッ!?　助けなさい！　この王たる私を助けなさぁあああ──わきゃあああああああああああああーーッ!?」

　そんな、目め眩まいのする惨さん状じようを前に。

「…………酷ひどすぎる」

　凜太朗は、この学園に来て以来、もう何度目になるかもわからない溜ため息と共に、頭を抱かかえて。

「あははは……」

　そんな凜太朗の隣となりで、那な雪ゆきが苦笑いをするのであった。








第一章　そして、私は忘れ去る









「ふっ……大成功だったわね！」

　ありったけの大騒そう動どうの末、ようやく本日の会長立候補者合同演説会が終了した後。

　生徒会室に戻もどるや否いなや、開口一番、瑠る奈ながそう宣言する。

「アレを大成功と申しちゃいますか、この王様は」

　デスクトップＰＣに向かう凜りん太た朗ろうが、ぼそりと返す。

　凜太朗は、陰いん鬱うつな顔でマウスを握にぎり、黙もく々もくと何かの作業をしていた。

「一体、どの辺が成功なんだよ？　無能な家臣に教えてくれよ……」

「バカね、わからないの!?　こういうのは何よりもまず、インパクトなのよ！」

　びしりと凜太朗の鼻先に指を突つきつけ、瑠奈が言う。

「あれだけやれば、今日集まった生徒達の頭の中は、もう私のことだけで一いつ杯ぱいよ!?」

「お腹なかも一杯だがな」

「プークスクス！　見た!?　私の前後に演説した、あの毒にも薬にもならない哀あわれな立候補者達を！　もう、印象が薄うすすぎて、連中の顔と名前なんか、誰も思い出せないわ！」

「お前は特一級の毒劇物だがな」

「しかも、揃そろいも揃って〝学校の美化に努めます～〟とか！　〝目安箱を設置します～〟とか！　そんなありきたりでつまんない、誰も得しない選挙公約ばっかり！　そんなんでこの私に楯たて突つこうなど、片腹痛いわ！」

「お前もどうすんだよ？　週休三日制とか、中間テスト撤廃とか……そりゃ、実利はあるかもしれんが、そんなん絶対不可能だろ」

「バカね！　この瑠奈＝アルトゥール。こと公約に限り虚きよ偽ぎは言わないわ！　必ず成なす……必ず！　……が、今回、まだその時期を指定まではしていないわ。つまり、その公約の成じよう就じゆは十年後、二十年後ということも可能だろう……ということ！」

「う　わ　あ」

「そもそもさぁ、公約詐さ欺ぎなんて、この国の野党が毎回毎回、懲こりずに飽あきずにやってることでしょ？　騙だまされる方が悪い！　だから、問題ナッシング！」

「そこは触ふれてやるなよ……」

「大体、そんな絶対不可能なことを目当てに私に票を入れるバカなんて、いくらなんでもこの学園には居ないわよ！　重要なのは、私なら何か面おも白しろいことをやってくれそうだという可能性をアッピルすることなの！　わかる!?　生徒達は、私の可能性に票を投じてるってわけ！」

「そりゃまぁ、理り屈くつとしちゃわかるがな……」

「わかったなら、さっさと作業進める！　ほら、頼たのんでいたポスターは完成したの!?」

　呆あきれ顔の凜太朗が、再びＰＣモニタに視線を戻す。

　そこには、画像編集ソフトが立ち上がっており、瑠奈の実写画像を取り込んで制作された選挙ポスターの画像が映し出されていた。

　凜太朗の手によって、加工に次ぐ加工が施ほどこされたその瑠奈の画像は、元々の優すぐれた容姿も相まって、女め神がみのごとく美しく、神こう々ごうしい。当社比で美化率１２０％だ。

　そして、もう当然のように水着姿で、思春期男子悩のう殺さつセクシーポーズを決めている。

　自身の容姿レベルの高さを充じゆう分ぶんに理解し、それを利用し尽つくしている、あまりにもあざと過ぎるポスターであった。

「俺がやっといてなんだが、ここまでやるか？　ふつー……」

　凜太朗はドン引きで、自分が生み出してしまったポスターを見つめる。

　まるで、ミケランジェロの作品が、時代を超こえて人々の魂たましいを捉とらえ続けるかのごとく。

　なんか、見ただけで魂が吸い込まれるような錯さつ覚かくを覚える魔ま性しようのポスターであった。

「なかなかいいじゃない！　やるじゃん、凜太朗！　けど、まだまだね！」

「ああ!?　これ以上、何が必要なんだよ!?」

「は!?　わからないの!?　バカなの!?　胸よ、胸！　オッパイ！　せっかくなんだから、もっと目一杯盛っておきなさいよ!?」

「ふざけんな！　もうそりゃ完全に詐欺じゃねーか!?」

「うるっさいわね！　女の子の胸は大きければ大きいほどいいのよ！　巨きよ乳にゆうこそが正義なのよ！　貧ひん乳にゆう派とか美乳派とか色々派は閥ばつがあっても、結局、男の大部分は、統計的に巨乳派なのよ！　これはれっきとした揺ゆるぎなき事実！　わかったら、さっさと加工しなさい！　凜太朗ならできるでしょ!?」

「いや、まぁ……そりゃ……できるけどよ……」

「なら、任せたわ！　私はこれから各方面に挨あい拶さつ回まわりに行ってくるから！　そろそろ、女子生徒達にも色々と媚び売っておかないとね！　ほら！　生徒会の皆みな！　早さつ速そく、コンパニオンのイケメン共を集めなさい！」

「「「「了りよう解かい！」」」」

　そして、瑠奈が生徒会役員達を引き連れて、嵐あらしのように生徒会室を出て行った。

　さきほどまでとは打って変わって、静かになった生徒会室内で。

「はぁ～～～……」

　凜太朗は深い溜め息を吐つきながら、再びＰＣモニタへと向かう。

　マウスを操作し、画像編集ソフトを動かし、画像の瑠奈の胸部を加工していく。

　かち、かち、かち……しんと静まり返る室内に響ひびき渡わたるマウスクリックと、ペンタブの音……胸部画像にレイヤーをかけて、レンダリングして……

「…………」

　唐とう突とつに始まり、なし崩くずし的に巻き込まれてしまった、次期生徒会会長選挙。

　当然のように付き合わされる、意味不明の選挙活動。

　そして、画像とはいえ、友人である女子生徒の胸部を、クリックとペンタブで弄いじくり回している自分……

「──俺は一体、何をやっているんだぁああああああああああああーーッ!?」

　がしゃん！　マウスを壁かべに叩たたき付ける凜太朗。

　それは、凜太朗の魂の叫さけびであった。

「まぁまぁ、凜太朗。落ち着いてくださいまし」

「そうだぞ、短気は損気だ」

　そんな凜太朗の肩かたを叩いたのは、フェリシアとガウェイン卿きようだ。

　フェリシアはキャメロット校の制服姿、ガウェイン卿はスーツに身を包んでいる。

「つか、お前らがなんでこんな所に居るんだよ!?」

「今、わたくし達は魔法を使って、周囲の認にん識しきを操作し、このキャメロット校に、生徒と教師として、密ひそかに潜せん入にゆうしているのですわ」

「そうだ。君の主君……瑠奈から直じき々じきに受けた依い頼らいを達成するためにな。なにせ、人目につかせず、隠おん密みつのうちになすべきことだ。ならば、自由に動ける僕達が適任だろう？」

「……瑠奈から受けた依頼？　隠密？　……なるほど。ちゃらんぽらんなようで、瑠奈のやつも色々しっかり考えてるじゃねーか」

　すると、凜太朗がにやりと不敵に笑う。

「ああ、俺もこれまでの戦いの経けい緯いを踏ふまえて、それを疑っていたんだよ……〝この学園に、アーサー王継けい承しよう戦を、裏から操あやつろうとする何者かが潜ひそんでいる可能性〟をな……なるほど、瑠奈のやつはその探さぐりを、お前達に依頼したと……ふっ、少しは見直し──」

「わたくし達の役目は、この学園内の各所にある瑠奈以外の立候補者達のポスターをこっそり剝はがして、代わりに瑠奈のポスターを貼はることですわ！」

「うむ、人目につくのは実に拙まずい！　隠おん密みつのうちに行わねばな！」

「──見直した俺がバカだったよ!?」

　凜太朗は頭を抱えて喚わめくしかない。

「うふふ、瑠奈ったら太っ腹なんですの！　なんと、一枚剝がして貼り替かえるごとに、１０円もの報ほう酬しゆうを出してくださるんですわ！」

「そうですね！　これで一日大体６００円は稼かせげますよね！　今宵こよいの夕ゆう餉げも安あん泰たいですね、我が主！」

「まったくですわ！　瑠奈様々ですわ！」

「……へへっ、なんだかモニタが見えねえや……壊こわれたかなぁ？」

　心底嬉うれしそうなフェリシア＆ガウェイン卿主従コンビを前に、凜太朗は溢あふれる涙なみだを禁じ得ないのであった。

「というわけで、早速、依頼をこなしてきますわ！」

「ええ、なかなか難度の高いクエストですが……我等の王と騎き士しの誇ほこりにかけて、見事、達成させてみせましょう！」

「ええ、いざ！」

　そんなこんなで、フェリシアとガウェイン卿も、意い気き揚よう々ようと生徒会室を出て行く。

「はぁ～～～……」

　そんな二人を流し目で見送りつつ、凜太朗は深い溜め息を吐いた。

（ったく……俺達は本来、こんなことをしている場合じゃないんだがな……）

　生徒会室で一人きりとなった凜太朗は、うんざりしたような顔でマウスを拾い、画像加工作業を再開した。

　かち、かちとクリック音を響かせながら、物思う──

　今、この人工島ニューアヴァロンでは、アーサー王継承戦と呼ばれる戦いが行われている。

　それは、やがて来たる《人理の崩壊カタストロフイ》──人の時代の終しゆう焉えんに備え、現代にアーサー王を復活させるという壮そう大だいな魔法儀ぎ式しきであり、瑠奈はそんな継承戦に参戦する十一人の《王キング》の一人。凜太朗は、そんな瑠奈を補ほ佐さする家臣だ。

　継承戦開かい催さいより、すでに一ヶ月が経過しており、その間、様々な状じよう況きようが動いた。

　九条＆ランスロット卿きよう陣じん営えいの撃げき破は。

　エマ＆ラモラック卿陣営の撃破。

　片かた岡おか＆トリスタン卿陣営の撃破。

　月つく読よみ＆ディナダン卿陣営の撃退。

　なんと、前評判では〝最弱〟と謳うたわれていた、瑠奈＆ケイ卿陣営が、継承戦最強クラスの強敵との死し闘とうを、これほどまで制し続けてきたのだ。

　最も早はや、奇き跡せきに近い快挙である。

（当然、《王キング》同士の戦いは、俺達ばかりがやってるわけじゃねえ……恐おそらく、未いまだ姿を見せてない《王キング》達も、この島のどこかで人知れず激げき突とつして……何組かが、すでに脱だつ落らくしているはずだ……）

　凜太朗が、この人工島内に生息する妖よう精せい達相手に情報収集をした結果、アインズ＆ベディヴィア卿陣営が、片岡陣じん営えいによって、すでに脱落しているらしい。

（《王キング》は十一人。俺が把は握あくしているだけでも四人脱落しているから、残り七人。現在、同盟中のフェリシア、どっかへ逃とう走そうした月読を除けば、残りは五人。

　その残り五人も俺達と同じようなペースで、水面下で密かにやり合っていたとしたら……そろそろ、《王キング》の数は半数を切る頃ころだ……）

　と、なると。そろそろ継承戦は、次のフェイズへと移行するだろう。

　すなわち、このアーサー王継承戦の肝きも……四至宝探たん索さくクエストの発動。

（アーサー王の四至宝……《聖剣スぺード》、《聖槍クラブ》、《聖石ダイヤ》、《聖杯ハート》。この継承戦はこの四つの至宝を手中に収めた《王キング》が勝者となり、アーサー王を継承する《最終円ラストラウン卓盟主ド・アーサー》となる……継承戦の本質は即すなわち、この四至宝の争そう奪だつ戦・強ごう奪だつ戦……）

　今までは、その四至宝探索クエストの発令気配はまったくなかった。

　だが、凜太朗は、四至宝探索の発令条件は、参戦する《王キング》の数が一定以下になることだと踏んでいる。それは最早、確信に近い。

（つまり……今まではほんの前ぜん哨しよう戦せん。ついに、本格的に始まるってわけだ……四至宝探索クエストの発令と共に、真の継承戦が）

　ここからの戦いは、より激化するだろう。

　四至宝は、それ自体が恐るべき力を秘ひめた幻想武具アーテイフアクトだ。

　いかに一つでも多く至宝を押さえるか。それが極きわめて重要になってくる。

　おまけに、このアーサー王継承戦の裏で、何かを策して暗あん躍やくする〝魔女〟の存在……戦いの激化、段階の移行と共に、きな臭くささも指数関数的に上がってきている。

　これから何が起きるのか、凜太朗の頭脳をもってしても、まったく予想がつかない。

（こっから先は、マジにならねえとな……どう動くか、慎しん重ちようかつ大だい胆たんに、行動を取捨選せん択たくしねーと……たった一度のミスが致命になりかねねえ……）

　そんなことを考えながら。

　凜太朗は、かちりとマウスをクリックした。

「…………」

　凜太朗の眼前にあるＰＣモニタには、たった今、加工が終わった瑠奈のポスター画像が映し出されている。

　いつの間にか、画像の瑠奈の胸部は、絵から『ばいーん』と擬ぎ音おんが聞こえてきそうなほど、豊満になっていた。これが加工画像であることが信じられないほど、自然で違い和わ感のない、至高の仕上がりである。

　しばらくの間、凜太朗は、そんな自分の仕事を半眼で眺ながめて……

「だから、俺は一体、何をやってるんだ……」

　……やがて、力なくデスクに突つっ伏ぷすのであった。

　と、そんな風に、誰だれも何も応こたえてくれない嘆なげきを、凜太朗がひたすら心の中で繰くり返していると。

「お疲つかれ様、凜太朗君」

　突っ伏す凜太朗の鼻先に、温かな湯気を立てるティーカップがことりと置かれた。

　凜太朗が、視線をつと、上げる。

「那な雪ゆき？」

　いつの間に戻もどって来たのだろうか。

　そこには、瑠奈率いるキャメロット学園生徒会の書記長──冬ふゆ瀬せ那雪が、穏おだやかな笑えみを浮うかべて立っていた。

「あはは、大分、まいっているみたいだね……」

「そりゃ、まいりもするさ。なんなんだよ、この仕事……」

　凜太朗がうんざりしたように、ＰＣモニタを指差す。

「……ぅ……なんか、凄すごいね……胸……」

　すると、那雪はモニタ上の画像を覗のぞき込み、微かすかに頰ほおを赤らめながら、困ったような笑みを浮かべるのであった。

「あの、ひょっとして……凜太朗君って、お胸が大きな女の子が好みなのかな……？」

「な!?」

「ほら、こういうのって画像加工者の願望が反映されたりするものだし……だとしたら、残念……私、あまり胸ないから……うぅ……」

「うおおおい!?　変な冗じよう談だんやからかいはやめてくれ!?　これは瑠奈の指示だっての!?　俺の意思は断じて関係ねぇええええ!?」

　慌あわてる凜太朗に、泣き真ま似ねをしていた那雪は茶目っ気たっぷりに、ちろっと舌を出す。

　出会ってまだ日は浅い二人だが、今はすっかり打ち解け、まるで旧来の友人のような関係となっていた。

　なぜか、凜太朗は那雪と気が合うのだ。

[image: ]

「とにかく！　何が哀かなしくて、俺は女の胸画像を弄くり回さにゃならんのだ！　変態野や郎ろうか俺は!?　くっそ！　生き残り陣じん営えいの情報収集とか！　至宝探索クエストの内容の探りを入れるとか！　他にもっとやるべきことがあるだろう!?　そうだろう!?」

「そ、そうだね……」

　実は、この冬瀬那雪……元々は、今回のアーサー王継承戦を運営する側の組織、《湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク》の一員であったらしい。

　当然、彼女は強大なマナを誇る魔ま法ほう使つかいであり、前回の戦いでは、その卓たく越えつした魔法と剣の技量をもって、瑠奈陣営の勝利に貢こう献けんした。

　今、凜太朗達がこうして生きて、バカをやれるのは彼女のお陰かげだ。

「まったく……那雪も思うだろ？　瑠奈のやつ、もっとマジになってくれって。こんなアホなことじゃ、あいつ、いつか絶対、死ぬぜ……」

「逆に考えると、凜太朗君がいるからこそ、瑠奈さんは安心して、のびのびとできるんじゃないかな？　きっと、頼たよりにされてるんだよ、凜太朗君」

「勘かん弁べんしてくれ……俺の負担もちったぁ考えてくれよ……」

　ぼりぼりと頭を搔かき、うんざりしたようにぼやく凜太朗。

　だが、そうは言っても、どこか満まん更ざらでもない様子もあった。

「ったく、しゃーねえなぁ。あのアーパー王のお守もりが出来るのは、俺くらいなもんだからな……今さら見捨てるのもアレだし、くたばられても寝ね覚ざめが悪ぃし。仕方なく面めん倒どう見てやるか……仕方なくな！」

　そんな風にぼやく凜太朗を。

「…………」

　那雪は、どこか遠い目で、ほんの少しだけ寂さみしげな笑みを浮かべて見つめている。

　そして──

「ふふっ、最近、凜太朗君が楽しそうで、本当に良かった」

　そんなことを、とても朗ほがらかに言うのであった。

「……那雪？」

　明らかに、今の那雪の声は、普ふ段だんと何かトーンが違ちがう。

　見れば、何かを訴うつたえかけるように、真まっ直すぐ見つめてくる那雪の瞳ひとみ。

　那雪の様子には、何かを茶化したり、冗談めかしたりしている雰ふん囲い気きがまるでない。

　そんな那雪の視線と言葉に、凜太朗は思わず戸と惑まどうが……

「じょ、冗談やめてくれよ？　俺が楽しいだって？」

　凜太朗はふいっと視線を逸そらして、自ら茶化すことで、その妙みような空気をうやむやにしようとする。

「なんかもう、あいつの陣営について以来、ほんっとうにロクでもないことしかないんだぞ!?　継けい承しよう戦はともかく、四六時中あいつのフリーダムな我が儘ままに振ふり回され続けて！　ぶっちゃけ、継承戦なんかよりあいつのお守りの方がよっぽど骨だぜ！　あー、就職先、マジで間違えたわ！」

「…………」

「こう見えて以前の俺は、周りの連中から恐れられるやつだったんだぜ？　俺の能力は十じつ把ぱ一ひと絡からげの人間どもとは比ひ較かくにならねーからな！　そりゃー、皆みな、俺を恐れて、腫はれ物のように扱あつかったもんさ！

　だが、なんかこう最近、俺って瑠奈の丁稚でつち奉ぼう公こう的な何かだと勘かん違ちがいされてるよな!?　そのせいか、クラスの連中もめっちゃ馴なれ馴れしいし！　生徒会の連中は、遠えん慮りよなく雑用押しつけてくるし！　俺の威い厳げんはもうボロボロだぜ！

　ったく、瑠奈のやつに目をつけられたのが運うんの尽つきっつーか、なんつーか！」

　そんな風に凜太朗が、愚ぐ痴ちを零こぼしていると。

　那雪は、そんな凜太朗を優やさしげに見つめて、言った。

「凜太朗君は……もう、私がいなくても大だい丈じよう夫ぶだね」

「……？」

「瑠奈さんがいれば……凜太朗君はきっと、大丈夫」

　やはり、いつものような、凜太朗をからかうような冗談とは違う。

　先さき程ほどから少し妙な様子の那雪に、凜太朗は訝いぶかしむように首を傾かしげた。

「……那雪、今日はどうした？」

「え？　あ、うん……別になんでもないよ？　あはは、変なこと言ってごめんね」

　そんな風に曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かそうとする那雪。

　だが、そんなことで誤魔化される凜太朗ではない。

「……いや、悪かったな、本当に。まだ、あの時の事、気にしてるんだろ？」

「！」

　凜太朗は、那雪が湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクというだけで、手て酷ひどく当たり、拒きよ絶ぜつしたことがある。

　なぜなら、凜太朗の前世は、世界最古にして最強の魔法使いマーリンだ。

　マーリンはとある湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクに騙だまされて、封ふう印いんされ、死んでしまった。

　そのあまりにもほろ苦い前世の記き憶おくからか、凜太朗は湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達に、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい嫌けん悪お感と不信感を抱いだいていたのだ。

「う、ううん！　そんなことはないよ！　私、全然、気にしてないから！　それに、凜太朗君が湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクを嫌きらう理由もわかるし！」

　慌てたようにぶんぶんと頭を振って、否定する那雪。

「信じていたのに、裏切られたんだよね？　酷ひどいよね……許せないよね、本当に……」

「まあな。だが、にっくき湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクは、俺を騙したそいつだけなのに、俺は湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク全体を斜ななめに見て、敵視していたのは事実、そして、お前にガキみてーに、当たり散らしたのも事実だ。その点に関しては、本当に悪かったよ」

　凜太朗は謝罪の言葉を改めて口にする。

　だが、那雪は曖昧な笑みを浮かべて、すっかり意い気き消しよう沈ちんしているようであった。

（うわぁ……やっぱ、よっぽど気にしてるんだな……仕方ねえか……せっかく、俺達を助けようと、那雪は正体を明かして駆かけつけたのに、俺はそんな那雪を罵ば倒とうして、剣けんを向けかけたんだもんな……ああ、畜ちく生しよう、自分のクソガキぶりが本当に嫌いやになる……）

　ならば、どうするか。

　そんなものは、古今東西決まっている。

「なぁ、那雪……俺は、お前のことを、仲間だと思っている」

　話すしかないのだ。腹を割って。

　気き恥はずかしいとか、野や暮ぼったいとか、そんなの関係ない。

　いつかわかってくれる、話さなくても察してくれる……そんな甘えを捨てて。

　誠心誠意、自分の思いを口にして、相手に伝えるしかないのだ。

「……り、凜太朗君……？」

「お前とは、なんだかんだで、俺が編入してきた初日からの縁えんだ。一いつ緒しよに過ごした時間も瑠奈に次いで多いと思う。信じてはもらえねーかもしれないが……お前の正体が湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクだとかなんとか……俺の中じゃ、もうどうでもいい話なんだよ。

　元々、お前のことは、なぜかどうにも他人とは思えなかったし……俺は……その、なんだ……お前ともつるんでいきてえなって思ってる」

　すると、凜太朗はそっぽを向いて、気恥ずかしさを誤魔化すように、不ふ機き嫌げんそうにまくし立てた。

「も、もちろん、変な意味じゃねーぞ!?　ほら！　瑠奈の暴走を、俺一人で手た綱づな取るのも限度があるっつーか!?　もう一人くらい助けが欲しいっつーか!?」

「…………」

　そして、呆ほうけたように、驚おどろいたように凜太朗を見つめる那雪へ、凜太朗はさらに言葉を続けた。

「それに……実は俺、お前には結構、感謝しているんだぜ？」

「……え？　感謝……？」

「今、思えば、お前って……最初からずっと、俺を見守ってくれていたんだよな……」

　そうなのだ。

　思い返せば、那雪の行動は最初から一いつ貫かんしていたのだ。

　那雪は、アーサー王継承戦に参戦するため、人工島ニューアヴァロンにやってきた凜太朗に、真っ先に接せつ触しよくしてきた。そして、瑠奈と接点ができるように促うながしてきた。

　考えの違いによって、凜太朗が瑠奈と決けつ裂れつした時、再び瑠奈のもとへと舞まい戻もどる決心の切きつ欠かけを作ってくれたのも、那雪だ。

　そして、かつてない強敵が現れて、瑠奈の陣営が崩ほう壊かいしかけた時……湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクという正体を明かし、身を挺ていして助けに駆けつけたのも、那雪。

　凜太朗が自身の《魔人》の力を制せい御ぎよする切欠を作ってくれたのも、那雪。

　那雪は、ずっと凜太朗のことを、見守り続けてくれていた……

　だからこそ、疑問なのだ。

「その……どうして、お前は俺に、そこまでしてくれるんだ？」

　それは至し極ごく、真っ当で素そ朴ぼくな疑問。

「確かに、お前は湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクだ。だが、それをさっ引いても、お前は俺以上に俺のことを知っているみたいだし……そして、こんなクソガキな俺に尽くしてくれている」

「…………」

「俺にとって、お前はもう、なんつーか、その……〝仲間〟だからよ……だからこそ、知りてえなって……なんで、お前みたいな良い女が、こんな俺にここまでしてくれるのかって。ほら、理由もわからずよくされていると、こっちも座りが悪いっつーかさ……」

　だが、そこまで言うと、凜太朗はなぜか、慌あわてて前言を撤てつ回かいし、取とり繕つくろったようにまくしたてた。

「も、もちろん、どうしても話したくねえっつーんなら、別に構わないぜ!?　そりゃ人には色々と事情ってもんがあるだろうしな！　もう二度と聞かねえから！」

　すると、そんな凜太朗に、那雪が薄うすく微笑ほほえんだ。

　何か、悟さとりを開いたような、透とう明めいな微笑みだった。

「私は……凜太朗君の仲間になれている？　本当に？」

「当然さ。同じ戦場で、命を張って同じ敵と戦った仲だろ？　それさっ引いても、常つね日ひ頃ごろ一いつ緒しよにつるんで遊んでるし……これが仲間じゃなくてなんだってんだ？」

　凜太朗が、照れ隠かくし半分ぶっきらぼうにそう言い放つと。

　しばらくの間、那雪はじっと凜太朗を見つめて……

　やがて、言った。

「……仲間。……仲間かぁ。私が凜太朗君の仲間……」

「那雪？」

「うん、ありがとう、嬉うれしいな……本来、私にはそんな資格なんてないのに……凜太朗君は、そんな私を仲間だって言ってくれた……うん、私は幸せ者だね」

　なぜか。

　凜太朗は、嬉しそうに笑う那雪の姿に、ちくりと不安を覚える。

「うん、わかったよ、凜太朗君。……私、話すね。私の本当の正体と、凜太朗君の力になってあげたい理由」

　なぜか。

　凜太朗は、どきりと胸の動どう悸きを覚える。

「那雪……いいのか？　い、いや……聞いておいてなんだが、本当に嫌なら、話さなくていいんだぞ？　そんなことでお前をどうこうしたりするほど、ガキじゃねえし」

「ううん……私が話したいの。これは完全に私の我が儘だけど……やっぱり、凜太朗君には聞いて欲しい……知って欲しい……」

　そして、那雪は一歩凜太朗に歩み寄り、訴えかけるように見つめる。

「でも、私、怖こわいの。ほんの少し……ほんの少しだけでいいから勇気が欲しい」

「……勇気？」

「うん。ねぇ、凜太朗君。……今から時間ある？」

「時間……まぁ、今は放課後だし、アホみてーな仕事はちょうど終わったし、これから特に予定もねぇ。時間はあるな」

「そう。なら……一度だけ。たった一度だけでいいから……私と二人きりでデートしてくれないかな？」

「!?」

　突とつ然ぜん、那雪の誘さそいに、目を白黒させる凜太朗。

　だが、その懇こん願がんにも似た誘いに、那雪のなんらかの意志と決意を見た凜太朗は、すぐに真しん剣けんな表情となって那雪を見つめ返す。

「そうしたら、そのデートの最後に、凜太朗君に全部、話すよ。……どうかな？」

　真しん摯しな思いには、真摯さでもって応じなければならない。

「わかっ──」

　凜太朗が、迷わず了りよう承しようしようとした……その時であった。




　だだだだだだだだだだーーッ！




　廊ろう下かの外から、何者かが大急ぎで駆け寄ってくる音──それが次し第だいに大きくなって。

　ばぁんっ！　盛せい大だいな音を立てて、生徒会室の扉とびらが蹴けり開けられる。

　その開け放たれた扉の前で、仁に王おう立だちしている少女は──

「凜太朗ッ！　いる!?」

　当然、瑠奈であった。

「げぇっ!?　瑠奈!?　お前、女子生徒の有力者達に挨あい拶さつ回まわりに行ってたんじゃ!?」

「ふっ！　そんなものは、私が生徒会費で買収した学園有数のイケメン男子達に接待を任せ、とっくに籠ろう絡らくしたわ！　チョロいわね！」

「お前、貴重な生徒会費で何やってんの!?」

「そんなことより、聞いてよ凜太朗ぉおおおおーーッ！」

　瑠奈が、凜太朗のもとへと駆け寄る。

　那雪がそっと、瑠奈に道を譲ゆずり、凜太朗から離はなれる。

　そんな那雪に構わず、瑠奈はうんざりしたような凜太朗の胸むなぐらを摑つかみ、ガクガク揺ゆすりながら、吠ほえかかるのであった。

「風紀委員の連中、わりと厄やつ介かいな生徒会長立候補者を、私への対たい抗こう馬ばとして、密ひそかに立てて来やがってたわ！　三組の天あま河かわ五いつ樹き！　文武両道で清せい廉れん潔けつ白ぱく、温おん厚こう篤とく実じつで公明正大！　新聞部の世論調査では、すでにかなりの人気を集めているわ！」

「おー、そんな立派な凄すげぇやつが？　ついにお前も年ねん貢ぐの納め時だなぁ」

「じょ、冗じよう談だんじゃないわよ！　大体、何よ!?　その人の上に立つために生まれてきたような完かん璧ぺき超ちよう人じん!?　許せないわ！　私より優すぐれた王がいるわけない！」

「そこで、〝負けない〟じゃなくて〝許せない〟あたり、お前も歪ゆがんでんな」

「拙まずい……拙いわ、凜太朗！　他の立候補者は雑魚ざこだけど、この天河五樹だけは、本当に強敵よ!?　ひょっとしたら、私の政権がひっくり返されるかも……ッ!?」

「それは素す晴ばらしい！　その天河君には、是ぜ非ひとも頑がん張ばっていただきたい！」

　凜太朗が、心からの笑顔と本心でそう言っていると。

「と、言うわけで！」

　瑠奈が、凜太朗の胸ぐらを引ひっ摑みながら、そのまま凜太朗を引っ張っていく。

「この世界に、一いち分ぶの隙すきもない完璧超人なんているわけないわ！　必ずどっかにスキャンダルがあるはず……ッ！　今から私と凜太朗の二人で、それを探さぐりに行くわよ！　それで天河五樹の大ネガティヴキャンペーンを展開するの！　いい!?」

「いいわけあるかッ！　お前、本当にロクでなしだなぁああああああーーッ!?」

　凜太朗を引っ張る瑠奈。

　それに逆らう凜太朗。

「俺が言うのもなんだが、もっと真っ当な手段で戦えよ!?　そもそも、その天河にスキャンダルなんかなかったらどうするんだよ!?」

「バカねぇ、凜太朗！　スキャンダルなんて探すものじゃない、作るものよ!?」

「マスゴミか、お前!?」

　ようやく瑠奈の手を振ふりほどき、飛び離れる凜太朗。

「大体な、俺はこれから大事な用があんの！　今日はお前に構っている暇ひまねーの！　やりたきゃ一人でやってくれ！」

「ぇえええ!?　ヤダヤダヤダーーッ！　凜太朗もついてきてくれなきゃ嫌いやーーッ！　だって、凜太朗がいてくれないと、万が一バレた時、私は一体、誰だれに罪をなすりつければいいのよ!?」

「お前は不ふ祥しよう事じを秘書に被かぶせて自殺させる政治家か!?　もうやだ、この王様!?」

　本格的についていく陣じん営えいを間ま違ちがえた……凜太朗は深い深い後こう悔かいをする。

　しかし、瑠奈が一度こう言い出したら止まらない。

　さて、どうしたもんかな？

　これは要するに、瑠奈を優先するか、那雪を優先するか……そういうことだ。

　別にどちらを選んだから、何がどうとなるわけでもないのだが、なんとなく、どちらを選ぶのも気が引ける……凜太朗がそんなことを考えていると。

　凜太朗と瑠奈のやり取りを微笑ましく眺ながめていた那雪が、くすくすと笑いながら口を挟はさんだ。

「あの……私は別に、いつでも構わないから、凜太朗君、瑠奈さんについてあげてくれないかな？」

「えっ!?　いや、でも……これから俺達は……」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。そんなことより、凜太朗君、ちゃんと瑠奈さんを見ててあげないと……一人にしたら、とんでもないことになっちゃうかも？」

「う、それは、確かに……」

　あり得すぎて、困る。

　このまま放置していても、瑠奈が一人で勝手に動くことは最も早はや、確実。

　だったら、誰か保護者がついて、一線を越こえないよう見張っていなければならないだろう……それがどこまで役に立つかは不明だが。

「だから、今日は、ね？　瑠奈さんについてあげて？」

　それに、当の那雪本人にそう言われてしまっては、どうしようもない。

「ったく、しゃーねえな……」

　凜太朗は、溜ため息を一つ吐ついて、那雪に向き直った。

「すまん、那雪。じゃあ、例の件……明日でもいいか？」

「うん、いいよ」

　特に気にした風でもなく、那雪は朗ほがらかに了承する。

　そんな那雪の姿に、申し訳なさ一いつ杯ぱいで凜太朗が頭を軽く下げる。

「悪いな……せっかく、お前が決心して話してくれる気になってくれたのに……このアホのせいで」

「う、ううん、そんなことないよ？　元々、唐とう突とつな話だったし……実は、私も、もうちょっと心の準備が欲ほしかったところだから……」

　焦あせったように、ぱたぱたと手を振る那雪。

「だから、明日ね。二人だけの約束」

「ああ、そうだな」

「ん？　二人とも、何の話？」

「うるっせ。お前にゃ関係ねーよ。こっちの話だ」

　きょとんとする瑠奈へ、凜太朗が投げやりに応じる。

「つーわけで、おら、とっとと行くぞ！」

「ふふん！　そうこなくっちゃ凜太朗！　さすが、私の家臣！」

　凜太朗が怠だるそうに、瑠奈のもとへと向かう。

「つか、スキャンダルって……一体、どうするつもりなんだよ？」

「いい案があるわ！　満員電車の中で、私は天河五樹の隣となりに立って、唐突に、天河五樹の手を握にぎって頭上に掲かかげてこう叫さけぶの！　〝この人、痴ち漢かんです！　助けてください！〟」

「おい、マジでやめろ。それやったら、俺はお前の首を問答無用で刎はねる」

「じょ、冗談、冗談よぉ～～ッ!?　だから、そんなマジで怖い目で見ないで……ごめんなさい！　本当にごめんな……あだだだぁあああーーッ!?　首根っこやめて!?」

　そんなやりとりをしつつ。

　凜太朗と瑠奈の二人は、生徒会室の出入り口扉へと向かって歩いて行く。

　最後に、凜太朗は申し訳なさそうな表情で、ちらりと那雪を振り返って。

「じゃあな、那雪。……また、明日な」

　そのまま、瑠奈と一いつ緒しよにその場から去って行くのであった。

「うん……また、明日ね」

　那雪はそんな二人を、薄うすい笑えみを浮うかべながら見送るのであった。




　…………。




「……ダメだなぁ、私」

　ぼそり、と。

　那雪の呟つぶやきが、誰も居ない、真っ暗な生徒会室内へと響ひびき渡わたった。

　窓の外は、もう真っ暗。

　すでに深夜に近い。学園の閉門時間はもう、とっくに過ぎている。

　那雪はそこで、最後に凜太朗達を見送った姿のまま……ずっと立ち尽つくしていたのだ。

「私って、本当にダメだなぁ……どうして……あそこで、今日は私に付き合ってって……言えなかったのかなぁ……？」

　真まっ暗くら闇やみの中ゆえに、那雪の表情は窺うかがえない。

「今日が……最後のチャンスだったのに……」

　だが、その誰へともない呟きの声は、どこか湿しめっていた。

　しん、重苦しい沈ちん黙もく。

　身体からだにべったりと絡からみつくような闇やみの中、那雪は一人、呟き続ける。

「……でも、やっぱりこれで良かったんだよね……？　私が凜太朗君に……マーリンにやったことは決して赦ゆるされることじゃない……ひょっとしたら許してくれるかも……なんて、やっぱり、甘い考えだから……」

　そして、那雪は闇の中、何かを振り切るように顔を上げた。

　先さき程ほどから、那雪の魂たましいがひしひしと感じているのだ。

　自分に近付いてくる、幸せな時間の終わりの時を。泡ほう沫まつの夢の終しゆう焉えんを。

「凜太朗君は……マーリンはもう大丈夫」

　自分に言い聞かせるように、言う。

「凜太朗君には、瑠奈さんがいる。本物の王が彼にはついている。

　そして、今の凜太朗君には、運命に立ち向かう強い意志がある。

　もう大丈夫。きっと、大丈夫。

　運命の三女め神がみの予言通りにはならない。

　邪よこしまな魔ま神じんの思おも惑わく通りにはならない。

　あの二人なら、きっとそれを乗り越えられる。

　そして──《人理の崩壊カタストロフイ》から人類を救ってくれる……絶対に」

　そう強い意志を込こめて、言いながら。

　那雪は、生徒会室を後にする。

　暗い廊ろう下かを、決然とした表情で歩きながら、全身のマナを解放する。

　光り輝かがやくマナの粒りゆう子しを纏まとい──那雪の姿が変へん貌ぼうする。

　艶つややかな黒くろ髪かみは、闇に蒼あおく輝く髪かみに。

　優やさしげな黒瞳ひとみは、強き光こう輝きを宿す青玉の虹こう彩さいを湛たたえて。

　身に纏う衣い装しようは、まるで妖よう精せいの羽で編まれたような極ごく薄うすのドレスに。

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクとしての彼女の力を解放顕けん現げんし、那雪は昇しよう降こう口をくぐり……校庭へと足を踏ふみ入れる。

「そして──これは、私自身が決着をつけなければならないことだから。他の誰をも巻き込むわけにはいかないから──」

　決意を持って、那雪は校庭に立つ。

　そんな広こう漠ばくとした校庭の真ん中に、一人の女の姿があった。

　まるで那雪を待ち構えているかのように、そこに佇たたずんでいた。

　那雪と同じような髪の色、瞳の色、衣装の女──

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの長、ヴィヴィアンだ。

　那雪は、十数メートルほどの距きよ離りを挟んで、ヴィヴィアンと対たい峙じする。

　静かに、無言で、自分を待ち構えていたヴィヴィアンを見み据すえ続ける。

「ふふ、随ずい分ぶんとまぁ、お久しぶりですね、冬瀬那雪……いえ、ニムエ」

　感情の読めない笑みを浮かべて、ヴィヴィアンがそう言った。

「……ヴィヴィアン様。やはり来られましたか」

　那雪がどこか観念したように、言った。

「長年封ふう印いんしていた、私の湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクとしての力……それを、先の戦いで解放してしまった以上……貴女あなたに捕ほ捉そくされていないはずがないと思っていました」

「当然です。……そして、今日、こうして、私が貴女の前に姿を現した理由……わかりますね？　この裏切り者の淫いん売ばい女。本当に、貴女は色々やらかしてくれましたわ」

　ヴィヴィアンは、笑みの表情のまま、那雪をどこまでも暗く冷たい視線で突つき刺さし続けながら、淡たん々たんと告げる。

「かつての伝説時代、私の命令によって、貴女はマーリンに近付き……そして、マーリンを封印し、殺した。ええ、そこまでは本当によくやってくださいました」

「…………」

「けれど。その魔ま性しようの色いろ香かで男を手玉に取り、操あやつるべき湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクたる者が……まさかマーリンを籠ろう絡らくするどころか、されていたなんて。

　恋こいに狂くるった貴女は【素す顔がお隠かくし】を使って、私達の下もとを去り、いつか再びこの世界に転生してくるだろうマーリンを探し、世界中を探し続けた……いつの時代、どこの誰だれに転生するやも知れぬ魂の行ゆく方えを追うなど、私でも不可能な……それこそ、広大な砂さ漠ばくから砂すな粒つぶ一つを探すような所業なのに」

「…………」

「でも、そこまでなら、まだ良かったのです。一度の死と幾いく星せい霜そうに亘わたる時を経て、人に転生したマーリンは、著いちじるしく弱体化しているでしょうしね。

　ならば、人の世界で人として生きるもまた良し。もし、継けい承しよう戦に首を突っ込めば、力不足で勝手に死んでくれたはずですし、最悪、私達の手による始末も容た易やすかった。

　そもそも、私の邪じや魔まさえしなければ……万が一、人として生まれ変わってきた彼と、貴女が出会えれば、貴女が彼と添そい遂とげることだって黙もく認にんするつもりでしたわ。

　ですが──貴女は、彼が本来の力を取り戻もどすような手助けをしてしまった！」

　まるで、地じ獄ごくの法ほう廷てい官の断罪告発のように言葉を並べ立てるヴィヴィアン。

　那雪はそれを、ただ黙だまって受け入れ続ける。

　全すべてを諦あきらめ、刑けいに服する覚かく悟ごを決めた、死刑囚しゆうのように。

「貴女は、自分がやったことの愚おろかしさと重大さがわかっているのですか!?　マーリン──あの〝落とし仔ご〟は、再び封印して、殺すべきだったのです！

　彼がマーリンとして覚かく醒せいしてしまったおかげで、今、あの〝破は滅めつの予言〟が成じよう就じゆされようとする運命の流れに向かいつつある……本当に、貴女という子は……ッ！」

「それは……」

「しかもそうまでして、愛する男に尽くしたというのに……貴女がようやく転生した彼を見つけた時には、すでにあの男の隣には、あんな泥どろ棒ぼう猫ねこがいて……なんて報むくわれない。滑こつ稽けいを通り越こして、哀あわれですらありますね」

「……お師匠様ッ！」

　ついに堪こらえきれなくなった那雪が、ヴィヴィアンを睨にらみ付け、叫んだ。

「やっぱり、私達は間ま違ちがっています！　運命の三女神様があんな予言をしたからと言って……彼の……マーリンの未来を奪うばっていい理由にはなりません！」

「……ッ!?」

　那雪の思わぬ語気の強い発言に、ヴィヴィアンが目を微かすかに見開く。彼女が知る那雪──ニムエは、こんな風に自分の意見を強く主張する子ではなかったからだ。

「ふん、やれやれですね。恋は盲もう目もくとはよく言ったもの……今の貴女は、まったく合理的で冷静な判断がなっていません」

　そんなヴィヴィアンへ、那雪は訴うつたえかけるように続ける。

「冷静な判断ができていないのは、貴女でしょう!?　お師匠様！

　貴女はなぜ──《人理の崩壊カタストロフイ》の発生を黙認するのですか!?　わざわざ、人の世が終焉した後の世界を救済しようとするのですか!?　逆でしょう!?

　本来なら、私達は《人理の崩壊カタストロフイ》の発生を、未然に防がなければならないのに!?」

「……………………」

　そんな那雪の指し摘てきに、ヴィヴィアンが押し黙る。

「私が知らないと思っているんですか!?　確かに私達、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクが奉ほうじる運命の三女神様達は、こう予言されました……〝近い未来、《人理の崩壊カタストロフイ》が起こり、《意識の帳とばり》は崩壊し、人の世界が終わる〟と！

　でも、同時に、もう一つの可能性も示されたのではないのですか!?

〝マーリンが真なるアーサー王に仕えることで、《人理の崩壊カタストロフイ》の流れを変えることができる〟と！　なのに──なぜ、貴女はマーリンを排はい除じよすることに固こ執しゆうし、アーサー王復活による、世界崩壊後の救済にのみに拘こだわるのですか!?」

　途と端たん、ヴィヴィアンの雰ふん囲い気きが──変わった。

　先さき程ほどまでの、淑しゆく女じよ然としていた佇まいや表情はどこへやら。

　まるで奈な落らくのような目と、重く仄ほの昏ぐらい空気を纏い、薄うすら寒さむく零こぼした。

「ふふふ……おかしいですね……後者の予言は、運命の三女神様を除けば、直接、託たく宣せんを賜たまわる私しか知らないはず……私が意図的に伏ふせたのですからね。なのに、なぜ、貴女がそれを知っているのでしょうか？　どこで、誰から、それを聞いたのでしょうか？」

「……ッ!?」

　と、その時、那雪の脳のう裏りにふと、在りし日の記き憶おくが蘇よみがえる──




　──うふふ、冬瀬那雪さん……いえ、ニムエ。お久しぶりですね。

　──彼に会いたいですか？　謝りたいですか？　償つぐないたいですか？

　──ならば、近年完成する予定の人工島ニューアヴァロンへ向かいなさい。

　──ええ、世界中の湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達が裏で糸を引いて作っている、あの儀ぎ式しき場です。

　──貴女はそこで必ず、彼と再会できるでしょう──




「質問しているのは私です、師匠！　答えてください！　一体、なぜ──ッ!?」

　そんな那雪の問いかけを。

　ヴィヴィアンは薄ら寒く笑い飛ばしながら、答えた。

「そんなもの、決まっているでしょう？　人がとても弱い存在だから……私達の庇ひ護ごなしにはまともに生きられない脆もろい存在だから、ですよ？」

「──ッ!?」

「もう一度、落ち着いて二つ目の予言を口ずさみなさいな？　〝マーリンが真なるアーサー王に仕えることで、《人理の崩壊カタストロフイ》の流れを変えることができる〟。そう、〝変えることができる〟……〝防げる〟とは、一言も言っていないのですよ？」

　我が意を得たりと、ヴィヴィアンが嗤わらう。

「〝人の世界が終わる〟と断定される前者の予言に比べ、後者の予言は、あまりにもあやふや……意味がどうとでも取れます。

　これまでの人類史の中で、三女神がなされた予言の数は、百三十七。うち、外れたのはたった四つ。ならば、強く断定された前者の予言の成就は、もう確定と言っても差し支つかえないことは明白ではないですか？　最も早はや、人の世の終焉は不ふ可か避ひなのです」

「でも……絶対じゃないです！」

　そんな那雪の必死の訴えかけを無視し、ヴィヴィアンは言葉を淡々と続ける。

「次に、マーリンの危険性……これを無視できません。貴女もご存じの通り……マーリンは〝アーサー王を殺す者〟。とある邪じや悪あくな神の落とし仔である彼は、アーサー王を殺すために生み出され、そう運命づけられた存在。

　だからこそ、かつての伝説時代、私は貴女に、彼の始末を命じたのではありませんか。あの時は、貴女も納なつ得とくしていたでしょう？」

「で、ですが……ッ！」

「さて、そんな〝アーサー王殺し〟が、〝真のアーサー王に仕える〟？　そんなの不可能に決まっています。英えい雄ゆうなれど、アーサー王もマーリンも、しょせん人間。人間にそんな運命を越える強さなど、あり得ませんから。

　だからこそ、《人理の崩壊カタストロフイ》後の世界を救う、今世のアーサー王を守るためにも、マーリンの存在は排除すべきなのですよ」

「～～～ッ!?」

　那雪は絶望的な気分になる。

　きっと、恐おそらく、どこまで話しても、ヴィヴィアンとは平行線になることを明確に悟さとってしまったからだ。

「そんな薄い、望みにもならない可能性に縋すがるよりは……《人理の崩壊カタストロフイ》によって滅ほろんだ後の世界を救済する準備を整えた方が、余程、建設的ではありませんか？

　滅んだ後の世界を救えるのは、アーサー王だけなのです。彼が王として人を統すべることで、人は初めて、この世界が自分達のものであることを自覚するのです。

　それゆえの、このアーサー王継承戦なのですよ。私は、この世界と人類の行く末を考えて、必要な行動をしているだけなのです。発情期で頭の悪い貴女も、少しは理解していただけると助かるのですが？」

「そ、それは──……」

　それは、確かに一つの正しさなのだろう。

　人類を救済するのがアーサー王ならば、そのアーサー王を殺す存在マーリンは、予あらかじめ排除していなければならない。それは間違っていない。だが──

「やっぱり、お師匠様……貴女は間違っています」

　那雪は毅き然ぜんと、ヴィヴィアンに言い捨てた。

「滅めつ亡ぼう後の救済のために、人類に一度滅べというんですか？　その滅亡そのものを回かい避ひする可能性を捨ててまでですか？　そんなの絶対に間違っています！」

「いいえ、間違っていません。貴女は三女神の予言の絶対性を何もわかっていな──」

「違う！　貴女は、ただ、自らの手で人類を制せい御ぎよ・支配し続けたいだけなんです！」

　そんな那雪の指摘に、ヴィヴィアンがぴくりと眉まゆの端はしを釣つり上げる。

　何か触ふれてはならない決定的なことに、那雪は触れてしまったようだ。

　ヴィヴィアンの雰囲気が──さらに重く、鋭するどく、昏くらく変化する。そのどこまでも冷たく冷れい酷こくに輝かがやく瞳ひとみが、那雪を射殺さんばかりに貫つらぬく。

　だが、那雪は構わず、告発するようにまくし立てた。

「確かに、私達、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクは、この人類史の中、様々な形で人間達に介かい入にゆうし、その運命と未来を、歴史の裏側から操り続けて来ました！

　各国の上層部には、私達が食い込み、人々を密ひそかに管理し続けて来ました！　手段の是ぜ非ひはあれど、それが今日まで人類の繁はん栄えいを促うながしてきたことは否定しません！

　確かに人間は弱かった！　一人では脆ぜい弱じやくな低級妖よう魔ま一いつ匹ぴきから身を守ることすらおぼつかなく、容易に道を間違えてしまう存在でした！　だからこそ、私達が《意識の帳》で守ってあげないといけなかった！　導いてあげなければならなかった！

　ですが──長い時間の中、人間は進化してきました！

　そして、とうとう人間達は、私達の手を離はなれ始めました。子供が大人となって、いずれ独り立ちするかのように。今はまだ頼たよりないですが……時に道を間違えますが……もう、人は自分達の力で、より良い未来を目指して歩けるようになったんです。

　もう、私達、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの役目は終わった……終わったんです！

　なのに──貴女あなたは、その事実が受け入れられない！　許せない！　いつまでも自らが世界を支配する女王でありたい……違いますか!?」

「……………………」

「だから、貴女は一度、この世界を終わらせたいんです。……人類が再び、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの庇護が必要となる状態へとリセットするために……違いますか？」

「……………………」

「お師匠様……いえ、ヴィヴィアン。今の貴女は、人類の庇護者などではありません。今の貴女はただの……人を支配するという権勢に取り憑つかれた、醜みにくい怪かい物ぶつです！

　人類の真なる救済の可能性を、公おおやけにして議論にかけることもなく、独断で握にぎり潰つぶした時点で……貴女はただの化け物──人類の敵に成り果てたんです！」

　すると──

「うふ、」

　ヴィヴィアンが──

「あは、あははは……あはははははははははははははははははははははーーッ！」

　──まるで狂くるった凶きよう鳥ちようの囀さえずりのような高笑いを上げるのであった。

「まったく……言うようになりましたね、ニムエ」

　ヴィヴィアンが、そう凍こごえるように言うと。

　彼女の背中に、大量の水柱が天を刺さし穿うがたんばかりに立った。

　そして、それらがビキビキと凍こおって、周囲に巨きよ大だいな氷山を形成していく。

　ヴィヴィアンが得意とする、水の妖よう精せい魔ま法ほうだ。

「まさか、あの鈍どん臭くさい貴女が、ここまでの行動力を見せるなんて……ああ、あの時……不死の病やまいで余よ命めい幾いくばくもなく、ボロ雑ぞう巾きんのように死に逝ゆく人間だった貴女を、戯たわむれで半人半妖精の湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクにして生かしてやった時……貴女に〝私が不利となる言葉は、決して、人前では紡つむがない〟……そんな沈ちん黙もくの誓約ゲツシユをさせておいて、本当に良かった……やはり、どんな手て駒ごまにも、安全装置は欠かせませんね……うふふふ……」

「ヴィヴィアン……ッ！」

「でも、そんな貴女のやんちゃもここまでですよ？　なぜ、今日、私が貴女の前に姿を現わしたか……その理由、わかりますよね？　そうです……恩知らずの裏切り者に死の報むくいを与あたえるためですわ」

　そして、ヴィヴィアンが圧あつ倒とう的なマナを、全身から漲みなぎらせる。

　その量、密度、どれも那雪のものとは比ひ較かくにならない。

　見た目麗うるわしき女が放つ、まるで巨きよ人じんのような存在感。

　これこそがヴィヴィアン、半人半妖精の湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達の長おさ。

　幻げん想そう存在に片足を突つっ込こんでいる者の、真なる実力なのだ──

「……ッ！」

　那雪も絶望的な気分で、マナを解放する。

　言こと霊だまを紡ぎ、その周囲に凍気を展開、氷の剣けんをその手に発生させる。

　その力は素す晴ばらしい。

　その他、十じつ把ぱ一ひと絡からげの湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達など、比較にならないほどの力だ。

　だが、ヴィヴィアンと比べれば、なんと心細く頼りないものか。

　両者に存在する懸けん絶ぜつした力量差。戦えば、恐らく勝負にすらならないだろう。

（でも……もし、この場を生き残って……もし、私に〝明日〟があるのなら……ッ！）

　その時は……

　そんな那雪の脳のう裏りに浮うかぶのは、とある愛いとしい男の顔。

　もう届かぬと、決して自分のものにはならぬと理解しつつも、千年以上も想おもい続けた男の優やさしげな微笑ほほえみ……

　それを思いながら、那雪は氷の剣を構える。

　だが、そんな那雪を、ヴィヴィアンは余よ裕ゆうの表情で一いつ笑しようする。

「やれやれ、ニムエ。貴女に剣と魔法を教えたのは……誰だれだったか忘れましたか？　この私に、本気で勝てるとでも？」

　さらに、脹ふくれあがるヴィヴィアンの強きよう烈れつなマナ圧、威い圧あつ感、殺気。

　まるでヴィヴィアンの姿が何倍にも脹れあがったような錯さつ覚かくが、那雪を押し潰す。

「そもそも、〝湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク〟とは、本来、私個人を指す言葉。貴女達はしょせん、私から力を授さずかっただけの眷けん属ぞく……紛まがい物、劣れつ化かレプリカに過ぎないのですよ？」

「……ぁ……」

　あっという間に、ヴィヴィアンの圧に吞のまれた那雪の額に、冷ひや汗あせが浮かぶ。

　がくがくと身体からだが震ふるえ、手に、膝ひざに力が入らなくなっていく。

　今、強烈に悟らされてしまったのだ──私は間ま違ちがいなくここで死ぬ。殺される。

（でも、負けられない……まだ、死にたくない……凜太朗君……私……私は……ッ！）

　震えを堪こらえて。

　那雪は地を蹴けり、吹雪ふぶきを纏まとい、氷の剣を構え、ヴィヴィアンへ疾しつ駆くを始めた。

「ぁあああああああああああああああああーーッ！」

　臆おくする心を𠮟しつ咤たするように吠ほえ、ヴィヴィアンへと肉にく薄はくする──

「あらやだ」

　自分に向かってくる那雪に向かって、ヴィヴィアンはくすりと笑った。

「そう粋いきがるあたり、少しは腕うでを上げたものかと期待していたのですが……ニムエ、貴女……まだ、その程度だったのですか？」

　残ざん酷こくに──笑った。

　次の瞬しゆん間かん、ヴィヴィアンは、背後に奔ほん流りゆうする津つ波なみのような水を操あやつって──

　身を切るような強烈な凍気が渦うずを巻いて──

　数千本を超こえる氷の槍やりが、ヴィヴィアンの頭上に形成され──

　そして──




　…………。




　──次の日。

「はいはいはーい！　皆みな、今日も頑がん張ばっていくわよーーッ！」

「「「「ぉおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

　キャメロット国際学園の昼休み。

　生徒会室に、瑠奈と現・生徒会メンバー達の元気な声が響ひびき渡わたっていた。

「とりあえず、今日の午後からの選挙活動は、昨日に引き続き、選挙公約のビラ配りを中心にやっていくわ！　外部協力班の皆もよろしくね!?」

　朝から茹ゆだるような熱気を振ふりまきながら、瑠奈がそう指示する。

「いやー、ケイさんとエマちゃんがいると、人目を引くから助かるわー」

「ホント、ホント！　皆、その美び貌ぼうに見とれて、鼻の下伸のばして、ついビラ受け取っちゃうもの！　効率が段だん違ちがいよね！」

「美人で可愛かわいいエマちゃん、美人で格好良いケイさんは、男女問わず大人気だからね！」

「ええ、まったく隙すきのない布ふ陣じんですよね!?」

　その場に集まった、現・生徒会のメンバー（瑠奈の腰こし巾ぎん着ちやく達）が、口々にケイ卿きようとエマを讃たたえる。

「あ、あの……瑠奈先せん輩ぱい……？　本当に……なぜ、私まで……？」

「諦あきらめましょう、エマ……」

　そんな二人の本日のコスチュームは、ミニスカナースとレースクイーンだ。

　もう、二人がどこを目指しているのかすら、わからない。

　そしてその時、フェリシアが立ち上がり、念を押すように発言した。

「る、瑠奈！　本当ですのよね!?　今日もビラ一枚配る毎ごとに、五円もの高額報ほう酬しゆうをいただけるという話は!?」

「ええ、そうよ！　完全出来高制よ！　じゃんじゃん稼かせいじゃって！」

「あ、ありがとうございますわ！　恩に着ますの！」

「やりましたね、王よ！　今夜の食事もこれでなんとかなりそうですね！」

　手を取り合って喜んでいる、哀あわれなフェリシアとガウェイン卿。

「うんうん、最近、この学園にやって来た、フェリシアさんとガウェイン先生も、スコア稼ぐよねー」

「なにせ、〝どうか受け取ってください！〟と、恥はじも外聞もない、あの鬼き気き迫せまる土下座……可哀かわい想そう過ぎて、皆、つい受け取っちゃうんだよね……」

「……あれ、なんか、私、涙なみだ出てきた……」

　そんなフェリシア達を心底、痛ましい目で見つめる生徒会の面々……

「で？　凜太朗！　天河五樹のネガキャン記事はできたの!?　できたらそれも、一いつ緒しよにバラまきたいんだけど！」

「うるっせーなぁ、今、やってんよ……」

　すると、ＰＣに向かって作業をしている凜太朗の両りよう肩かたに、瑠奈が、背後から手をかけてのしかかり、その肩かた越ごしに、モニタを覗のぞき込む。

　凜太朗は両肩にかかる重みを鬱うつ陶とうしそうに堪えながら、キーボードをチャカポコ叩たたき続けている。

「お？　いいじゃない、さすがね、凜太朗!?　まったく噓うそは書いてないのに、言こと葉ば尻じりや文章順序をちょっと変えるだけで、品行方正な人間がここまで下げ劣れつな印象に変わってしまうなんて！　ふっふっふ、日本語って素晴らしいわね！」

「お前……いつか、絶対、天てん罰ばつが下くだるぞ……」

　凜太朗はもう、全すべてを諦めたように、半眼で溜ため息を吐つくしかない。大きな流れには逆らえないのだ。

「──というわけで！　皆、今日も張り切っていきましょう！　勝利を我等に！」

「「「「勝利を我等に！」」」」

「くっそ、ここはアホの教団か!?　バカ野や郎ろう！」

　盛り上がる生徒会室内を見回し、凜太朗は頭を抱かかえて叫さけぶしかなかった。

　そして、その場の一同が、本日もそれぞれの行動をしようとして席を立って。

「そういえばさ、瑠奈。朝から気になっていたんだが……」

　その最中、凜太朗が瑠奈に問いかける。

「何よ？」

「……今日、那雪のやつ、どうした？」

「え？　ナユキ？」

　凜太朗の問いに、瑠奈がきょとんと小首を傾かしげる。

「いや……今日はあいつ、朝から姿を見せてねえだろ？　風か邪ぜか何かで休んだのか？」

　本当は、もっと早く聞きたかったのだが、朝から、ずっと瑠奈の選挙活動関連の仕事で忙いそがしくて、そのことを聞きそびれまくっていたのだ。

「その……お前、あいつから何か聞いてねえか？」




　──一度だけでいいから……私と二人きりでデートしてくれないかな？

　──うん……また、明日ね。




　別に、後ろめたいことなど、何もないはずなのに。

　凜太朗は、なぜか、後ろめたさを覚えながら、そう聞いた。

　──だが。

　瑠奈は、しばらくの間、目をぱちくりと瞬しばたたかせて……やがて言った。

「え、ええと……凜太朗？　その……ナユキって……誰？」

「はぁ～～～……」

　途と端たん、凜太朗は露ろ骨こつにデカい溜め息を吐いた。

「そういう冗じよう談だんはいいからよ。で？　聞いてんのか？　聞いてねーのか？　どっちだ」

「いや、だから……ッ！　ナユキって誰よ!?」

　そんな、語気強い瑠奈の返しに。

　盛り上がっていたその場の雰ふん囲い気きが、ほんの少しだけ戸と惑まどいに揺ゆれる。

「……は？　お前、何言ってんの？　冬瀬那雪だよ、冬瀬那雪」

「フユセナユキ……だから誰よ？　その女。アンタこそ変な冗談やめなさいよね？」

「……おい、いい加減にしろよ？　面めん倒どう臭くせぇ」

　何かがおかしい……そんな焦しよう燥そうを振り払はらうように、凜太朗がまくし立てる。

「お前の生徒会の書記長だろうが!?　なーに、すっとぼけてやがんだ!?」

「書記長ですって!?　あのねぇ、うちの書記長は昔から──……って、あれ？」

　途端、瑠奈が戸惑ったように、首を傾げる。

　そして、縋すがるように、生徒会のメンバー達に振り返った。

「えーと……うちの書記長って、誰だっけ？」

「あ、あれ？　そういえば……？」

「会長の瑠奈さん、副会長の僕、会計長のケイさん、庶しよ務む長の三み橋はし君、広報長のロッキー君、会計監かん査さ長の琳リン霞シヤさん、えーと、それから……」

　生徒会のメンバー達は、片かた端はしから自分達の役職を挙げていくが……

「書記長……書記長は？」

「あれ？　えーと……ひょっとして不在？　そういえば、ずっと空白だったような？」

「そ、そんなはずはないんですけど。だって、現・生徒会が発足した時に、全役職を瑠奈会長が任命するはずなんですし……」

「う、うーん……？」

　ついぞ、冬瀬那雪の名が挙がることはなかった。

　奇き妙みような戸惑いと沈ちん黙もくが、一同の中に漂ただよっていく。

　そんな瑠奈や生徒会のメンバー達から、冗談とか凜太朗を皆で嵌はめているとか、そういう雰囲気は一いつ切さいなかった。

「おい……フェリシア、何か妙みようだぞ」

　凜太朗が額に脂あぶら汗あせを浮うかべながら、フェリシアを流し見る。

　が──

「え、ええと……すみません、凜太朗。わたくしも、その……貴方あなたが仰おつしやる〝フユセナユキ〟という子に、心当たりがございませんの」

「一体、どうしたんだ？　凜太朗。その〝フユセナユキ〟がどうかしたのか？」

　フェリシアとガウェイン卿も、こんな有様だ。

　さすがに異常事態を察した凜太朗が、ケイ卿やエマへも振り返る。

　だが、二人もどこか申し訳なさそうに、〝知らない〟と首を振るだけだ。

「お、おいおい……」

　足下ががらがらと崩ほう落らくしていくような、奇妙な浮ふ遊ゆう感を覚える凜太朗。

　やがて、時間の無む駄だだと判断した瑠奈が、投げやりに切り捨てた。

「ま、なんかの手違いで任命忘れしたんでしょ？　いいわよ、どーせ、私が再選した時に改めて任命すればいいんだから！　そうそう、凜太朗、やってみる!?」

「お断りだ、バカ野郎！　って、そうじゃねえよ！」

　凜太朗が語気強く、瑠奈の言葉を拒きよ絶ぜつした。

「……どういうことだ？　噓だろ……？　なんで、お前ら、那雪のこと、すっかり忘れてるんだよ……ッ!?　一体、どうしちまったんだ!?」

「うるっさいわね！　どうかしてるのは貴方よ！」

　背中に薄うすら寒さむいものを覚えて硬こう直ちよくする凜太朗へ、瑠奈がジト目で言った。

「ところで、凜太朗……その〝フユセナユキ〟について、詳くわしく」

「は？」

「名前的に女の子よね？　この私という史上最高の主君がありながら、何？　貴方、そのフユセナユキとかいう子に浮うわ気きでもしようっての？　ゆ、許せないわ！」

「…………」

「いや、そりゃ！　別に、私と貴方は付き合っているってわけじゃないし!?　貴方が誰だれと付き合おうと勝手だけど！　全然、気にしないけど！　そっ、それでも、私は貴方の主君なのよ！　だったら、こう……まず、私に対して通すべき筋があるっていうか……うぅうううぅぅぅぅうぅ～～ッ！」

　何を勘かん違ちがいしたのか、瑠奈がジト目の涙目で、凜太朗を睨にらみ付けるが──

「──ッ！」

　凜太朗は、それを無視して、生徒会室を飛び出すのであった。

「凜太朗!?」

「ちょ──待ちなさいよ!?　一体、どうしたの──ッ!?」

　そんな叫びを背中で受けながら。

「おい……何の冗談だ、これは……ッ!?」

　凜太朗は、道行く生徒達をかき分けつつ、廊ろう下かを疾しつ走そうしていく。

「……那雪、お前……一体、どうしちまったんだよ……ッ!?」

　誰へともなく、そんな問いを叫ぶが。




　──当然、その問いかけに答える者など、いようはずもなかった。








第二章　君、死にたもうことなかれ









　──結論から言えば。

　冬ふゆ瀬せ那な雪ゆきは、この世界から完全に消えてしまっていた。

　当然、その姿はどこにもないし、生徒、教師問わず、キャメロット校の誰もが、冬瀬那雪に関する記き憶おくを、綺き麗れいさっぱり失ってしまっていた。

　何者かに変な魔ま法ほうをかけられたのかと疑ったが、いくら凜りん太た朗ろうが霊れい的てきな視覚で皆みなを調べても、何の魔法の気配もない。

　書類上の記録にも、冬瀬那雪の名前はない。

　戸こ籍せきや住民票、マイナンバーすら存在しない。

　那雪が住んでいると聞かされていた、下宿先のアパートはがらんどう。私物の一つも見当たらない。周辺住民の那雪に関する記憶もゼロ。

　冗談なくらい、那雪に関する情報は、綺麗さっぱり消えてしまっていたのだ──

　凜太朗があらゆる手段を尽つくして、那雪の行ゆく方えを捜そう索さくしても、手がかり一つない。

　事態は何一つ進展せず、困こん惑わくと焦燥のまま──三日が経過した。




「ふふん！　今日もご苦労様！　凜太朗！」

「……ああ」

　意い気き揚よう々ようと学園校舎の廊下を歩く瑠る奈なの後を、凜太朗がとぼとぼとついていく。

　凜太朗の那雪捜そう索さくが難航するのとは裏腹に、瑠奈の選挙活動は非常に順調だった。

　エマ、フェリシア、ガウェイン卿きようといった、優ゆう秀しゆうな外部協力者達の活かつ躍やく。

　そして、清せい濁だく入り交じった策さく謀ぼうによって、瑠奈は、学園の世論を徐じよ々じよに牛ぎゆう耳じりつつあった。

「いやー、さっすが凜太朗がプロデュースしてくれた、理論武装は違ちがうわーっ！　おかげで、さっきの公約論争会は大勝利だったわね！」

「そうだな……」

「ぷぷーっ！　それにしても傑けつ作さくだったわね!?　この私に完全論破されちゃった、あの哀あわれな立候補者達の顔！　他にも──」

「…………」

　隣となりで瑠奈が何かをまくし立てているが、凜太朗は心此こ処こに在らずだ。

　今の凜太朗の心の大部分を占しめるのは……やはり、那雪のことだ。

（那雪……お前、どこに消えちまったんだ……？　一体、なぜ……？）

　決して、恋こい人びとだとかではなかったが……凜太朗にとって、那雪は大切な友人だった。

　今、思えば……どこか他人とは思えない、何か懐なつかしさを感じさせる人であった。

　そんな那雪が、何の前まえ触ぶれもなく綺麗さっぱりと消えてしまって、心の中にぽっかりと穴が開いたような空くう虚きよ感は否いなめない。

（……俺が守りてえと思ったのは……瑠奈がいて、ケイ卿がいて、エマがいて……ついでのついでにフェリシアとガウェインのアホコンビも一応いて……そんなクソ喧やかましい中で、那雪……お前が笑っている……そんな〝輪〟だったんだ……お前がいねえと……）

　溜ため息が零こぼれる。

　だが、どうしようもない。

　本気さえ出せば、全すべて思い通りになる……そう自うぬ惚ぼれていた凜太朗の明確な挫ざ折せつ。

　その無力感に、凜太朗が打ち拉ひしがれていると。

「あ、あの……ゴメンね、凜太朗……」

　不意に、隣を歩く瑠奈が謝っていた。

「な、なんだよ、いきなり……？　どうした？」

「その……やっぱ、凜太朗、疲つかれてるよね？　最近、無茶させちゃってるから……」

　見れば、瑠奈がどこか心配そうな、しょげた子犬のような目で、凜太朗を見ていた。

（こいつにこんな顔をさせるほど、俺は酷ひどい顔をしているのか……）

　凜太朗は、自身の不ふ甲が斐いなさに呆あきれる。

　そんな凜太朗の内心を知ってか知らずか、瑠奈が空元気気味に宣言した。

「だから、ご褒ほう美びよ！　今日の放課後、貴方は仕事、何もしなくていいわ！」

「うん？」

「そして、今日の私の仕事が終わった後、私と一いつ緒しよに喫きつ茶さ店てんでデートをする権利をあげるわ！　貴方の奢おごりでね！　どう!?　嬉うれしいでしょ!?」

「ご褒美とはなんだと百万回問い詰つめたい、このブラック企き業ぎようぶり」

「というわけで！　私、これから本日最後の案件を片付けてくるから！　それまで私を待っていなさいよ!?　先に帰ったら死し刑けいだからね！」

「……これ、罰ばつゲームじゃね？」

　そんな疑問を浮かべながら、凜太朗は意気揚々と去って行く瑠奈の背中を見送るのであった……




「……ふぅ」

　瑠奈と別れた凜太朗は、校庭の端はしにあるベンチにぐったりと腰こし掛かけていた。

　ここのところ、ずっと瑠奈の選挙活動と、那雪捜索に忙ぼう殺さつされ、今、ようやく久々に一息つけたような感じだ。

　見れば、広こう漠ばくとした校庭を夕日が燃やす中、運動部の生徒達の影かげが元気に躍おどっている。

　そんな喧けん噪そうを遠くに感じながら、凜太朗は改めて考える。

「……くそ……那雪……お前、マジでどこに行っちまったんだよ……？」

　まるで、冬瀬那雪という少女など、本当に最初からこの世界に存在しなかった……そんな気すらしてくる。彼女は、自分が脳内で勝手に作った、都合の良い空想のイマジナリー友人フレンド……そんな気すらしてくる。

（ちっ……気をしっかり持ちやがれ……あいつは現実だ……間違いなくな……ッ！）

　那雪が消えたその前日、何かが那雪の身に降り掛かかったのは明白だ。

　だが、あの日、凜太朗は那雪ではなくて、瑠奈を優先した。

　今となっては……それが、ただただ悔くやまれる。

（あの時、俺があいつの傍そばに居てやれれば……くそ、なんで那雪を放置した？　あいつは並々ならない覚かく悟ごで、〝何か〟を話そうとしてくれていたのに……）

　後こう悔かいは、汲くめども汲めども尽きない。

（あるいは……俺も、その〝何か〟を知ることを無意識のうちに恐おそれていたのか……？　互たがいに何も知らずに……今のまま、なあなあに済ませたかったのか……？）

　そんな風に、凜太朗が終わらない自問をしていると。

「真ま神がみ君っ！」

　不意に、背後から𠮟しつ責せきするようなキンキン声がかかってきた。

　振ふり返れば……

「げ!?」

　そこには、この学園における瑠奈の天敵──風紀委員長の深み森もりつぐみが、仁に王おう立だちしていた。

「真神君！　いい加減にしてください！　最近の瑠奈さんの暴走は目に余ります！」

「俺のせいじゃねーよ……むしろ、俺にどうしろと？」

　いかにも面めん倒どう臭くさそうに応じる凜太朗。

「そんなこと言っても、瑠奈さんが言うこと聞きそうなのは、貴方あなたしかいないんです！　もっと、貴方が瑠奈さんの手た綱づなを締めてくれなければ困るんです！　まったく、さっきの公約論争会は一体、なんなんですか!?　あんなイカれたパフォーマンスまでして！　公約論争の場とは、もっと──」

　こうして、始まるつぐみのお説教。

　瑠奈がとてつもなく上手うまくつぐみから逃にげるので、そのお鉢はちは凜太朗に回ってくる。

　最近は、いつもこのパターンだ。

（くっそ、瑠奈のやつ、今日の放課後は休んどけって、どーせ、こーゆーことだろ？　俺に安息の時間はねーのかよ……？）

　凜太朗は頭を抱かかえて、つぐみの説教を聞き流していく。

　今は、そんなことに構っている場合ではないというのに……

　やがて。

「──ということで、わかりましたか!?　もっと、貴方がしっかりしてくださいね！」

「へーいへい……」

　ようやく本日の（代理）説教は終わったらしい。

　凜太朗は耳鳴りがする耳を押さえながら、ほっと息を吐ついた。

「しかし、まぁ……それはともかく」

　ちらりと。

　つぐみが、そんな憔しよう悴すいしきった凜太朗を見下ろした。

「ふふふ……大分、まいられているようですね？　まさか、あの貴方が、冬瀬那雪さんを失ったことを、これほどまでに気に病やむなんて……」

「────ッ!?」

　途と端たん、凜太朗は、はっとして、弾はじかれたようにつぐみの顔を見上げる。

「人は変われば変わるものですねぇ……くすくす……貴方の成長と変化は喜ばしいのですが、あまりに腑ふ抜ぬけられても困るんですけどね……」

　いつの間にか──深森つぐみの纏まとう空気が、変質していた。

　元々美人系の相そう貌ぼうではあったが、今はなぜか、その造形を崩くずさぬまま、神しん魔まをも誑たぶらかす魔ま性しようの美び貌ぼうへと成り果てている。

　彼女の周辺だけ、まるで闇やみが注ぎ込み、深しん淵えんの底となったような幻げん視し。

　鈍にぶく、重く、冷たくなる空気。

　人の姿形のまま、まるで人以外の怪かい物ぶつに、つぐみは変へん貌ぼうしていたのだ。

「……何者だ？　お前……」

　気付けば、周りに人が居ない。校庭には、ついさっきまで運動部の連中で活気に溢あふれていたというのに──いつの間にか、人っ子一人いない。

　唐とう突とつに放ほうり込まれた、静せい寂じやくの世界。

　校庭は不吉な黄昏たそがれ色に燃え上がり、つぐみと凜太朗を暗く焦こがし──その影が、無限回かい廊ろうのように地平線の果てまで、乾かわき伸のびていた。

「……深森つぐみ……いや、お前は、まさか──？」

「今は、私のことなど、どうでもよいのではないでしょうか？　マーリン……」

　まるで光を映さない、奈な落らくのような瞳ひとみが、凜太朗の魂たましいを直じかに覗のぞき込んでくる。

「そうだな。おい、お前……那雪のことを覚えているのか？」

「ええ、もちろん。貴方同様、しっかりと覚えていますわ」

　くすり……と妖あやしく含ふくむように微笑ほほえみ、つぐみは言った。

「むしろ、貴方が那雪さんのことを忘れずにいられていることが驚おどろきです。覚えている……それは即すなわち、貴方が、伝説時代の力を取り戻もどしつつあるということ。とても良い傾けい向こうですね。これまで色々と手を尽つくしてきた甲か斐いがありました」

　しゃりん……

　凜太朗は、すでに立ち上がり、双そう剣けんを構えていた。

　だが、まだ斬きりかからない。聞くことがあるのだ。

「お前……那雪の行ゆく方えを知っているのか？　那雪に何が起きたか知っているのか？　あるいは、お前が那雪を……？」

　つぐみの返答次し第だいでは、即そく・斬る。

　そんな鬼き気き迫せまる殺気を漲みなぎらせ、凜太朗はつぐみへと問う。

「ふふふ、信じてもらうしかありませんが……私は、何もしていませんわ」

　だが、つぐみは凜太朗を嘲あざ笑わらうかのように、愉しげに応じる。

「ですが──私は、那雪さんがいなくなった、あの日──何が起こったのかは識しっていますわ。ええ、識っていますとも。……視ていましたから」

「──ッ!?　なら、答えろ！　那雪はどうした!?　あの日、何があった!?」

「言葉で語ってもよろしいのですが……それを、貴方は本当に信じられますか？　ひょっとしたら、私は貴方を陥おとしいれるために噓うそを言うのかも？」

「…………」

　確かに、そうだ。

　深森つぐみ……ただの一風紀委員かと思っていたら、とんでもない。

　この女は──魔ま女じよだ。それもたった一人で世界に唾だ棄きする、とびきりの魔女。

　その口から零れ落ちる言ことの葉など、何一つ信用ならない。

「ゆえに……ほんの一時、私と意識同調シンクロしていただけませんか？」

「!?」

「私と貴方の意識を、深層意識野で一時的に接続するのです。それを通して、貴方は私の記き憶おくを、直接読み取ればいい……どうでしょう？」

　凜太朗は押し黙だまる。

　なるほど、確かにそれは、確実に真実を知ることができる手段ではある。

　深層の記憶を直接覗けば、噓うそ偽いつわりはない。偽ることは神でも不可能だ。

　だが──危険だ。

　自分の識しきと他人の識を繫つなげて、記憶を探さぐるなど、奈落の深淵を命いのち綱づなもなく、身を乗り出して覗き込むような行こう為いだ。下手をすれば、帰って来られない。

　おまけに、覗き込む先は、つぐみの領域。深淵。

　そこに、どんな罠わなが仕掛けられているかもわからない。

　人が深淵を覗く時、深淵もまた、その人を覗いているのだから。

　だが、それでも──

「いいぜ。お前の深淵を覗かせろ。ただし、主導権は俺だ。いいな？」

　凜太朗は、あえて危難に踏ふみ込むことを覚悟する。

「あらあら？　言ってはみましたが、まさか、あの用心深い貴方が、本当にそんな危険を冒おかすなんて。ふふふ、貴方は本当に変わられたんですね？　以前までの貴方ならば、この私を捕とらえて、凄せい惨さんな拷ごう問もんで吐かせるところでしたのに」

「うるせぇ、ボケ。もう、そういうのはやめたんだよ」

「あらあら、それって瑠奈の影えい響きようですか？　すっかり丸くなられて……」

　そう言って、つぐみは凜太朗に歩み寄り、目を閉じて、額を突つき出す。

「言っておくが、妙みような真ま似ねをするなよ？　したら即そく座ざに首を刎はねるぜ？　自分の身に降り掛かる火の粉すら払はらえないほど、腑抜けちゃいねえつもりだ」

「……肝きもに銘めいじますわ」

　警けい戒かいを微み塵じんも緩ゆるめず、凜太朗は人差し指を伸ばし……つぐみの額につける。

　そして、呼気を整え、精神を集中し、マナを練り上げて……

　ぼそぼそと言こと霊だまを唱えていく。

　その瞬しゆん間かん、凜太朗の意識が、肉体から切り離はなされる。

　物理法則に支配される物質界に依い存そんする肉体。

　そこから離れた精神は、時間からも空間からも解き放たれた自由な存在だ。

　それゆえに、それは物質界の時間にして、ほんの刹せつ那なの一ひと時とき。

　そのほんの刹那の一時の間に、凜太朗は真実と邂かい逅こうする──




（──ッ!?）

　そして、垣かい間ま見みる過去の記憶。

　凜太朗の識の前に広がる、三日前の夜の校庭の光景。

　あの日の、知られざる一部始終──その全すべて。

「やっぱり、私達は間違っています！　運命の三女め神がみ様があんな予言をしたからと言って……彼の……マーリンの未来を奪うばっていい理由にはなりません！」

　待ち構えていたヴィヴィアン、それに対たい峙じする那雪。

　完全に決けつ裂れつした、二人。

　ああ、こうして視みているだけで明確にわかる。

「冷静な判断ができていないのは、貴女あなたでしょう!?　お師し匠しよう様！

　貴女はなぜ──《人理の崩壊カタストロフイ》の発生を黙もく認にんするのですか!?　わざわざ、人の世が終しゆう焉えんした後の世界を救済しようとするのですか!?　逆でしょう!?

　本来なら、私達は《人理の崩壊カタストロフイ》の発生を、未然に防がなければならないのに!?」

　那雪の、凜太朗に対する想おもい。

　那雪がいかに悩なやみ、苦しみ、報むくわれない苦難の道を歩んできたか──

「お師匠様……いえ、ヴィヴィアン。今の貴女は、人類の庇ひ護ご者などではありません。今の貴女はただの……人を支配するという権勢に取り憑つかれた、醜みにくい怪物です！

《人理の崩壊カタストロフイ》……もし、それが起きてしまえば、人々にどれほどの犠ぎ牲せいが出るか、わかっているのですか!?

　人類の真なる救済の可能性を、公おおやけにして議論にかけることもなく、独断で握にぎり潰つぶした時点で……貴女はただの化け物──人類の敵に成り果てたんです！」

　二人のやり取りから理解する。那雪は、凜太朗への思いと己が果たすべき義務を天てん秤びんにかけ、本当に長いこと、ずっと孤こ独どくに戦って来たのだ。

「まったく……言うようになりましたね、ニムエ」

　だが、そんな那雪の必死の思いを、ヴィヴィアンは嘲笑う。

　どこまでも冷れい酷こくに、残ざん酷こくに。

　圧あつ倒とう的に、ドス黒い悪意で、那雪の思いを塗ぬり潰していく──

「でも、そんな貴女のやんちゃもここまでですよ？　なぜ、今日、私が貴女の前に姿を現わしたか……その理由、わかりますよね？　そうです……恩知らずの裏切り者に死の報いを与あたえるためですわ」

　その絶対的な力をもって、那雪を吞のみ込もうとしていく。

　そんなヴィヴィアンに挑いどむ那雪の顔は、悲ひ壮そうで悲痛そのものだ。

　言葉はなくとも、その思いは痛いほど伝わってくる。




　──もし、この場を生き残って……もし、私に〝明日〟があるのなら──




　……なぜだ？

　なぜ、俺は、こんなことを密かに抱えていた那雪を、置いて行ってしまったんだ？

　なぜ、那雪の傍そばに居てやれなかったのだろう？

　あいつの性格なら、俺達を巻き込むまいと、一人で背負うに決まっていたろうに。

　俺は一体、何を恐おそれていたんだ？

　溢れる後こう悔かいは汲くめども尽きず、視ている凜太朗の心をぐしゃぐしゃに押し潰していく。

　そして──何もできない凜太朗の前で、凄惨な虐ぎやく殺さつが始まった。




「ぅ、ぁあああああああああああああーーッ!?」




　猛もう吹雪ふぶきの中、夜を劈つんざく那雪の苦く悶もんと苦痛の悲鳴。赤。朱。紅。




「あは、あははははははははははははははははははははははははははははーーッ！」




　ヴィヴィアンの、高らかに鳴り響ひびく耳みみ障ざわりな哄こう笑しよう。

　数千、数万と降り注ぐ氷の槍やりは雨あめ霰あられ。

　それが、那雪の華きや奢しやな身体からだを、串くし刺ざしに蹂じゆう躙りんしていく。ズタズタに裂さいていく。

　情け容よう赦しやの一つなく、冷酷に、残酷に。

　ヴィヴィアンは嗤わらいながら、那雪を嬲なぶる、嬲る、嬲り続ける。

　空間に咲さき乱れる、血ち華ばなの舞まいは、冗じよう談だんなほど美しくて。

　那雪も、氷の剣と凍気を纏まとって、ヴィヴィアンに一いつ矢し報いようとするが──まるで話にならない。届かない。

　半人半はん妖よう精せいであるがゆえ、そう簡単に死ねないことが、ことさらに残酷だった。

「──こほっ！　……り、凜太朗君……ッ！　わ、私は……私は……ッ！」

　全身、無む惨ざんな血染めの剣けん山ざんとなりながら、那雪は必死に氷の剣を振ふるって、流星群のように飛来する氷槍を捌さばき続ける。凜太朗の名を縋すがるように呼びながら、堪こらえ続ける。

　だが──そんなものは、何の救いにもならなくて。

（……やめろ……ッ！　那雪、もういい……ッ！　やめろ……ッ！）

　声にならない吠ほえ声を上げる凜太朗の前で、さらなる氷の槍が、那雪をざくざくと串刺しにしていく──その美しい髪かみを、艶つややかな柔やわ肌はだを朱しゆに穢けがしていく。

　氷槍が刺ささる都度、那雪の華奢な身体が、壊こわれた操あやつり人形のように、滑こつ稽けいに踊おどり狂くるう。

　吹ふき飛んで、地面を転がり、バウンドしていく。

　戦いとは到とう底てい呼べぬ、その一方的な蹂躙は──どれくらい続いただろうか？

　やがて──

「──あ、ぅ……ぁ……、……」

　無数の氷槍によって、那雪は両手を広げた格好で、校舎の壁かべに貼はり付けられていた。

　溢あふれる大量の血が、掌てのひらを、腕うでを、胸部を、腹部を、肩かたを、足を串刺しにする氷槍を紅く染め上げ──凍こおった血がパラパラと紅い欠片かけらとなって、吹雪ふぶきに散っていく。

　その有様はまるで、虫ピンで貼り付けられた昆こん虫ちゆうの標本。

　もしくは、十じゆう字じ架かに架かけられた聖人のようであった。

「……けほ、こほ……ぅ……ぁ……」

　全身の半分以上が完全に凍り付き、最も早はや、指一本すら動かせない那雪を……

「ふふ、身の程ほどはわかりましたか？」

　ヴィヴィアンは、愉ゆ悦えつと侮ぶ蔑べつに満ちた眼まな差ざしで見上げる。

　そして、そんな那雪へ、最さい後ご通つう牒ちようとばかりにヴィヴィアンが告げた。

「でも、私は優やさしいですから、一度だけチャンスをあげるわ、ニムエ」

　にまり、と。どこまでも妖あやしく、厭いやらしく笑いながら言った。

「もう一度、マーリンを……真神凜太朗を籠ろう絡らくしなさい。甘い愛の言葉を囁ささやいてもいい、その美しい身体を使ってもいい……今一度、マーリンを貴女の虜とりこにするのです」

「……ッ!?」

「そして──再びマーリンを上手うまく封ふう印いんし、殺すのです。そうすれば、今までの貴女の罪は、全て不問にしてあげるわ。できるでしょう？　貴女なら」

　そんなヴィヴィアンの言葉を追体験した時、凜太朗は思った。

（もういい……もういいんだ、那雪……）

　那雪はもう充じゆう分ぶん頑がん張ばった。たった一人で、ずっと頑張り続けてきた。

　凜太朗が、身勝手な理由で世界を舐なめきり、自分だけが全世界の不幸の特異点みたいな風に思い上がっていた、どうしようもないアホのクソガキだった頃ころも。

　那雪は、たった一人で頑張ってきたではないか。

　もう充分ではないか。

　たとえ、ここで那雪がヴィヴィアンに屈くつしても、凜太朗は最早、何の怒いかりも湧わいてこない。むしろ謝りたいこと、伝えたいことが山ほどある──

（だから、いい……もう……お前は……ッ！）

　だが……

「…………」

　那雪は最後に、力なく……だけど、明確なる意志を込こめて……首を横に振った。

　ヴィヴィアンの誘ゆう惑わくを拒きよ絶ぜつしたのだ。

「……嫌いや……です……私、は……もう……凜太朗君を……マー、リン……を、二度……と……裏切らない……」

（……やめろ……頼たのむ……もうやめてくれ……ッ！）

　届かない。

　これはすでに、終わってしまった過去の記き憶おく。何の介かい入にゆうもできやしない。

　ゆえに、凜太朗の言葉は、思いは届かない。

　こんなに近くで視ているというのに──凜太朗には何もできない。

「本当に救いようのないほどバカな娘むすめ。貴女を湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクにしたのは間ま違ちがいでした」

　そんな那雪を、まるで使用済みのゴミでも視るような侮蔑の目で一いち瞥べつして。

　ヴィヴィアンは、その手を頭上に掲かかげる。その手に猛もう烈れつな凍気が渦うずを巻いて集まり──やがて、電柱のような巨きよ大だいな氷槍が形成される。

　目め眩まいがしそうな程の、凶きよう悪あくな凶器だ。

　あんなもので貫つらぬかれたら、那雪の華奢な身体など、バラバラに千切れ飛ぶだろう。

（やめろ……やめろ、やめろ、やめろ……ッ！）

　そんな凜太朗の魂たましいの咆ほう哮こうも虚むなしく。

「……さて、覚かく悟ごはよろしいですね？　ニムエ」

　処しよ刑けい執しつ行こう人のように、ヴィヴィアンが頭上で貼り付けられている那雪へ告げて。

「……お休みなさい」

　巨大な氷の槍を──放つ。

　吹雪を真っ二つに割り裂いて、猛もう速度で飛んでいく槍。

　壁に貼り付けられた那雪は、うなりを上げて迫せまり来るその切っ先を、ただ、ぼんやりと眺ながめていることしかできなくて……

「……ごめんね……凜太朗君……」

　最後に、ぼそりと呟つぶやいた。

　じわ、と。その目め尻じりに涙なみだを浮うかべて……呟いた。

「……私……約束……守れなかった……」

　そして──




「やめろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　己おのれが鼓こ膜まくをぶち抜ぬかんばかりの、自らの叫さけび声で。

　過去の記憶を彷徨さまよっていた凜太朗の意識は、現実へと帰き還かんしていた。

「はぁー……ッ！　はぁー……ッ！　はぁ……ッ！」

　つぐみの額に触ふれていた指を離はなし、凜太朗はよろよろと後ずさりする。

　全身から、ぶわっと大量に噴き上がる、気持ち悪い汗あせ。

　心臓は今にも破は裂れつせんばかりに、暴力的な鼓こ動どうを打ち続ける。

　ぐるぐると回る視界、白ずんでいく意識、炎ほのおのような吐と息いき、胃がひっくり返って外に出そうなほどの吐はき気け。世界がバラバラに砕くだけ散ったような不快極きわまりない浮ふ遊ゆう感。

　それらを必死に堪えながら、凜太朗は散り散りになりかける自我を、強ごう引いんに繫つなげる。

「くそ……ッ！　那雪……ッ！　那雪ぃ、お前……ぐっ、ぅうぅうぅ……ッ!?」

　視みた。視てしまった。識しってしまった。

　冬瀬那雪は──死んだ。

　その身を無惨に引き裂かれ──マナの霧きりと化して消しよう滅めつしてしまっていたのだ。

　彼女はもう──この世界のどこにも居ない。

　凜太朗は、その全すべてを──一部始終を、視てしまったのだ。

「ぁ……う、ぁ、ぁぁぁ……ッ！　な、那雪……ッ！　お前、なんで……ッ!?」

　凜太朗が溢れそうな涙を必死に堪え、奥歯が砕けんばかりに歯は嚙がみしながら、肩で荒あらい息を吐いていると……

「どうやら……無事、過去の真実を……垣かい間ま見みたみたいですね……」

　くすり、と。

　深森つぐみが嗤った。

　気付けば──その姿は最早、学園の制服に身を包む深森つぐみではない。

　ばさばさと翻ひるがえる漆しつ黒こくのローブ、その裾すそから覗のぞく露ろ出しゆつの多い妖よう艶えんな肢し体たい、妖しい美び貌ぼうの半分を覆おおうレース……闇やみそのものから生まれ落ちたような、その魔ま女じよ。

　凜太朗は、知っている。

　マーリンとしての過去の記憶が、その魔女の名を──知っている。

　魔女が纏う【素す顔がお隠かくし】の魔法を完全に打ち破り、その記憶の中の姿と、眼前の姿が、今、完全に一いつ致ちする。

　今まで、何度も自分達の前に立ちはだかり、おちょくってきた張本人。

　そう、彼女の名は──

「モルガン……ッ！　モルガン＝ル＝フェイ……ッ！」

「ふふふ、この場合は久しぶり……と言った方がいいのでしょうか？　マーリン」

　伝説時代の二大魔法使いが、今、ここに邂かい逅こうするのであった。

「……てめぇ……何を企たくらんでやがる……ッ!?　この継けい承しよう戦を裏から色々と操って……何を狙ねらっている……ッ!?」

「ええ、企んでいますとも。くすくす……でも、そんなの言うわけありませんわ」

　モルガンは、凜太朗の問いかけを嘲ちよう弄ろうで伏ふした。

「それよりも、マーリン。貴方は真実を知りました。冬瀬那雪は、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの長ヴィヴィアンによって処しよ刑けいされ、死にました。……さぁ、これからどうするのですか？」

　モルガンは、残ざん酷こくに、冷れい徹てつに、誤ご魔ま化かしなく、事実を告げる。

　まるでこの後の展開は分かっている……とでも言わんばかりに。

「まさか、あのマーリンともあろう御お方かたが、このまま黙だまって泣なき寝ね入いりなど……そんなはずはありませんよね？　くすくすくす……」

　モルガンは、凜太朗を煽あおるように言葉を続ける。

「……そういうことかよ」

　全身から、激しい憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬを漲みなぎらせながら、凜太朗がモルガンを睨にらみ付ける。

　視線だけで呪のろい殺せそうな、凍こごえきった双そう眸ぼうで睨み付ける。

「つまりは、これから俺が起こす行動も……お前の計算通りということか……ッ！　そうやって、お前は、ほんの少しの介入で、俺達を……いや、このアーサー王継承戦に参加する全ての連中を、裏から操り続けてきた……ッ！　今までずっとな……ッ！」

「さあ？　どうでしょうか？　それは、ご想像にお任せ致いたしますわ」

「ちっ！　白々しい！」

　間違いなく、モルガンはそういう狙いで、凜太朗に真実の記憶を譲じよう渡としたのだ。

　言葉で伝えるのではなく、わざわざ自身の記憶を覗かせたのも、那雪がいかに無む惨ざんに殺されたのか、凜太朗にわからせるため。煽るため。

　ああ、実に小こ癪しやくだ。不ふ愉ゆ快かいだ。

　モルガンの方が、一枚も二枚も上うわ手てだ。

　わかっていても、凜太朗はモルガンの思おも惑わく通りに動かざるを得ない──

「いいぜ、今は踊おどってやるよ、モルガン＝ル＝フェイ。だが、この俺が、最後までてめえの思い通りになると思うなよ……ッ!?」

　そんな天も戦おののく怒ど気きの漲る凜太朗の吠ほえ声を。

　モルガンは、くすりと妖艶な微笑ほほえみで、さらりと受け流して。

　ローブの両裾を手で摘つまみつつ、優ゆう雅がに一礼して──そのまま、その身体は影かげのように変化し、闇の中に溶とけるように消えていった。

　──途と端たん、その場に喧けん噪そうが戻もどった。

　周囲を見み渡わたせば、運動部の連中が、部活動に励はげんでいる姿が目に映った。

　そんな、平和な光景をしばらく眺めていた凜太朗は──

「……首を洗って待ってろ、ヴィヴィアン」

　不意に、その姿を消す。

　──否いな、跳とんだのだ。

　一ひと蹴けりで、校舎屋上のへりまで到とう達たつして──さらに蹴って、空を舞まう。

　そのまま、激流のように流れる都市風景の中、凜太朗は建物の屋根伝いに、国際都市アヴァロニアの空を疾しつ駆くする──

「てめえだけは、絶対に許さねえ」

　──特上の激げき憤ふんで、心と魂を燃やしながら。




　駆かける。翔かける。凜太朗が空を飛ひ翔しようする──

　民家の屋根を蹴って跳び、高層ビルの壁かべを駆け抜け、線路を走る電車を追い越こし、自動車の屋根をジャンプ台に、信号機を足場に、さらに跳ぶ──

　猛もう然ぜんと、猛然と、猛然と。とある場所を目指し、ただ猛然と。

　凜太朗は一いち陣じんの颶ぐ風ふうと化し、アヴァロニア第一エリアをひたすら突つき進む。

　空を駆けながら──凜太朗は物思う。

（那雪……お前……やっぱ、ニムエだったんだな……）

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクニムエ。かつての、マーリンの恋こい人びと。

　そして、マーリンを騙だまして封ふう印いんし、殺してしまった裏切り者。

（本当は……前から、そうなんじゃねえかって思っていた……恐おそらく、お前が自身にかけていたであろう【素顔隠し】のせいで、前世の記憶のお前と、今のお前が一致しなかったが……ひょっとしたら、そうなんじゃないかって薄うす々うすそう思ってた……だが……ッ！）

　凜太朗は──あえて、踏ふみ込まなかった。

　那雪に深入りしたくなかった。

　……怖こわかったのだ。

　かつて、マーリンはニムエに裏切られ、その時に凄すさまじい怨えん嗟さと罵ば倒とうを、ニムエに叩たたき付けた。あの時抱いだいた黒い感情と殺意は、今、思い返しても身み震ぶるいするほどだ。

　そして、その衝しよう動どうに任せ、理由も聞かず、泣いて謝るニムエを一方的に呪った。

（俺は、わからなかったんだ……那雪がニムエだと確定した時……その時、俺は一体、どんな感情を抱くのか……どんな言葉を那雪に吐いちまうか、わからなかった……俺がやっと手に入れた、あの心ここ地ちよい〝輪〟が……崩くずれちまうのが怖かった……）

　だから、なあなあにし続けた。うやむやにし続けた。

　たまたま、話の流れで那雪が何かを決意して、話そうとしてくれた時。

　あの時、瑠奈が空気を読まず、いきなり乱入して、うやむやになって……話が先延ばしにされて、凜太朗は心底、ほっとしたのだ。

　自分のヘタレさに嫌いや気けが差す。

（そんな、どヘタレな先延ばしの結果が……これだ……ッ！）

　ぎり、と握にぎり固めた拳こぶしからは、爪つめが掌てのひらの皮ひ膚ふを突き破やぶり、血が滴したたり始める。

　頭が焼き切れそうなほどの激情が、凜太朗の全身を激しく焦こがしていく──

　ああ、確かに色々あるのだろう。事情が。色々と。

　ヴィヴィアンの思惑、那雪の思惑、そして、凜太朗の秘密。

　だが、それらノイズをさっ引いても──

（ああ、自じ業ごう自得だ。全部、俺のせいだ。だから、俺自身の手でケリをつける！）

　この戦いに、瑠奈達は巻き込めない。

　いかなる大義名分を掲かかげようが──これから凜太朗が行うことは、ただの私し闘とう。

　敵かたき討うち、復ふく讐しゆう、やけっぱちの腹いせなのだから。

　那雪はもう帰って来ない。まるで無む駄だで無意味な行こう為い。わかっている。

　だが、それでも──凜太朗は止まらない。止められない。止めてなるものか。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　──やがて、空を飛ぶように高層ビルの合間を突き進む凜太朗の前に、一ひと際きわ、大きな最新式高層ビルが現れる。

　アヴァロニア市庁舎。

　この人工島アヴァロニアの行政機関の中ちゆう枢すう部である。

　だが──見る人が見れば、わかるだろう。

　この市庁舎とぴったりと同じ座標に重なり合わさるように、世界の裏側──異界に、もう一つの市庁舎があることを。

　その二つの市庁舎は、世界結界で隔へだてられ、普ふ通つうの人間は決して知覚することも、立ち入ることも叶かなわないが──確かに、そこにもう一つのビルがあることを。

　そして当然、凜太朗にはそれが丸見えなわけで──

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　猛もう速度で空から舞い降おりた凜太朗が、市庁舎玄げん関かんへ飛び込むと同時に、その紅白の双そう剣けんを引き抜ぬき──Ｘの字に振ふるった。

　がっしゃあああああああああああああああんっ！

　硝子ガラスが割れ砕けるような音と共に、凜太朗の剣は、表と裏の市庁舎を隔てる世界結界をブチ壊こわし──凜太朗の身体は、その隙すき間まから裏側へと突とつ破ぱする。

　そのまま勢い余って、床ゆかを十数メートル、靴くつ底ぞこと膝ひざで削けずる凜太朗。

　顔を上げれば、目の前に広がるフロアには、普通の市庁舎職員や一いつ般ぱん人の姿は誰だれ一人として存在せず……

　その代わりに居たのは。

「な、何者!?」

「一体、どうやって、ここに入ってきたの!?」

　那雪やヴィヴィアンと似たような服に身を包む、美しい女性達──

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達が目を瞬しばたたかせて、いきなり侵しん入にゆうしてきた凜太朗へ視線を送っていた。

　戸と惑まどう湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達の前で、凜太朗はふらりと立ち上がり……地じ獄ごくから轟とどろくような声で告げた。

「ヴィヴィアンを出せ」

「……はぁ？　あ、貴方あなた、いきなり何を言って……？」

「居るんだろう？　ここに。……ああ、真神凜太朗が……マーリンが、てめえをブッ殺しに来たと伝えろ」

　そんな凜太朗の傲ごう岸がん不ふ遜そんな言葉に、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達が色めき立つ。

「ちょっと、そこの貴方……ここは私達の神聖不ふ可か侵しんな聖域なのですが？　貴方のような外界の穢けがらわしい人間が、踏み入っていい場所ではないのですよ？」

「それも、よりにもよって、ヴィヴィアン様を出せ？　殺す？　なんて畏おそれ多くて、恥はじ知しらずな……ッ！」

「きゃはははっ！　面おも白しろーい！　貴方って、私達がどういう存在か、まったく知らないんだねっ！　きゃははははははっ！」

「やれやれ……それなりの力を持っているようですが……私達は湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク。半人半はん妖よう精せいの崇すう高こうなる存在。人より上位の存在。そう粋いきがっていると恥をかきますよ？」

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達は、凜太朗をまるで売れない道どう化け師でも見るような、好こう奇きと侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようをもって迎むかえていた。

　だが、そんな貴婦人達の姿は、完全に凜太朗の眼中にはなくて。

　凜太朗は無視して、フロアの奥に向かって、ずかずかと歩き始めた。

「ちょ!?　あ、貴方……ッ!?」

「と、止まりなさい！　それ以上、踏み込んではなりません！　警告ですよ!?」

「どけ。俺が用あるのは、ヴィヴィアンのクソビッチだけだ。モブ雑魚ざことはいえ、女に手て荒あらな真ま似ねはしたくねえ。怪け我がしたくなかったらすっこんでろ」

　すると。

　今まで、哀あわれな珍ちん獣じゆうを上から見下ろすような態度と雰ふん囲い気きだった、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達の表情と雰囲気が──変わった。

「どうやら、少し痛い目を見ないとわからないようですね……」

「あははっ！　人間って、本当に身の程ほど知らずでおバカさんだよねっ!?」

　そう言って、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達が凜太朗の行く手に立ちはだかり、取り囲んでいく。

　その数──十七名。

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクは、その誰も彼もが例外なく、強大なマナを誇ほこる魔ま法ほう使つかい達だ。

　そんな連中に、これほど囲まれてしまっては、最も早はや、絶望しかない。

　だが、凜太朗は、まったく歩みを止めない。こんな状じよう況きように至っても、誰一人眼中に入れることなく……ぼそりと呟つぶやいた。

「仕方ねえな。命までは取らねーでおいてやるから、寝ねてろ」

　どこまでも傲岸不遜で身の程知らず──そんな態度の凜太朗に、さしもの湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達も気分を害したようだ。

「どうやら、本格的にお仕置きと躾しつけが必要みたいですね」

「ヴィヴィアンの手を煩わずらわせるまでもありませんわ。ここは私達で引き受けましょう」

「くすくすくす、これだけの数を相手に、たった一人で戦うなんて！」

「貴方はただの人間です。私達、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの敵ではありません」

「うふふふ、一応、手加減はしてさしあげますが……もし、死んでしまっても、文句は言わないでくださいね？」

　そう凜太朗に告げて。

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達は各おの々おの、マナを高め、言こと霊だまを唱えていく。

　場にうねり出す、強大な破は壊かい力。圧あつ倒とう的な《星気光オーラ》。

　やがて、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達の手から、燃え盛さかる炎ほのおが、渦うず巻まく真空の刃やいばが、凍いてつく吹雪ふぶきが、津つ波なみのような激流が、轟ごう音おん轟とどろく稲いな妻ずまが──様々な攻こう撃げき的な魔法が生み出されて。

　それが、凜太朗を吞のみ込もうとして──

　その刹せつ那な──

「ふん、バカが」

　──凜太朗が動いた。

　結論を言えば、凜太朗がやったことは、ごくごく単純な事だ。

〝近付いて、剣を振る〟

　ただ、それだけ。技も魔法も何もない。

　ただ、それを、人知を超こえた恐ろしい速度で繰くり返した。

　瞬き一つの間に、十七回それを繰り返し、十七人を斬きって捨てたのだ。

　それはまるで、カッ！　と迸ほとばしる閃せん光こうのような剣けん捌さばき。

「ぎゃっ──ッ!?」

「──あああぁ……ッ!?」

　半はん瞬しゆん遅おくれて巻き起こる、剣圧と剣風、衝しよう撃げき波は。微かすかに風に乗る悲鳴。

　それが、血ち華ばな交じりの嵐あらしをその場に渦うず巻まかせ、朱しゆに染まった湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達を、容よう赦しやなく吹ふき飛ばし、天てん井じようや壁かべに叩き付け、床に転がしていく……

「……ふん」

　しん、と場を包む静せい寂じやく。物言わぬ者ばかりになった、その場。

　凜太朗は、その剣速の速さゆえに血の一ひと滴しずくもつかなかった剣を払はらい、その場を悠ゆう然ぜんと立ち去るのであった──




　凜太朗が、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクが支配する裏市庁舎の中を歩いて行く。

　最上階を目指し、淡たん々たんと歩いて行く。

　当然、その道中、行く手を阻はばまんと、無数の湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達が、凜太朗へ襲おそいかかってくる。

　だが──

「しゃらくせえ」

「「「「きゃああああああああああああああああああああーーッ!?」」」」

　凜太朗の剣の一ひと振ふりが、その折り重なる人ひと垣がきを、紙のように切り裂さいていく。

　凜太朗は行く手を阻む全すべての湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達を、その圧倒的武ぶ威いをもって、片かた端はしから斬って捨て、最上階を目指し続ける。階段を上り続ける。

　幾いく重えにも張られた魔法の罠わなも、蟻ありのように踏ふみ潰つぶして、踏とう破はする。

　誰も凜太朗を止められない。止めることなどできない。

　藁わらの案か山か子しがいくら数を揃そろえて壁になろうと、重じゆう機き甲こう戦車の突とつ進しんを前に、まるで無意味であるのと同じレベルの理り屈くつで。

　その有様は──まさに魔ま神じんの行進であったという。




　裏市庁舎の最上階の、とある執しつ務む室にて。

　その時、ヴィヴィアンは、いつものように執務に明け暮れていた。

　世界各国の政府上層部の裏側に潜もぐり込んだ、彼女の部下達から送られてくる書類に目を通しつつ、思し索さくする。

（ふむ……日本や米国、欧おう州しゆうなど、主要先進諸国は現状維い持じでよろしいでしょう。

　中東のこの辺りは……もう少し戦争を続けてもらいましょうか。周辺諸国のパワーバランス調整と経済流通のためにね。

　後は、非州の南部で起きている飢き饉きんですが……ふむ、今は支し援えんにどこも余よ裕ゆうがありませんね……申し訳ありませんが、しばらくは放置で。

　まぁ、人間は少しくらい減っても、すぐに増えますし……）

　そうやって、いつものように、世界の今後の大まかな情勢を決めつつ、ヴィヴィアンは指令書をまとめ上げる。

　各国の権力者の裏側には、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達がいる。彼女達の魔法によって、操あやつられているとも気付かずに、権力者達はヴィヴィアンの思おも惑わく通りの政治と国家運営を行う。

　そして──世界は、今日も均きん衡こうを保ち続ける。

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達はこうして、世界を密ひそかに支配・管理し続けてきたのだ。

（……人間は、たまに戦争の一つや二つくらいは起こしてあげないと、すぐに衰すい退たいに向かいますし、発展もしない……つくづく手のかかる子達です。

　ですが最近、やはり、人類は私達の予想を超えた動きを見せることも多くなってきました……一刻も早い《人理の崩壊カタストロフイ》を期待したいところですが……）

　そんなことを考えながら、ヴィヴィアンが溜ため息を吐ついていると。

　執務室の外側から、何者かが駆かけ寄ってくる音が、近付いて来て……

　ばぁんっ！　開かれた扉とびらの向こうに、ぼろぼろに傷ついた湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの少女が、扉に縋すがるように立ち尽つくしていた。

「エメルダ？　その傷は一体、どうしたのです？」

「た、大変です！　ヴィヴィアン様……ッ！　あの男が……真神り──ッ！」

　ドガッ！

　何かを報告しようとしたその少女が、不意に背後から背中を盛せい大だいに蹴けられ、執務室の中に吹き飛び、転がり込んでくる。

「……よう、ヴィヴィアン」

　そして、その向こうに姿を現したのは──

「真神凜太朗──マーリンッ!?」

　──双そう剣けんをだらりと両の手に下げ、全身から薄うすら寒さむい闇やみ色の《星気光オーラ》を立ち上らせ、仄ほの暗ぐらい怒いかりで周囲を汚お染せんする少年──凜太朗であった。

　このビルの一階から、最上階のここまで、ついにやってきたのだ。

　ついぞ傷一つ負うことなく、息の乱れ一つなく。……誰一人殺すことなく。

「……ッ！　やれやれ……血相を変えてこんな所までやって来て、一体、どうしたのですか？　私に何か御ご用ようですか？」

　現れた凜太朗の姿に、ヴィヴィアンは一瞬、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめるが、すぐに取り繕つくろった笑え顔がおでそれを塗ぬり潰して、穏おだやかな余裕を持って応対する。

「まったく、アポイントもなしに乗り込んでくるなんて……しかも、そんな乱暴に……貴方あなたという人は、もっとデリカシーや常識というものを……」

「ご託たくはいらねえ、クソビッチが」

　凜太朗は据わった目でヴィヴィアンを睨にらみ付け、右手の紅剣の切っ先を突つきつける。

「那雪の……ニムエの仇かたきだ。ああ、謝罪や命いのち乞ごいができるなら聞いてやるよ。……その首が胴どうから落ちた後でな」
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　脹ふくれあがる凜太朗の怒ど気き、威い圧あつ感。

　その圧の凄すさまじさに、室内に蹴り込まれ、床ゆかを転がっていた湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの少女が、呼吸困難の窒ちつ息そく状態となり、泡あわを吹いて白目を剝むいた。

「……はぁ……なぜ、貴方がそれを知っているのでしょうか、マーリン」

　すると、執務机についていたヴィヴィアンが、心底疎うとましそうに席を立った。

「そもそも、冬瀬那雪……ニムエは人を辞めて、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクとなった者……世界の摂せつ理りから逸いつ脱だつした存在。ゆえに、もし死ねば、彼女に関する記き憶おくは誰だれの頭にも残りません。その生きた痕こん跡せきも全すべて消え失うせ、世界は辻つじ褄つまを合わせる……そういう存在なのですが……」

　そして、ヴィヴィアンがそっと歩き始める。

　広い間取りの執務室内を、凜太朗を小こ馬ば鹿かにするように見み据すえながら、時計回りに円を描えがくようにゆっくりと歩く。

「…………」

　凜太朗も、両手に双剣を下げたまま、ヴィヴィアンとの対象点を位置取りながら、時計回りに室内をゆっくりと歩く。ヴィヴィアンとの一定距きよ離りを保ち続ける。

「そもそも、仇討うちとは、これいかに？　あの子は貴方にとって、ただの裏切り者でしょう？　自分を封ふう印いんし、殺した憎にくい相手でしょう？」

「…………」

　ゆらり、ゆらりと。二人は円を描いて歩き続ける。

　一定の間合いを保ちながら、互たがいに互いを油断なく見据えながら……歩き続ける。

「むしろ、あのような出で来き損そこないを処分してあげたこと、感謝して欲しいのですが？」

「…………」

　歩き続ける。

「それとも、わりと気に入ってましたか？　ええ、それはわかりますよ？　あの子は、私が作った湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達の中でも、一番の美少女でしたからね……おまけに、健けな気げで献けん身しん的で……殿との方がたの獣じゆう欲よくを満たすには最適の存在……貴方が怒おこるのも無理ありません」

「…………」

　……歩き続ける。

「ふふふ、そういうことでしたら……あの子に匹ひつ敵てきする美しさの湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクを、一人か二人、適当に見み繕つくろってあげましょうか？　貴方の忠実な奴ど隷れいとして差し上げましょう……どうです？　だから、まずは剣を納めていただけませんでしょうか？　うふふふ……」

　ヴィヴィアンが、余よ裕ゆう綽しやく々しやくでそんなことを言った……その時だ。

　不意に、凜太朗が足を止めて……切り捨てるように言った。

「うるせえ。口からクソを垂れ流すな、バカ野や郎ろう。てめえはここで死ね」

　ぞくり、と。

　ヴィヴィアンの背中が氷の斬で切りつけられたように、痛いほど凍こごえた。

「……やれやれ、仕方、ありませんね……」

　それでも、ヴィヴィアンはまるで余裕を崩くずさず、出来の悪い子供を見るような目で、凜太朗を見下す。

「マーリン……いつかは始末するつもりでしたが……まぁ、ちょうどいい機会です」

「…………」

「一つ、言っておきましょう。今まで、なぜ、私が貴方に直接手を下さなかったか……わかりますか？　それは貴方が、瑠奈という《王キング》の陣じん営えいに与くみしていたからです」

「…………」

「アーサー王継けい承しよう戦は、人と人とが織りなし、完成させる魔ま法ほう儀ぎ式しき。ゆえに、人ならざる湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの直接的な継承戦への干かん渉しようは、その儀式に悪あく影えい響きようを与あたえかねない……そういう魔法なのです。極力、私達の干渉は避さけたい……特に、四至宝探たん索さく発動前までは」

「…………」

「ですが、今やその縛しばりも消えました。よって、私がこの場で、直じき々じきに貴方を処分してしまうことにしましょう。……覚かく悟ごはよろしいですか？」

　すると、黙だまっていた凜太朗が、呆あきれたように返した。

「ほう？　お前の中では、紙かみ屑くずが箒ほうきを掃はくものらしいな？　笑えるファンタジーだ」

「減らず口を。忘れたのですか？　前世がマーリンと言っても、今の貴方はしょせん、ただの人間。そして、私は湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク。しかも、十じつ把ぱ一ひと絡からげの紛まがい物ではなく、真祖たる湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク。貴方と私の間には覆くつがえしがたい、懸けん絶ぜつした格の差が存在するのです──」

　ヴィヴィアンが、くすりと妖あやしく笑った──その時だった。

　しゃん、と。凜太朗の背後に、無数の氷の槍やりが出現した。

　そして気付けば──周囲の気温は絶対零れい度ど付近まで下がりきっている。

　凜太朗の体中の血が、凍こおり付いていた──

「──ッ!?」

　凜太朗が、慌あわてて身体からだを無理矢理動かそうとするが……

　ぼきり。凍いてついた右腕が折れて、落ちる。

「ふふふふ！　気付きませんでしたか？　私はもうとっくの昔に、魔法を起動していたのです！　貴方程度に、私の【まやかし】を見み抜ぬけるわけがありません！」

　凜太朗の手が、足が、みるみるうちに成長していく氷ひよう塊かいに閉じ込められていく。

　身動きを完全に封ふうじられていく──

「身の程ほどをわきまえず、この私に楯たて突ついたこと、地じ獄ごくで後こう悔かいなさい！　マーリン！」

　ヴィヴィアンがさっと手を振ふり上げると。

　凜太朗の頭上から、無数の氷槍が驟しゆう雨うのように降り注ぎ──

　がっしゃああああんっ！　硝子ガラスが割れ砕くだけるような音の大反はん響きよう。

　凍てついた凜太朗の身体が、粉々に砕けて四散した──

「あはははははははははははははははーーっ！　なんて他愛たわいのない──」

　──と、その時であった。




　……ぼとり。




　耳みみ障ざわりな哄こう笑しようを響ひびかせるヴィヴィアンの、右腕が──落ちた。

「……え？」

　滑なめらかな切断面を見せる右みぎ肘ひじの先から、血がぼたぼたっと音を立てて零こぼれ落ち、床を汚よごしていく。

　気付けば、その場には氷の槍も、氷結地獄のような凍気もない。

　粉々に砕けたはずの凜太朗の肉にく片へんも存在しない。

　何が起きたか理解できないヴィヴィアンに、凜太朗はすぐ真横から右腕を、ヴィヴィアンの肩かたに回して寄り添そい、そっと囁ささやく。

「気付かなかったのか？　俺はとっくに魔法使ってたんだぜ？　まぁ……お前ごときに、俺の【まやかし】が破れるわけがないんだが」

　気付けば──凜太朗はすでに【魔人フオモール化】をしていた。

　人外の圧あつ倒とう的な黒い《星気光オーラ》が、全身に漲みなぎっていた。

「あ……ぁ……？」

「確かに、俺とお前の間には存在したみてえだな……懸絶した格の差ってやつがよ」

　ようやく、ヴィヴィアンの理解が追いつき……

「あっ、ぎっ!?　ぃあああああああああああああああああーーッ!?」

　ヴィヴィアンが右腕を押さえ、潰つぶれたヒキガエルのような悲鳴を上げた、その瞬しゆん間かん。

「おらぁっ！」

　凜太朗が猛もう烈れつな膝ひざ蹴げりをヴィヴィアンの腹部へと叩たたき込み、ヴィヴィアンを吹ふき飛ばす。

　臓ぞう腑ふが破は裂れつし、背骨が折れるほどの衝しよう撃げきが、ヴィヴィアンを襲おそう。

「ぎゃあっ!?　あぐぎぃぅ……ひ、ひぃいいいいぎゃぁあああぁあ……ッ！」

　水平に飛んだヴィヴィアンは、壁かべに叩き付けられ、跳はね返され、血ち反へ吐どを吐いて、べしゃりと床をバウンドした。

「……おいおい、そんなダメージ、てめえが那雪を嬲なぶって、負わせた十分の一もいってねーぞ……その程度で、ぎゃあぎゃあ騒さわぐなよ……」

　無様に床を舐なめるヴィヴィアンへ向かって、凜太朗が悠ゆう然ぜんと歩み寄っていく。無造作に携たずさえた双そう剣けんを、ぎらりと禍まが々まがしく光らせながら。

「ひ──、く、来るな……ッ！」

　すっかり青ざめたヴィヴィアンが、震ふるえながら、抜ぬけた腰こしで必死に後ろへ下がる。

　だが、その地を這はう芋いも虫むしのような後退は、すぐに砕けかけた壁によって阻はばまれた。

「…………」

　凜太朗は、そんなヴィヴィアンをまるでゴミでも見るような目で見下ろしつつ、ゆっくりと、ゆっくりと迫せまっていく。

「来るなぁあああああああああああああああああーーッ！」

　恐きよう慌こうに駆かられたヴィヴィアンが、全マナを全力解放、圧倒的な《星気光オーラ》を練り上げ、全身全ぜん霊れいをもって魔法を唱える。

　今までにも増して凄まじい、極ごく低温の氷結地獄がその場に展開されて──

　輝かがやく凍気が空気を凍らせ、無限の氷ひよう刃じんが絶死の真空と共に、凜太朗へと襲いかかった。

　間ま違ちがいなく、それはヴィヴィアン渾こん身しんの一撃だ。

　だが──

　ぱちっ！　凜太朗が、指を弾はじく。

　すると、凜太朗の身体からだから、黒い炎ほのおが猛もう然ぜんと燃え盛さかって渦うずを巻き──あの圧倒的な凍気を、あっさりと燃やし尽つくし、焼き払はらっていく。

　魔人族フオモールの闇やみ魔法【黒の炎】──魔法を吞のみ込み焼き払う暗黒の炎の魔法だ。

「な──……」

　ヴィヴィアンが信じられない思いで、その光景を目に焼き付けた瞬間。

　凜太朗の靴くつの裏が、さらにヴィヴィアンの目を焼き直す。

　凜太朗が乱暴に放った前蹴りが、ヴィヴィアンの顔面を破城鎚ついのように捉とらえたのだ。

　後ろの壁と凜太朗の靴くつ底ぞこでプレスされたヴィヴィアンの顔は、ぐしゃぐしゃにひしゃげてしまう。あの悍ましいまでの美しさは最も早はや、見る影かげもなかった。

「──ぁ、ぁあああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　ヴィヴィアンは、鼻血を滝たきのように零こぼしながら、残った手で脹ふくれあがった顔を押さえ、地面を無様にのたうち回るのであった。

（ま、マーリン……まさか、これほどまでとは……!?）

　泣き叫さけびながら、ヴィヴィアンが混乱する頭で、ぐるぐる考える。

（おかしい……ッ！　一体、なぜ、これほどまでの力を取り戻もどしているのです!?　このままでは、あの魔神の思おも惑わく通りに……ッ!?　いえ、そ、それ以前に……殺される……私はここで殺されてしまう……嫌いや……嫌ぁ……ッ!?）

　もう、全身に力が入らない。まるで身体がばらばらになってしまったかのようだ。

　ヴィヴィアンは悟さとる──自分は完全に間違えたのだ、と。

　伝説時代のマーリンの力を知っていたくせに……だからこそ、ニムエに籠ろう絡らくさせるという搦からめ手を使ったのに。自分は一体、何を自うぬ惚ぼれていたのだろうか？　何を勘かん違ちがいしていたのだろうか？　何を一回出し抜いたくらいで調子に乗っていたのだろうか？

　あの怪かい物ぶつが、ただの人間に型落ちした程度で、自分如ごときがどうこうできるわけがなかったというのに──

「こんなものか」

　そして、凜太朗は残ざん酷こくに、冷れい酷こくに、そして抑おさえきれない憤ふん怒ぬと侮ぶ蔑べつを漲らせ、眼下のヴィヴィアンを見下ろしていた。

「こんなとるに足らないやつに、那雪は殺されちまったのか……やりきれねえ……クソ……なんで……なんで、守ってやれなかったんだ……俺は……ッ！」

　最早、凜太朗の怒いかりは、ヴィヴィアンより自身へと強く向かっていた。

　だが、全すべては後の祭り──

「……落とし前はつけてやるぞ、ヴィヴィアン」

　凜太朗は、床ゆかでのたうつヴィヴィアンの髪かみを乱暴に引ひっ摑つかみ、ぐいと顔を上げさせる。

　そして、剣をその首筋に当てる。

「ひ、ひぃ──ッ!?　や、やめ、やめて……」

「やめると思うか？　どんだけ頭がお花畑なんだ？　お前は……」

「も、もし、見み逃のがしてくれるなら……そ、そうです！　この私の身体を一晩、自由にしていい権利を差し上げますわ……ッ！　こ、これなら……ッ!?」

「誰だれが、てめえみてえな、汚きたねえババアの身体を抱だく気になるかよ」

「わ、私はアーサー王継承戦という魔法儀式の要かなめです……ッ！　私が死ねば、継承戦が、だ、台無しになります……ッ！　そ、それでもいいのですか……ッ!?」

「そりゃ拙まずいな……だが、それ以上にお前が許せねえ。俺達の仲間に手を出したこと……地獄で後悔しやがれ」

　まるで取りつくしまのない凜太朗に、ヴィヴィアンは絶望する。

　ダメだ、マーリンは完全に自分を殺す気だ。

　伝説時代、ヴィヴィアンはベイリン卿きように首を刎はねられたことがあったが、あれは本当に首を刎ねられた〝だけ〟だ。肉体が死んだ〝だけ〟だ。

　だからこそ、普ふ通つうに復活することはできたが……今の怒いかれるマーリンが、それで済ませてくれるとはとても思えない。

　ヴィヴィアンという存在概がい念ねんそのものを滅ほろぼしてくるに違いない。

（嫌ぁ……嫌ぁあああああああああああーーッ!?　死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない！）

　どうして、永遠にこの世界を導くべき湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクたる自分が、こんな惨むごたらしい死を迎むかえなければならないのだろうか？　こんな理り不ふ尽じん、許されるはずがない。

　そんなヴィヴィアンに構わず、凜太朗は、ヴィヴィアンの首をもぎ取ろうと、その首筋にあてた剣を一息に引こうとして──

「ま、待ってッ！　那雪……ニムエは……ッ！　まだ、生きて……いるんです……ッ！」

　そんなヴィヴィアンの、必死に絞しぼり出すように喉のど奥おくから零れた言葉に。

　凜太朗は、ぴたりと剣を動かそうとしていた手を止めた。

「……で、でも……わ、私が死んだら……ッ！　彼女は永遠に……ッ！　だから、取引です……ッ！　取引をしませんか……ッ!?　うぐぅ……ッ！」

「話してみろ」

　据すわりきった目の凜太朗が、ヴィヴィアンの胸むなぐらをぐいと摑み、ヴィヴィアンを腕うでの先に宙ちゆう吊づりに持ち上げながら、ぼそりと凄すごんだ。

「に、ニムエは……まだ、生きています……わ、私達が……そう簡単に死なないのは……ご存じ……でしょう？」

「まあな。で？」

「私は、……本当に、人と高位妖よう精せいの間に生まれた、生きつ粋すいの半人半妖精……ですが……ごほっ、私以外の湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクは……全て元は人間……知っていますか……？」

「……ああ、知ってる」

「そういう資質のある人間の娘むすめを……私の眷けん属ぞくたる妖精と同化させて……生み出した、偽いつわりの半人半妖精……それが彼女達です……そして、彼女達には……その存在概念そのものを司つかさどる《妖精晶しよう核かく》が存在し……それを、その身に……宿しているのです……」

「……それも、知ってる」

「そして、妖精は自然界の一部……ゆえに湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクたる彼女達もまた、同じ性質を持つ……だから、その……死んでも……《妖精晶核》が生きている限り……時間はかかりますが……復活することが……げほっ……でき……ッ！」

　ざく。

　凜太朗の剣の刃はが、数センチ、ヴィヴィアンの首筋に食い込んだ。

　ヴィヴィアンの首筋から、ぶしゃあと血が溢あふれ出す。

「ぁあああああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

「俺を舐めてんのか？　俺が識しらねえと思ってんのか？　てめぇ、那雪の《妖精晶核》を破は壊かいしちまっただろうが。……やっぱ、お前、死ねよ」

　もう話は終わりだと凜太朗が、再び剣を握にぎる手に力を込こめようとすると。

「だっ、だから待ってくださいっ！　まだ、方法があるんですっ！　そう、《聖杯》さえあれば──ッ！」

「！」

　もう完全に、剣を振ふり抜く気でいた凜太朗の手が止まる。

「そ、そう……《聖杯》……アーサー王の四至宝の一つ……かつて《ダグザの釜かま》とも呼ばれ……持つ者に無限の富をもたらす生命の杯さかずき……ッ！　《聖杯》がもたらす圧倒的な生命力さえあれば、《妖精晶核》を再生し、復活させることができます……ッ！」

　その言葉に、凜太朗がぼそりと言葉を返す。

「そうかい。つまり、近々、ついに四至宝探たん索さくクエストが発令されるわけか」

「は、はいっ！　《聖杯》を入手する機会チヤンスが発生するのです！」

　我が意を得たりと、ヴィヴィアンがまくし立てる。

「そもそも、アーサー王継けい承しよう戦とは、この人工島ニューアヴァロンに仕し掛かけた、一つの巨きよ大だいな魔ま術じゆつ儀ぎ式しきなのです……特に、四至宝探索クエストを発生させるための……ッ！

　この人工島は、そのために作らせた儀式場……十一人の《王キング》が《騎士ジヤツク》を従え、競きそい合う……それが、四至宝探索への扉とびらを開くための、儀式の進行手順……ッ！」

「なるほど、今まで至宝探索発令の気配がなかったのは、やはりそういうことか。俺達が互たがいにやりあって数を減らすことが、儀式の一いつ環かんだったってわけか」

　まぁ、確かに、改めて納なつ得とくできる話ではある。

　探索とは、本来、〝選ばれし者〟に課せられるものなのだから。

「ほ、本来は……聖せい杯はい探索だけは、《王キング》に課す予定はなかったのです……」

　ヴィヴィアンがぼそぼそと呻うめき、凜太朗が睨にらみながら応じる。

「だろうな。《聖杯》は、あのアーサーですら、ついぞ手にすることができなかった至宝だ。そういう伝説になっちまっている以上、アーサーの末まつ裔えいである《王キング》達じゃ、手に入れるのは、ほぼほぼ不可能だ。

　だから、四至宝争そう奪だつ戦とは銘めい打うっていても、事実上、《聖杯》を除く、《聖剣》、《聖槍》、《聖石》の三つの至宝の奪うばい合いだと、俺は密ひそかに踏ふんでいた。……違うか？」

「お、仰おつしやる通りです……聖杯探索だけは発生しても、即そく封ふう印いんする……そのような手て筈はずになっていました。

《王キング》達に課す至宝探索は、聖剣、聖槍、聖石探索の三つだけ……そして、《聖剣》、《聖槍》、《聖石》を手にした《王キング》に、レプリカの《聖杯》を譲じよう渡とし、継承戦の勝者とする……本物の《聖杯》は必要ない……そういうルールに調整していたのです」

「レプリカねぇ？」

　呆あきれたように肩かたを竦すくめてみせる凜太朗。

「伝説時代、ログレス王国の隆こう盛せいを支えていた四至宝ゆえに、聖杯探索も継承戦の儀式に組み込まざるをえませんでしたが……元々、《聖杯》は、アーサー王すら手に入れられなかった至宝……王の継承には必ひつ須すではありません……これで充じゆう分ぶんだったのです……」

「…………」

「で、ですが、今回は特別に、ニムエにために聖杯探索を解放します！　貴方あなただけに聖杯探索に挑いどむ権利を設定します！　私が継承戦という魔法儀式を制せい御ぎよするメイン魔法使い……私には、それができる……ッ！　だからどうか……それで、命だけは……ッ！」

　凜太朗は哀あわれっぽく、命いのち乞ごいをしてくるヴィヴィアンを冷たい目で見み据すえる。

（はっきり言って……クソくだらねえ。アホかこいつは。取引になってねえぞ……）

　聖杯探索は、絶対クリア不可能のクソゲーだ。

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクは、人に試練を課す側の存在だから、試練には挑めない。資格がない。

　つまり、《聖杯》が欲ほしくば、凜太朗自身が試練に挑まなければならないのだ。

　だが、聖杯探索は、伝説時代のアーサー王と円えん卓たくの騎士達が挑んだ、最後にして最大のクエスト……名のある騎士の多くが《聖杯》を求めたが……あの不毛な探索行で、多くの騎士達が帰らぬ人となった。円卓が弱体化し、王国崩ほう壊かいの一因となったのだ。

　かの《聖杯》を摑めたのはただ一人。聖杯探索を見事成し遂とげた唯ゆい一いつの騎士……危難の席、円卓第十三席──最も穢れガラハツド・ザ無き騎士・イメキユレイガラハッドト・パラデインのみ。

　そのガラハッド卿も、理由は不明だが、《聖杯》を手にしたと同時に、《聖杯》を持って天へと還かえって逝いってしまったのだ。

　いくら前世マーリンである凜太朗といえども、入手は絶望的に近い。

　そんなものの入手を前提にして、何が取引か。

（むしろ……無茶な試練に俺を赴おもむかせて、始末しようとする、この女の罠わなである可能性の方が濃のう厚こう……試練に挑めば最後、俺は帰って来れねえ可能性が高い……）

　だが。

　それでも──

（俺は……やるしかねえ）

　最後まで、凜太朗のことを思って、逝ってしまった那雪。

　那雪をこのまま、見捨てていいはずがない……那雪がこのまま何も報むくわれず、死んでしまうなんて噓うそだ。

　たとえ、自分の命がなくなったとしても──那雪だけは助けなければならない。

　だから、凜太朗は、ヴィヴィアンを釣つり上げる手を離はなし、ヴィヴィアンを床ゆかへと打ち捨てる。

「ああ、わかったよ。お前を生かしておいてやる……」

　凜太朗が、鬱うつ陶とうしそうに吐はき捨てた。

「俺が──聖杯探索に挑んでやるよ」




　凜太朗が、異界の中のアヴァロニア裏市庁舎を後にし、表の世界に戻もどってきた時。

　時分は、すっかり真夜中となっていた。

　深い夜よ闇やみがカーテンのように、寝ね入いった国際都市アヴァロニアを包んでいる。

　最も早はや、大通りに人ひと気けはなく、電でん飾しよくの明かりすら疎まばらだ。

　遠く見える高速道路ハイウエイで、時たま自動車が行き過ぎ、空気がごうと動く音が、微かすかに高層ビルの合間に反はん響きようする。

　凜太朗は、ただ一人、そんな誰もいない街中を、ゆっくりと歩いて行く。

　……ゆっくりと。

　…………ゆっくりと。

　………………。

　……やがて、凜太朗は、都市部を離れ……郊こう外がいへ。

　林立するコンクリの最新式ビルは、英国様式の民家が並び立つ古風な町並みと変化し……さらに、歩き続けて。

　やがて、第三エリア郊外にある『ソードレイク海かい浜ひん公園』へ到とう達たつする。

　凜太朗は、その公園内の、海を一望できる崖がけに面したベンチに腰こし掛かけ、ぼんやりと海を眺ながめ続ける。

　眼前に広がる海の光景は、真っ暗でおどろおどろしい。

　那雪を失って、爆ばく発はつ寸前だった頭がようやく冷め、凜太朗に冷静な思考が戻って来る。

「……聖杯探索、か……」

　凜太朗は、遥か伝説時代の記き憶おくへ思いを馳はせる──




　あの時、ログレス王国は斜しや陽ようにあった。

　アーサー王に全すべての負担を背負わせ、栄えい華がを極きわめ誇ほこった国家運営は、色々と限界に達していた。国務長官のケイ卿きようが必死に支えようとしたが、焼け石に水だった。

　そんな、終しゆう焉えんに向かってゆっくり傾かたむきつつある国を立て直そうと、起死回生の一手として行われた探索が……あの聖杯探索だ。

　手にした者に無限の富をもたらすという、伝説の杯の、直接的な入手である。

　ログレス王国の守護至宝にて、王たる者に必要な四つの資質──

　即すなわち、《聖剣スペード》が象しよう徴ちようする〝王権〟。

　即ち、《聖槍クラブ》が象徴する〝武力〟。

　即ち、《聖石ダイヤ》が象徴する〝家臣〟。

　即ち、《聖杯ハート》が象徴する〝富〟。

　アーサー王が、聖杯の入手に失敗したことによって……ログレスからは、豊かさが失われてしまった。

　全ての栄えい誉よと栄光が、崩くずれ去ってしまう致ち命めい的な切きつ欠かけとなってしまったのだ──




（あの時、唯一、聖杯を入手したガラハッドがなぜ、そのまま昇しよう天てんして、天に持っていってしまったのかは未いまだ謎なぞだ。俺は、本当に聖杯を手に入れることができるのか？）

　間ま違ちがいなく言えるのは、聖杯探索の試練は──とてつもなく危険だということだ。

　恐おそらく、今の凜太朗の力をもってしても、二度と帰らぬ覚かく悟ごが必要だろう。

（那雪のためだ。別にそれは構わねえ……構わねえんだが……）

　凜太朗が唯一、気がかりなのは……瑠奈のことだ。

（俺は……瑠奈に何て言えばいい？）

　あの後聞いた、ヴィヴィアンの詳くわしい話によれば、近々、四至宝探索が正式に発令される。四つの試練が同時に開かい催さいされるのだ。

　そして、挑める試練は一人につき一つ……儀式的に、そういうルールであるらしい。

　魔法において、定められた〝ルール〟は絶対法則、そこは曲げられない。

　当然、瑠奈も、聖剣か、聖槍か、聖石か……絶対にクリア不可能な聖杯探索以外の試練に挑むだろう。

　その時、凜太朗が聖杯の試練に挑めば……その間、瑠奈のお守もりは誰だれがする？

（恐らく、程度の差こそあれど、至宝の試練はどれも最上級の危険度のはず。今こそ、俺は瑠奈を助けて、守ってやらなければならねえ。俺は、あいつを王にすると誓ちかった……あいつが王になるところを見たいんだ……）

　だが──瑠奈についていると、那雪は救えない。

　凜太朗が聖杯探索に挑むと、他の探索試練に挑む瑠奈は──助けられない。

（つまり、これは──俺が、瑠奈を取るか、那雪を取るか……そういうこと）

　選ばなければならない、どちらかを。

　それは──究極の二択たくであった。

（ひょっとしたら……俺がいなくても、瑠奈なら、あっさりと試練をクリアして、何らかの至宝を手に入れるかもしれねえ……だったら、俺は那雪を救うために……）

　そんな希望的観測と。

（いや、こと此こ処こに来て、そんな甘い試練のはずがねえ。俺がいない間に、瑠奈が死んだらどうする気だ？　瑠奈を勝たせる気なら、俺は間違いなく、瑠奈についていなければならねえ……那雪は見捨てるしかない……）

　そんな悲観的観測。

（ふざけんな!?　見捨てる!?　俺のために、ああまでしてくれた女を……お前は見捨てるのか!?　そんな馬ば鹿かな!?　だが、しかし──……）

　その二つが真っ向対立し、思考の堂どう々どう巡めぐりを展開、結論はいつまでも出てこない。

（ひょっとして、俺は怖おじ気け付づいたのか……？　瑠奈を理由に、聖せい杯はい探索から身を引こうと……？　くそ、違ちがう……違うはずだ……ッ！　でも……ッ！）

　思考がごちゃごちゃになってくる。

　もう、思考を放ほう棄きして、激情のままヴィヴィアンを殺害し、何もかもをブチ壊こわしにしたい……そんな破は滅めつ的な衝しよう動どうを必死に堪こらえ、凜太朗は考える。

　……考え続ける。

　だが、そのどちらかを選んで、どちらかを切り捨てるには……瑠奈と那雪、二人の存在は凜太朗の中で、あまりにも大きくなりすぎていた。

（くそ……どうしたらいい……俺は……どうしたら……？）

　凜太朗は懐ふところから、一つの小さな革かわ袋ぶくろを取り出し、それをじっと見つめる。

　その中には、ヴィヴィアンから回収した、那雪の壊れた《妖よう精せい晶しよう核かく》が入っている。

（……那雪……俺は……俺はどうしたらいい……？）

　答えの出ぬまま、それを眺め続ける。

（お前ならきっと……私に構わず瑠奈を助けてやれって言うんだろうが……俺は……）




　ベンチに腰掛けたまま、凜太朗が石像のように微び動どうだにしないでいると。

　……どれくらい時間が経たった頃ころだろうか。

　ざっ！　地面の落ち葉を踏ふみ鳴らして。

　何者かが、その場へと現れていた。

「……凜太朗」

　ふと、呼ばれて凜太朗が顔を上げる。

　そこに居たのは──瑠奈であった。

「瑠奈？　お前……」

「こんの不敬者ぉおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　瑠奈が猛もう然ぜんと凜太朗のもとへ駆かけ寄り、その胸むなぐらを摑つかみ上げて、凜太朗をガクガク揺ゆすりながら、至近距きよ離りで睨にらみ付けてくる。

「このバカバカバカーーッ！　私との約束すっぽかして、一体、今までどこへ行ってたのよぉおおおおーーッ！　死し刑けいにされたいわけ!?　ねえねえねえっ!?」

「……約束？」

　言われて、ようやく思い出す。




　──今日の私の仕事が終わった後、私と一いつ緒しよに喫きつ茶さ店てんでデートをする権利をあげるわ！　貴方あなたの奢おごりでね！　どう!?　嬉うれしいでしょ!?

　──というわけで！　私、これから本日最後の案件を片付けてくるから！　それまで私を待っていなさいよ!?　先に帰ったら死刑だからね！




「……あ、ああ……そういえばそんな話だったな……すまなかった……」

「大体、何度も何度も電話してんのに、何、ガン無視してんのよ!?　生きてるんなら、生きてるって、ちゃんと電話出なさいよ!?　何かあったかと心配したじゃない!?　もうもうもうーーっ！」

　凜太朗がもぞりとポケットからスマホを取り出して、見る。

　瑠奈からのＬＩＮＥにメール、着信履り歴れきが凄すさまじい件数になっていた。

　気付けば、凜太朗に詰つめ寄る瑠奈の全身は、汗あせだくだ。お洒落しやれな髪かみやメイクは乱れ、息は荒あらく、疲ひ労ろうのためか膝ひざが微かに震ふるえている。

　恐らく、今までずっと、都市中を駆け回って、凜太朗を捜さがし回っていたのだろう。

　よくよく改めて瑠奈の顔を見れば……確かに怒おこったように、目を釣り上げてはいるが、その目め尻じりはほんの少し潤うるんでいて……怒っているというよりむしろ、ほっと安あん堵どしているような雰ふん囲い気きがあった。

「そりゃあ、貴方は私なんか足あし下もとにも及およばないほど強いし!?　貴方に限って、滅めつ多たなことはないと思うけどさ!?　それでも、私達は戦争やってるんだし、勝手に黙だまって消えられたら、こう、何か不意に誰かに襲おそわれて、やられちゃったんじゃないかと心配するじゃない!?　わかってんの!?　このっ！　このっ！　このっ！」

　どす、どす、どす、と。瑠奈のリバーブローが凜太朗の脇わき腹ばらに刺ささる。

　別に本気で殴なぐっているわけではなさそうだが、地味に重く痛い。

「……悪かったよ。……心配させて、本当にすまなかった……」

「ふ、ふんっ!?　今日はやけに殊しゆ勝しようじゃない!?　わかればいいのよ、わかれば！　罰ばつとして、今度、カフェ＝デゥ＝ソレイユのケーキ全種類、貴方の奢りだからね!?」

「……ああ……わかった……」

　そんな凜太朗を無視して、早さつ速そく、瑠奈がスマホを操作し始める。

　どうやら、エマやケイ卿、フェリシアやガウェイン卿に、凜太朗を見つけた旨むねを、ＬＩＮＥか何かで送っているらしい。

　フェリシア達も、凜太朗の行ゆく方えを捜して、都市中を回っているようだ。

　どうやら、自分の軽けい率そつな行動は、皆みなに相当心配をかけてしまったらしい。

（……何を……やってんだ、俺は……）

　はぁ……と。

　凜太朗が、暗く深い溜ため息を吐ついていると。

「…………凜太朗。貴方……どうしたの？」

　フェリシア達に連れん絡らくを終えたらしい瑠奈が、凜太朗の顔を覗のぞき込んでくる。

「さっきから何か様子が変よ？　……何かあった？」

「……何でもねえよ」

　凜太朗はくるりと瑠奈に背を向け、歩き始める。

　態度は煮にえ切らず、そして、ヴィヴィアンにあれほどの啖たん呵かを切っておきながら、未いまだ迷っている、情けない自分に苛いら立だちながら。

　凜太朗が肩かたを落として、とぼとぼと帰路につこうとしていると。

「ねぇ、凜太朗──」

　ひょいくるっと。にこやかな表情の瑠奈が、凜太朗の眼前に回り込んで──

　ぱっと、凜太朗の腕うでを摑んで──

「──どっせぃやぁああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　その腕をぐるんと脇わきに抱かかえ込み、ぎゅんっとその場で半回転して、凜太朗を背負い込み──そのまま、凜太朗を投げ飛ばす。

　瑠奈は己おのが全体重を乗せて、凜太朗を地面へ叩たたき付けるのであった。

「ぐおああああああああーーッ!?　て、てんめぇ!?　何しやが──」

　唐とう突とつな瑠奈の奇き行こうに、凜太朗が戸と惑まどっている隙すきに。

　瑠奈は、倒たおれている凜太朗の腕に、そのしなやかなおみ脚あしを素す早ばやく絡からめ、凜太朗の上に両足を乗っけるように倒れ込む。

「ぐわあお!?」

　油断していたせいか、瑠奈の腕ひしぎ十字固めが、がっちりと凜太朗に極きまっていた。

「ふっふーん！　いくら貴方が強い強いと言っても、ここまで完かん璧ぺきに極まったら、脱だつ出しゆつ不可能でしょ？　でしょ？」

（ちょ、こらぁ!?　てめ、いきなり何をいだだだだだだだだだーーッ!?）

　容よう赦しやなく瑠奈が凜太朗の腕を締しめ上げ、凜太朗の腕がミシミシ軋きしみを上げる。

　さらには瑠奈のミニスカから伸のびる艶なまめかしい太ふと股ももが、凜太朗の顔の下半分を完全に塞ふさぎ、息が出来ない。おまけにしゃべれない。

「むぐぐぐぐぐぐぐぐ!?」

「なーに、一人で悩なやんでまーす、お前には関係ねーよ、みたいな顔してんのよ!?　私は貴方の主君よ！　そーゆー、不敬な態度は腹立たしいのよ！　ほら！　吐はきなさい！　この私が、王として相談に乗ってあげるから！」

「んんんんん～～～ッ！　んーーっ!?」

「ちっ……話す気はないってことね？　いいわよ！　貴方が話す気になるまで、貴方の腕を締め上げてあげるから!?　くくく、嫌いやなら折れる前に吐くことね！」

「むがーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーッ！」

　話したくても、口が塞がって話せないんだよ！

　おまけに息が詰まるわ！

　だが、そんな凜太朗のわりと必死な思いが、瑠奈に伝わることはなく……

　そのまま、凜太朗が落ちる寸前まで、そのくんずほぐれつの茶番は続くのであった。




「殺　す　気　か？」

「だ、だ、だから、ごめんって謝ってるじゃん……」

　しばらくして、ようやく騒そう動どうも落ち着いて。

　ふて腐くされたようにそっぽを向いてベンチに座る凜太朗の隣となりに、瑠奈が恐きよう縮しゆくして、ちょこんと腰こし掛かけていた。

「……で？　一体、何があったのよ？」

　瑠奈が、ぷくぅと頰ほおを膨ふくらまして凜太朗に問いかける。

「いつだって、天上天下唯ゆい我が独どく尊そん、俺ＴＵＥＥＥぜ、オラオラ！　な凜太朗が、あんな酷ひどい顔してるなんて……何かあったに決まってるじゃない……話しなさいよ」

「……………………」

　凜太朗が押し黙る。

　なにせ、瑠奈の記き憶おくから、冬瀬那雪のことは完全に消えてしまっている。

　一体、なんと説明したらいいのやら。

　下手に説明すれば、頭が狂くるったとでも思われてもおかしくない。

　かと言って、瑠奈は何も言わずに引っ込んでくれるような性格ではない。

　ゆえに、凜太朗が適当に誤ご魔ま化かす言葉をぼんやりと考えていると……

　不意に、瑠奈が横から両手を伸ばし、凜太朗の両頰を挟はさむように摑む。

　そして、ぐいっと、凜太朗を自分の方に強ごう引いんに振ふり向かせ……互たがいの吐と息いきが感じられる程ほどの距離まで顔を近付け、まっすぐと凜太朗の目を覗き込んでいた。

「……そんなに、私は信用出来ない？」

「！」

「本当に話したくないなら、話さなくてもいい。もう聞かないから。でも、適当に噓うそ吐かれて、誤魔化されるのだけは嫌」

　どうやら、お見通しらしい。

「私は王よ。貴方あなたにしてみれば頼たよりない、ちゃらんぽらんな王に見えるかもしれないけど……それでも、貴方の主君なの。私は、私に仕えてくれる家臣には誠実でありたいわ。貴方はどうなの？　貴方にとって、私はそんな価値もない王なのかしら？」

　いつになく、真しん摯しで真まっ直すぐな表情で、凜太朗を覗き込んでくる瑠奈。

　まるで、凜太朗の中の何かを試ためすかのように。

　そこまで瑠奈に真っ直ぐと向き合われてしまったら、敵かなわない。

「……わかったよ。話すよ。……信じてくれねーかもしれねーが」

　ついに観念して。

　凜太朗は、順を追って、ぽつぽつと話すことにした。

「なぁ、瑠奈。俺達にはな……冬瀬那雪って仲間がいたんだよ。……お前はもう、覚えてねえかもしれねえが……」

「フユセナユキ……？　貴方が昼間、ちらっと言っていた……？」

　凜太朗は話す……那雪のことを。

　自分達が、いかに那雪と楽しい時間を共有してきたかを。

　自分達が、いかに那雪に助けられてきたかを。

　そして──凜太朗にとって、いかに那雪が恩人であったかを。

「……にわかには信じがたいわね、そんな話。私がそんな大事な子のことを忘れているなんて……信じたくないし、認めたくもない」

　感情の読めない目で遠くを見ながら、瑠奈が呟つぶやく。

「まぁ、普ふ通つうはそうだろうな。それで──……」

　構わず、凜太朗は話を続ける。

　…………。

「……ふうん？　そのフユセナユキさん、ニムエと呼ばれる湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクで……凜太朗の前世、マーリンとそれはまぁ、色々とあったのね……色々と」

「ああ、そうだ。かつて裏切られた時は……それこそ、殺してやりたいくらいに憎にくんだもんさ。その記憶に、今世の俺もかなり引き摺すられていたよ。だがな……あいつにもどうやら色々と事情があったらしい。

　あいつはあいつなりの罪の償つぐないと、世界のため……そして、俺のために……たった一人で、ずっと頑がん張ばり続けてきたんだ……俺がしょーもない理由でグレている間もな」

　そして、凜太朗はさらに続ける。

　那雪が、ヴィヴィアンに処しよ刑けいされてしまったこと。

　それを知った凜太朗が、たった一人で湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの本ほん拠きよ地ちへ殴り込みをかけたこと。

　那雪を生き返らせる方法について。

　そして──近い将来、ついに発令される四至宝探たん索さく。

　一度赴おもむけば、帰き還かんはほぼ絶望的な試練──聖せい杯はい探索。

　那雪を救うためには、この聖杯探索で《聖杯》を入手しなければならないこと。

　凜太朗は──全すべてを包み隠かくさず、瑠奈に話した。

「…………」

「…………」

　瑠奈も、凜太朗が聖杯探索へと向かう意味を察したのだろう。凜太朗が一体、何を悩んでいるのかを悟さとったのだろう。

　今、二人の間には、重苦しい沈ちん黙もくが漂ただよっていた。

「……二つ、聞いていいかしら？」

　しばらくして、そんな沈黙に耐たえかねたのか、瑠奈がぽつりと口を開いた。

「まず一つ目。結局、貴方にとって、ナユキさんは何なの？　前世では恋こい人びと同士だったみたいだけど……やっぱりその……凜太朗はナユキさんのこと、好きなの？」

「正直に言えば……そういうのとちょっと違ちがう。前世の俺と、今世の俺は、なんだかんだで別の人間だ。ただ、マーリンは確かにニムエに心底惚ほれていたがな。それゆえに、今世の俺が引き摺られるほど憎みもした。

　そもそも、今世の俺と那雪は、出会って、まだごくごく短い時間なんだ……惚れたも腫はれたもねえよ。煮え切らないとか、ヘタレとか言われても知らん。これから那雪に惚れる可能性はあるかもしれん。……それが今の俺の正直な感想だ」

　言葉を切って、今までの日々を遠く振り返りながら、正直に答えた。

「ただ……それでも……お前やケイ卿きよう、エマ……フェリシアとガウェインのアホ……そして、那雪……お前らと一いつ緒しよに、バカやる毎日が……俺は楽しかったんだ。もう、誰だれが欠けても、駄だ目めなんだよ……」

「……そう。じゃあ、二つ目。凜太朗、貴方、結局どうしたいの？」

「……俺は……」

「いい？　正直に答えなさいよ？　私のことが放ほうっておけないとか、心配だとか、家臣としての義務とか、ナユキさんへの負い目とか、守れなかったことに対する罪悪感とか、罪つみ滅ほろぼしとか、聖杯探索が無理ゲーだとか、マーリンがどうとかニムエがどうとか、その他エトセトラエトセトラ！　そーゆークソどうでもいいノイズは全部、無視なさい」

「……ッ！」

　𠮟しつ咤たするような、瑠奈の力強い問いかけが、凜太朗の魂たましいを打つ。

　凜太朗に渦うず巻まく、向かう先のない様々なごちゃごちゃ思考が、吹ふき飛ばされ、次し第だいにクリアになっていく。

「他でもない、ただの真神凜太朗、丸まる裸はだかの貴方自身は一体、これからどうしたいの？　答えなさい、王命よ」

　どこまでも、真っ直ぐと魂を射い貫ぬいてくる、瑠奈の瞳ひとみ。

「お、俺は──……」

　瑠奈のその瞳の清せい廉れんなる美しさの前に、凜太朗が纏まとうあらゆる虚きよ飾しよくが払ふつ拭しよくされ、凜太朗の心はしがらみから解放されていく──

　そして、凜太朗の心の中に最後に残ったのは、たった一つの単純シンプルな回答であった。

「……──たとえ、それが不可能な挑ちよう戦せんでも……俺は那雪を助けたい。皆みなから忘れ去られても……俺だけしか覚えていなくても……あいつは俺達の大切な仲間だ……」

「…………」

　しばらくの間。

　そのまま、二人は至近距きよ離りで見つめ合って。

「……ぷっ！」

　不意に、瑠奈が堪こらえきれなくなったかのように噴ふき出していた。

「お、おい……」

「くっくっく……ッ！　あは、あははは……ッ！　あっはははははははははははははははははははははははははははははははははははーーッ！　何それ!?」

　お腹を抱かかえて大笑いする瑠奈。面おも白しろおかしくて仕方ないといったご様子だ。

　そんな瑠奈を半眼で眺ながめながら、凜太朗は我に返る。

（そりゃーそうだわな。いくら言葉を尽つくしても、瑠奈は那雪のことを覚えてねえ。だったら、俺の言動は滅め茶ちや苦く茶ちや痛いだけの妄もう想そうじゃねえか……）

　だが、それでも瑠奈なら……そう期待していた凜太朗が、失望交じりの溜ため息を吐ついていると。

「まったくもう！　何よ、凜太朗ったら！　そんな深刻な顔しているから、どんだけ深く悩なやんでいるかと思っていたら！　凜太朗の中で答え、もう出てるじゃない！」

　ばしばしばし！　と凜太朗の背中を叩たたきながら、瑠奈が宣言した。

「なら挑いどみなさい、聖杯探索に！　絶対、そのナユキさんを助けること！　いい!?」

「ちょ──おま、──」

　思いがけない瑠奈の言葉に、凜太朗がぎょっとして目を剝むく。

「わ、わかってるのか!?　俺が那雪を優先して、聖杯探索に向かうってことは、お前を助けてやれないんだぞ!?」

「あ、それは大だい丈じよう夫ぶよ。だって、私も貴方と一緒に、聖杯探索に向かうから」

「はぁああああああああああああああああああーーッ!?」

　あっけらかんとした瑠奈の返答に、凜太朗は顎あごが外れそうになるほど口を開いた。

「お前、全っ然、人の話聞いてなかっただろ!?　聖杯探索がどんだけ危険だかわかってんのか!?」

「あー、わかってるわかってるって」

「しかもな！　このアーサー王継けい承しよう戦の勝者となるのに、事実上、《聖杯》は必要ねえんだ！　聖杯探索なんか、効率から見れば、無む駄だで無意味な行こう為いなんだよ！　勝つ気があるなら、他の至宝の試練を受けた方が、億倍もマシだ！」

「はいはい、それもわかってますって」

「大体、お前も那雪のこと、覚えてないんだろ!?　なんで、わざわざ──」

「貴方の大切な友達なんでしょう？　だったら、私の大切な家臣じゃない」

「──ッ!?」

「確かに、フユセナユキさんのこと、未いまだにピンとこないけど……でも、貴方がそうまで言ってるのよ？　じゃあ、ナユキさんが私達の大切な仲間だったってことは……私達の中にナユキさんが居たってことは……もう疑い用のない事実よ。

　ええ、信じるわよ！　信じるに決まってるじゃない！　他でもない、私のかけがえのない家臣である貴方が言っていることなんだから！」

　あまりに意外な事態に、凜太朗は開いた口が塞ふさがらない。

「お、お前さ……わかってんのか……？」

　凜太朗は最後の反論とばかりに、ぼそぼそと言った。

「《聖杯》は……ついぞ、アーサー王ですら、手に入れることができなかったんだぞ？　それを、俺達が手に入れられると本気で……」

「あら、心外ね」

　すると、瑠奈が不服そうに返す。

「アーサー王が手に入れることができなかった代しろ物ものを、なんで、私達が手に入れることができないって思うわけ？　何？　貴方にとって、私はアーサー王以下なわけ？」

「…………ッ！」

「私は真の王になるのよ！　当然、アーサー王も超こえるね！　《聖杯》くらい、ささっと取ってこれなくて、何が真の王よ」

　もう、ぐうの音ねも出なかった。

「……ったく、そうだな。お前は……そういうやつだったな」

　もう、笑うしかない。

　そうだ。そうだった、忘れていた。

　凜太朗が、王にしてやりたいと、王になったところを見てみたいと、そう思った少女は……そういうやつだったのだと。

「ほら、凜太朗！　とっとと帰るわよ！　まずは腹ごしらえ、そして作戦会議よ！」

「……ああ」

　瑠奈が差し出す手を取り、凜太朗も立ち上がる。

　そして、二人は連れ立って、自分達の根こん拠きよ地へ……ログレス邸ていへと向かって歩き出す。

　その道中──

「あ、言っておくけど、凜太朗」

　夜の街を軽い足取りで歩きながら、瑠奈は隣となりの凜太朗を振ふり返り、言った。

「私、そのナユキさんに負けるつもり、全然ないから」

「……はぁ？　そりゃ一体、どういう意味……」

「さあね!?」

　にっこりと不敵に、それでいて屈くつ託たくなく楽しげに笑う、その瑠奈の笑え顔がおは。

　仄ほのかな月光の下に、きらきら輝かがやくような笑顔であった──




　…………。




「そう……それが貴女あなたの選せん択たくなのですね、瑠奈」

　──ログレス邸の談話室ラウンジにて。

　傍かたわらにガウェイン卿を従えるフェリシアが、神しん妙みような表情で言った。

「ええ、私と凜太朗は──今度行われる四至宝探たん索さくで、聖せい杯はい探索に挑むわ」

　そんなフェリシアを真っ直ぐ見み据すえ、瑠奈が堂々と応じる。

　時分は、すでに日が変わった深夜。

　先刻、伝令役の湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク（なぜか、全身包帯ぐるぐる巻き）が、ログレス邸へとやって来て、ついに告げたのだ──四至宝探索の開始を。

　案の定、発令されたのは、聖せい剣けん探索、聖せい槍そう探索、聖石探索の三つだけ。

　その場でフェリシアが〝四至宝探索なのに、三つしかないのはこれ如い何かに？〟　と問うても、伝令役の湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクは言葉を濁にごすばかり。

　事前に、凜太朗の持ち帰った情報の正しさが、証明されたわけである。

「不覚ながら、わたくしはそのフユセナユキという御お方かたを、思い出せませんし……瑠奈、貴女も彼女を思い出せない。それでも、彼女を助けに行く……そうですわね？」

「ええ、そうよ。私は凜太朗を信じるわ。ナユキが私達にとっても、かけがえのない友人であったことを信じる。ならば救うのが、王の義務よ！」

「本当に不器用な子……聖杯探索……その危険さはわかっているのですか？　ひょっとしたら、貴女は帰ってこられないかもしれませんわ」

「ええ、わかってるわ」

「その上、《聖杯》は、アーサー王継承に必ひつ須すではありません。貴女が聖杯探索に赴おもむくのは、王を目指すという貴女の大目標の前に、不利になる要素こそあれど、有利になる要素は一つもなし──わかってますね？」

「もちろん。でも、これは避さけて通れないの。家臣を……仲間を守る。これが私の王道だから。ここで退いたら、私が私でなくなるわ」

　威い風ふう堂どう々どうと、迷いなく言い放つ瑠奈。

　そんな瑠奈を、フェリシアはじっと見み透すかすように見つめ……やがて、納なつ得とくしたように言った。

「……わかりましたわ。貴女がそこまでの覚かく悟ごで死地へと挑むなら、わたくしからはもう何も言いませんわ」

「フェリシア……」

「……ならば、絶対に探索を成功させてくださいまし。そして、そのナユキさんを連れて帰ってきてくださいまし。また、皆で無事に再会して……一緒に、お茶会を楽しみましょう、瑠奈」

「……うん」

　子供の頃ころから、お互たがい色々いがみ合うことも多かったが、なんだかんだで気心の知れた友の激げき励れいに、瑠奈は思わず胸が一いつ杯ぱいになる。

　そして、フェリシアは凜太朗を振り返り、軽く頭を下げる。

「凜太朗。……瑠奈を……わたくしの友人をどうか頼たのみますわ」

「ああ、任せておけ」

「そして、二人には申し訳ありませんが……わたくしは……」

　フェリシアがばつが悪そうに、何か決意を口にしかけると。

「わかっているわよ。フェリシア」

　皆まで言うなと瑠奈が、その言葉を塞ぐ。

　そう、フェリシアは──様々な熟じゆく慮りよと判断の末、通常の至宝探索の試練に挑むことを決意したのだ。

　つまり、瑠奈達とは、ここで道を違たがえることになる。

「貴女だって、貴女なりの理由と信念で王を目指しているわ。聖杯探索に挑み、ナユキを救う……これは私の選択と決断であって、貴女とは関係ないし、馴なれ合うべきところじゃない。そもそも、私達と貴女達は対等な同盟関係であって、主従関係じゃない。貴女は──貴女の道を歩むべきよ」

「ありがとうございますわ」

　そして、穏おだやかに微笑ほほえみ合う瑠奈とフェリシアであった。

「へっ……対等と言っても、ほとんど瑠奈の紐ひもだった気がするがな」

「そ、それは言わない約束だ、凜太朗……」

　皮肉げに笑う凜太朗に、ガウェイン卿きようが頰ほおを引きつらせる。

「ま、そういうことなら、騎き士しの見せどころだぜ、ガウェイン。今度こそ、本当の意味で、主君を守ってみせな」

「ああ、わかってるさ」

　そして、凜太朗とガウェイン卿も、にやりと笑い合う。

　そして、談話室ラウンジの隅すみの方で一人疎そ外がい感を覚えながら控ひかえていたケイ卿が、何かを決意したように瑠奈のもとへと歩み寄り……片かた膝ひざをついて瑠奈の膝しつ下かに跪ひざまずいた。

「え!?　ケイ卿!?　い、いきなりどうしたわけ!?」

「僭せん越えつながら、お願い申し上げます、我が主君！」

　ケイ卿は平へい伏ふくしながら、懇こん願がんする。

「私を……その聖杯探索に、私も連れて行ってください！」

「……は？」

「わかってます……わかっているんですッ！　私は弱い！　とても瑠奈を……御おん身みを守れるような《騎士ジヤツク》ではありませんッ！　貴女に必要なのはマーリン……凜太朗であって、私でないことはわかっていますッ！

　でも……それでも、私を連れて行ってくださいッ！　足手まといなのは重々承知しています！　それでも、私は貴女をお守りしたいのです！　どうか、どうか……ッ！」

　そんなケイ卿の懇願に、目を瞬しばたたかせて、呆あつ気けに取られる瑠奈。

　やがて、凜太朗と瑠奈が溜ため息交じりに零こぼした。

「あのな……誰だれがお前を置いて行くと言ったよ……？」

「……え……？　いや、でも……」

「そうよ！　私の《騎士ジヤツク》は貴女なのよ、ケイ卿！　連れて行くに決まってるじゃん！」

「し、しかし……私の力では……ッ！」

「うるさいわね！　四の五の言わずに黙だまって来なさい！　王命よ！　むしろ、嫌いやだと言っても、首に縄なわかけて引き摺ずっていくんだから、覚悟しなさいよねっ！」

「る、瑠奈……」

　すると、呆ぼう然ぜんとするケイ卿の目に、じわりと涙なみだが浮うかぶ。

　そして、瑠奈に、ばずっと抱だきついて泣き始めるのであった。

「あ、ありがとう、瑠奈ぁ……お姉ちゃん、頑がん張ばるから……絶対、絶対に瑠奈のこと、守るからね……ッ！　この命に代えても守るからね……ッ！　ぐすっ！」

「ぁああああああーーッ!?　暑苦しいッ！　離はなしなさいってば!?」

　そんな二人の様子を、凜太朗は苦笑いしながら物思う。

（……申し訳ねえが、聖杯探索という危険極きわまる試練に、ケイ卿は戦力外……それは厳然たる事実だ。探索効率だけ考えるなら、ケイ卿は置いて行くのが正着打……）

　それが、かつてのアーサー王一の参さん謀ぼう、マーリンとしての合理的判断だ。

（だが、アーサーどころか、円えん卓たく最強のランスロットすら届かなかった《聖杯》……単純な武勇以外の何かが必要なのかもしれん……）

　そんなことを、凜太朗はケイ卿の背中を見ながら、ちらりと思う。

（……ま、なるようになるしかねえか。ケイ卿は足手まといだと考えるマーリンがいる反面、ケイ卿も来てくれて嬉うれしい……そう感じている真神凜太朗おれがいるんだからな）

　凜太朗が苦笑いしていると。

「……そうですか……皆みな、行ってしまうんですね……」

　エマが、切なげな表情で凜太朗の傍らに立っていた。

「こんな時……とても歯がゆいです。私はもう……《王キング》の資格を失っていますから。私には……皆を待っていることしかできませんから……」

「……エマ」

「私から言うことは一つです。皆さん、どうか……どうか無事に帰ってきてください……私、待ってます……待ってますから……ッ！」

「……………………」

　しばらくの間、凜太朗はそんな風に訴うつたえてくるエマの顔を見る。

　そして、その場に集う一同の顔を順々に見回していく。

　やがて、エマの頭を、凜太朗はくしゃりと撫なでて、優やさしげに微笑んだ。

「ああ、待っててくれ。俺達の居場所を守っててくれ……こうして、俺達は一度は道を違えるが……俺達の帰ってくる場所は……ここだからよ」

「……凜太朗？」

「また、皆で、ここに帰って来ようぜ？　一いつ緒しよにバカやろうぜ」

　凜太朗だけではない。

　瑠奈も、ケイ卿も、フェリシアも、ガウェイン卿も、皆、穏やかに微笑みながら、無言で、凜太朗の言葉に首しゆ肯こうしていた。

　恐おそらく、ここに居れば、きっと那雪も同じ想おもいであっただろう──

「だから……な？」

「真神先せん輩ぱい……はいっ！　待ってます！」

　エマが目め尻じりに涙を浮かべながらも、とびきりの笑えみを浮かべて。

　と、そこへ瑠奈がもの凄すごく悪い顔で、割って入る。

「ねぇねぇ、ところで凜太朗、今、とぉ～～っても、恥はずかしいこと言わなかったぁ？」

「ちょ、お前──ッ!?」

「〝俺達の帰ってくる場所は……ここだからよ〟……くはぁ～～ッ！　カッコいぃいいいいいいいいいいーーッ！　そして、くっさーーーッ！」

「むぎゃああああああああああああおおお!?　やめろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　そして、いつものように瑠奈がおちょくり、凜太朗がいきり立ち……

「ひぃいいいいい!?　二人とも部屋の中で暴れないでください!?　誰が片付けと掃そう除じをすると──ッ!?」

「やれやれですわ」

「ははは、僕達らしいじゃないか」

　いつものように、ケイ卿がおろおろして、フェリシアが呆あきれたように肩かたを竦すくめ、ガウェイン卿が苦笑いをして同意する。

「ちょ──いだだだだだだっ!?　凜太朗!?　ギブ！　ギブぅううううーーッ！」




　そんな風に、ログレス邸ていの夜は更ふけていく。




　──四至宝探たん索さく、発令。

　アーサー王継けい承しよう戦は、決着に向かって、一つの大きな山場を迎むかえるのであった──








第三章　四至宝探たん索さく開始









　そこは──深い森に囲まれた美しい湖こ畔はんであった。

　清らかな水を湛たたえた、見み渡わたす限かぎりの湖が広がっている。

　木々の間を緩ゆるく抜ぬける風。梢こずえから零こぼれる木こ漏もれ日。鳥のさえずり。

　時間の流れが緩やかなその湖の岸辺で、一人の女が水浴びをしていた。

　艶なまめかしいカーブを描えがく白い裸ら身しんを、陽光の下に惜おしげもなく晒さらすその女は、ヴィヴィアンだ。浅あさ瀬せに横座りし、水の滴したたる髪かみをくしけずっている。

　ここは、ヴィヴィアンの異界。

　凜りん太た朗ろうから受けた傷を、ここで癒いやしていたのだ。

　今や、凜太朗に落とされた右みぎ腕うでは再生し、鏡のような水面みなもに映る顔は、以前のような超ちよう然ぜんとした美しさを取り戻もどしている。その身体からだに、最も早はや、傷の一つもない。

　かつて、首を刎はねられても復活できたヴィヴィアンだ。この程度、造作もない。

　だが、いくら身体の傷を癒やせても。

　心に負わされた傷と屈くつ辱じよくは──癒やせない。

　ばしゃんっ！　水面に映る自身の顔を見つめていたヴィヴィアンが、突とつ然ぜん、癇かん癪しやくを起こし、水面を激しく叩たたいた。

「マーリン……ッ！　真ま神がみ、凜太朗……ッ！　よくも……よくもぉ……ッ！　この私にあんな屈辱を……ッ！　世界の支配者である私に……許せない、許さないわ……ッ！」

　だが同時に、憎にくしみを燃やして、凜太朗の姿形を思い出す都度、ヴィヴィアンは心臓を握にぎり潰つぶされそうな恐きよう怖ふと絶望に囚とらわれる。たちまち呼吸は千々に乱れて過呼吸となり、身体はがくがくと震ふるえ、力が入らなくなっていく。

　そう、いくら怒いかりと憎しみを燃やし、粋いきがってみせても──ヴィヴィアンは、もう折れている。とっくに凜太朗に心から敗北しているのだ。

　その事実が悔くやしくて、ヴィヴィアンはその美しい顔立ちを醜みにくく歪ゆがめ、ぼろぼろと涙なみだを零こぼすしかない。

「けれど……ッ！　マーリンは愚おろかにも聖せい杯はい探索に挑いどんだ……ッ！　もう、彼が生きて帰ることはないわ……ッ！　あの試練を成なせるのは、ガラハッドだけなのにねぇ……ッ！　あははっ、きっと死ぬわ！　絶対死ぬわ！　あっははははははははーーッ！」

　ばしゃんっ！　ばしゃんっ！　ばしゃんっ！

　泣きながら、ヴィヴィアンは水面を激しく叩き続ける。

「そして……万が一、彼が《聖杯》を手にしたとしても……うふふふっ……あははは……ッ！　あっははははははははははははははははははーーッ！」

　喚わめきながら、何度も何度も叩き続ける。

「死ね！　死ね！　死んでしまえ！　マーリンッ！　この私に、あのような狼ろう藉ぜきを働いたことを後こう悔かいしながら死んでいけッ！　はははははははははははははははーーッ！」

　壊こわれた笑いが、平へい穏おんで美しい湖畔に木霊こだまする。

　この美しい光景と、まるで調和の取れない不協和音。

　この時、すでにヴィヴィアンは壊れていたのかもしれなかった──




　そこは──真っ白な個室であった。

　部屋に据すえられた、白いベッドに一人の女性が横たわっている。

　年ねん齢れいは、二十代前半から半ばだろうか。儚はかなげで美しい、黒くろ髪かみの女性だ。

　だが、病気なのか──瘦やせこけて、やつれており、肌はだは青白い。

　虚こ空くうを彷徨さまよう目は虚うつろ。生気はまるでなく、最早、生きようという気力すらない。

　そんな死人も同然の女性が、ベッドに寝ねそべったまま、ぼんやりと窓の外の、深海の底のように暗い町並みを眺ながめていると。

　こん、こん、こん……扉とびらを叩く音が響ひびいた。

「……？　どうぞ……？」

　本日の面会日はとっくに終わったはずなのに誰だれかしら？

　そう訝いぶかしつつも、女性は入室を許可する。

「失礼しますよ、琴こと音ねさん」

　すると、がちゃりと扉が開き、一人の男性がそっと入室してきた。

　すらりとした長身瘦そう軀く。仕立ての良いスーツに趣しゆ味みの良い眼鏡。穏おだやかな表情。

　そんな男性の姿を見た瞬しゆん間かん、女性は口元を押さえて、目を見開く。

　その開いた目に生気が微かすかに戻り、生の証あかしだとばかりに、ぼろぼろと涙が溢あふれては零れていく……

「そ、蒼そう馬まさんッ!?　噓うそ……？　ほ、本当に……蒼馬さんなのですか……ッ!?」

　女性の前に現れた男性は──九く条じよう＝グローリア＝蒼馬。

　アーサー王継けい承しよう戦に参戦する《王キング》の一人であった。

「ええ、夜分遅おそく大変失礼します……琴音さん」

　九条が、琴音と呼ぶ女性の傍かたわらに歩み寄ると。

　琴音は、よろよろとベッドから身を起こし、九条へと泣きながら抱だきついた。

「一体、今までどこへ……ッ!?　心配……本当に、心配したんですよ……ッ！　貴方あなたが行ゆく方え不明になって……ッ！　私、このまま誰にも看取られずに……一人で死んでいくんじゃないかって不安で、不安で……ッ！　ぐすっ……ッ！」

「……大変申し訳ありませんでした。貴女あなたに辛つらい思いをさせてしまって。諸事情により、動くことができなかったのです」

　九条は琴音が落ち着くのを待って、話し始める。

「ですが、喜んでください。ついに、貴女の病気を治す算段がつきました」

「え？　でも、お医者様は、私の病気は治らないって……だから、私の余命は……」

「大だい丈じよう夫ぶです。貴女は必ず、この私が救ってみせます」

　そう言い聞かせ、九条は抱きつく琴音を優やさしく離はなし、立ち上がる。

「そのために、これから私は少々忙いそがしくなるでしょう。また、しばらく、貴女に会いに来ることができないかもしれません」

「蒼馬さん……？」

「必ず、貴女を救います。……必ず。何があっても。誰が立ち塞ふさがっても。いかなる代だい償しようを支し払はらおうとも。この命にかけて──」

　そう言い残し、九条は琴音に背を向け、退室しようとする。

　そんな九条の背中に、琴音は不安そうに声をかけた。

「蒼馬さん！」

「……なんでしょう？」

　足を止め、振ふり返らずに応じる九条へ、琴音は続ける。

「その……蒼馬さん……ひょっとして……無理をしていらっしゃいませんか？」

「無理……とは？」

「いえ、その……なんとなく、です……すみません……」

「…………」

「あの……どうか、こんな私のために、あまり無理をなさらないでください……私は……貴方と出会えただけで、充じゆう分ぶん幸せでしたから……だから……」

　すると、しばらくの間、九条は無言で立ち尽つくし……

「……あまり、遅くまで起きているとお身体からだに障さわります。……お休みなさい」

　……最後にそう告げて。

　九条は、そっと病室を出て行くのであった。




「ふふふ、私、そういうの……嫌きらいじゃないですわ」

　アヴァロニア中央総合病院のホスピス棟とうを後にした九条は、病院敷しき地ち内の裏庭で、待ち人達と合流する。

　モルガンと、九条の《騎士ジヤツク》、ランスロット卿きようだ。

「愛する人のために、何もかもをかなぐり捨てる……ええ、嫌いではありません」

「ふん、取り繕つくろうのはやめるんだな、魔ま女じよ」

　そう応じる九条の表情は、先さき程ほど、琴音に面会していた時の優しげな様子はどこへやら。

　今は、別人のように冷たく冷れい酷こくな顔となっていた。

「君もとっくに知ってのとおり、僕は彼女を生かすため、どんなことでもやってきた。死に逝ゆく彼女の命を少しでも永ながらえるため、何人もの無関係な人間の生命を、生いけ贄にえに捧ささげてきた。病気に効くと言われた秘薬を求め、その所有者を殺して奪うばったこともある。

　そして──僕は彼女を救うためにアーサー王を目指し……万が一の敗北をも許さぬため、皆みな殺ごろしの戦略を取った。彼女のために、立ち塞がる全すべてを殺すことを、滅ほろぼすことを選んだのだ」

　九条はふと、自身のエクスカリバーを取り出し、その刀身を見やる。

【征服する武の鋼エクスカリバー】──あらゆる他者を凌りよう駕がし、踏ふみにじる蹂じゆう躙りんの剣けん。

「僕はすでに人の道を踏み外している。この手は他者の血で真っ赤に汚よごれている。人としての九条蒼馬は、恐おそらく、彼女のために初めて人を殺した時に死んでしまったのだろう。ここにいる僕は、ただの残ざん骸がい……醜い化け物だ。ふっ……いつものように、人の愚かさと嘲あざ笑わらえばいいだろう？　魔女よ」

「いえ。〝愛する人のため〟……私にもわかるのです。……信じてはいただけないかもしれませんが」

　そんなモルガンの言に、九条は無言と無表情で応じる。

　モルガンはいつものように、人を食ったような妖あやしい微笑ほほえみを浮うかべていて……その言葉の真意はわからなかった。

「けれど……たとえ、貴方が継承戦に勝利したとしても……琴音様は救えません。わかりますね？」

「ああ、彼女の病気は、肉体的なものではない。存在概がい念ねん由来のものだからな」

「ええ。琴音様は何の因果か、旧ふるき精せい霊れいの血が色いろ濃こく発現した存在……先天的な先祖返りとでもいいましょうか？　彼女が住まうべき世界は《意識の帳とばり》の向こう側……幻げん想そう界。元々、この現実界では長く生きられない身体からだなのです。

　貴方が勝者となり、四至宝を手にしてアーサー王を継承し、《聖杯》の真なる力を発揮したとしても……彼女に訪おとずれるのは緩かん慢まんなる死……わかりますね？」

「…………」

　しばらくの間、その場の三人の間に、不ふ穏おんな沈ちん黙もくが流れて行く。

「……協力していただけますか？　九条様。私達の利害は一いつ致ちしているはずですわ」

　やがて、そんなモルガンの言葉に──

「是ぜ非ひもない」

　九条は、くっと口元を笑みの形に歪め、嗤わらうのであった。

「たとえ、僕が地じ獄ごくに墜おちたとしても、琴音の傍そばに居られなくなったとしても……僕は彼女に生きていて欲しい。ああ、これは僕のエゴさ。そして、もう後あと戻もどりなどできまい。帰き還かん限界点はとっくに過ぎた。……後は墜ちるところまで墜ちるだけさ」

「そう仰おつしやっていただけると信じていましたわ」

　満足そうに頷うなずくモルガン。

　そして、九条はランスロット卿へと振り返った。

「とまぁ、僕はこういう《王キング》だ、ランスロット卿。女一人のために、魔女と共に世界に反旗を翻ひるがえす……それが僕だ。そして、これから僕は継承戦からも外れる」

「…………」

　対するランスロット卿は、黙だまって、静かに、九条へ鋭するどい視線を送り続ける。

「失望したかい？　騎士の中の騎士よ。最も早はや、剣を預ける気にはならぬと言うなら、構わないぞ？　カムランの丘おかに帰還するといい。無む理り強じいはしない」

　すると。

「……それこそ詮せん無なき話だ、王よ。私の今世の王は、貴方だけだ。ならば、最さい期ごまで貴方に従うまで」

　ランスロット卿は、ぼそりと返した。

「……僭せん越えつながら。私も貴方の気持ちが理解できる。私もただ一人の女性のために、戦場を駆かけ抜ぬけ続けていたのだから。国が滅ぶこととなっても……」

「……ふん、酔すい狂きような。まぁ、好きにするといいさ」

　こうして──

「さて……それでは動きましょう。遥か古来積み上げられ続けた運命が、今、華はなと咲さく時。この四至宝探たん索さく以降──この人工島は最早、後戻もどりきかぬ激流と混こん沌とんの渦うずに吞のみ込まれることとなりましょう。呪のろわれしアーサー王継承戦がいかなる結末を結ぶか──観客一同、どうか刮かつ目もくしてご笑しよう覧らんくださいませ──」

　モルガン達が、動き始めた。




　その日、全てのアーサー王継承候補者たる《王キング》に、招集がかかった。

　招しよう致ちに応じて、《王キング》達は、とある場所へと向かう。

　人工島ニューアヴァロン第九エリア。沿岸区域に設けられた観光産業地区だ。

　天然物と比べても遜そん色しよくない美しさの人工浜はまに、リゾートビーチが設けられ、イギリスの片かた田舎いなか風のその街並みは重じゆう厚こうで趣おもむき深く、近年、新興のリゾート地として名高く、世界中から訪れる多くの観光客で賑にぎわっている。

　凜太朗達は、そんな第九エリアへとやって来ていた。

「なぁんか、イングランドのウィンチェスターによく似てるわねー？」

　街中を歩きながら、瑠る奈ながそんなことをぼやく。

「しかし……本当に、こんな場所で至宝探索が行われるのでしょうか？」

　フェリシアも周囲を見み渡わたしながら、そう応じる。

「案外、的外れとも言えねえな。この人工島は、ブリテン島の形をミニチュア化して模している。それほど露ろ骨こつにではないがな」

「そうなのですか？」

　凜太朗の言葉に、ケイ卿が目を瞬しばたたかせた。

「ああ。そして、この人工島をブリテン島と見なすなら、第九エリアは、まさしくイングランドのウィンチェスターのある場所だ。ウィンチェスターと言えば、現代に伝わるアーサー王の居城があったとされる地……それをわざわざ大おお掛がかりに模したのは、やはり、この島自体が何らかの魔法儀ぎ式しき場であることの証左なのだろうよ」

　そんなことを話しているうちに、一行は指定された場所へと辿たどり着く。

　二人の前には、城のような建物が現れる。

　ニュー・グレートホール。

　そう名付けられた建物の敷地内に一行は足を踏み入れ、玄げん関かん口から内部へと入る。

　入るとすぐそこには、大広間が広がっている。

　その最さい奥おうの壁かべに飾かざられていたのは──

「あ、あれは……ッ!?　円えん卓たく!?」

「いえ、違ちがいますわ、ガウェイン卿。あれはレプリカだそうです」

　ぎょっと驚おどろくガウェイン卿を連れ、フェリシアは奥へと向かう。

　飾られた円卓のレプリカの前には、すでに先客達が集まっていた。

「……ッ!?」

　瑠奈やフェリシアよりやや歳とし下したの、どこかおどおどした日本人少女と……

「……大だい丈じよう夫ぶだ、七なな美み。俺がついている」

　そんな少女を守るように立つ、黒くろ髪かみの年若い少年騎士。

「…………」

　全身を特とく殊しゆ部隊のような軍装で隙すきなく包み、油断なくこちらを警けい戒かいしている銀ぎん髪ぱつ銀眼の美しいロシア人少女と……

「へぇ？　君達が……」

　その隣となりに気楽に佇たたずむ、浅黒い肌はだと頭に巻いたお洒落しやれなターバンが特とく徴ちよう的な、どこかエキゾチックで色っぽい青年騎士。

「ケイ卿……彼らは……？」

「ええ、見知っております。黒髪の少年騎士がパーシヴァル卿、向こうの浅黒い肌のサラセン人騎士がパロミデス卿です。順当ですね。二人とも、非常に強い騎士です」

　パーシヴァル卿は、聖せい杯はい探たん索さくを成功させたガラハッド卿の親友であり、聖杯探索の旅の友だ。聖杯探索の旅から帰還することは叶かなわなかったが……その単純な技量は、円卓の若手スーパーチート、ガラハッド卿にも引けを取らないとまでいわれていた。

　パロミデス卿は、円卓の最強三騎士の一角、トリスタン卿の永遠のライバルだ。最終的に勝ったのはトリスタン卿だが、パロミデス卿はトリスタン卿と何度も、互ご角かくの戦いを繰くり広げてきた。一歩違えば、最強三騎士に名を連ねていたのは、トリスタン卿ではなく、パロミデス卿だったのかもしれない。

「なるほど。相手にとって不足なしということみたいですわね」

　その場の緊きん張ちように当てられたのか、フェリシアが油断なく身構えていると。

　不意に、背後で人の気配がした。

「!?　貴女あなた達は──ッ!?」

「よっ！　おひさ！」

「……ふん」

　玄関口に新たに現れた二人組は──

　月つく読よみ零れい華かもといモルドレッド卿と、ディナダン卿であった。

「……ふん、やっぱり、お前らも来やがったか」

　そんな凜太朗の呟つぶやきと鋭い視線を無視して、その傍かたわらを無言で通り過ぎるモルドレッド卿。

「あー、ごめんね、マーリン。これでもモルちゃん、緊張してんのさ……察してやってくれると助かるかな」

　そして、そんなモルドレッド卿の後を、ディナダン卿がへこへこ笑ってついていく。

「う、うるさいぞ、ディナダン卿きよう！　余計な口を利きくな！」

「へーいへい」

　どうやら、二人は相変わらずのようであった。

「本当にお久しぶりです、先せん輩ぱい方の皆みなさん」

「ああ、お久しぶりだ。まぁ、君なら残ると思ってたよ、パーシヴァル卿。しかし、意外だな……ガウェイン卿はともかく、ケイ卿……君まで残るなんて。奇き跡せきだ」

「あ、貴方は相変わらず口が減りませんね、パロミデス卿……ッ!?」

「お陰かげ様さまでね。僕には成なすべきことがある。負けるわけにはいかないんだ」

「ふうん？　ガウェイン卿……君、なんだか雰ふん囲い気き変わったな」

「それにしても妙みようですね、先輩方。ランスロット卿は？　ラモラック卿は？　トリスタン卿は？　円卓最強三騎き士しの彼らの姿が、未まだ見えないのが気になるんですが……」

「そ、それは……」

《騎士ジヤツク》達も《騎士ジヤツク》達で、旧交を温め合っていると。

「《王キング》の皆みな様さま、ようこそおいでくださいました」

　いつの間にか、壁に飾られた円卓の下に、四人の女達が並んで立っていた。

「私は、エレーン。王の剣けんを折った、とある野放図な騎士の娘むすめ。聖せい剣けん探索の導き手」

「わたくしは、ライル。とある野や蛮ばんな騎士に、最も優すぐれた騎士の剣を奪うばわれし女。聖せい槍そう探索の導き手」

「私は、ニニアン。とある恐おそろしき獣けものの啓けい示じを王にした者。聖せい石せき探索の導き手です」

　現れた女達が、次々と名乗っていく。

「……《王妃クイーン》……ついに……」

　フェリシアが現れた三人の女性達を見み据すえる。

「全員、至宝に纏まつわる物語の登場人物だ。恐らくは、あの女達を《王妃クイーン》として召しよう喚かんするための儀ぎ式しき次し第だいが、これまでの継けい承しよう戦だったんだろうな」

　凜太朗がそう結論すると、三人の女達が口々に話し始めた。

「これから、貴方達には、私達三人が課すそれぞれの試練を受けて頂きます」

「わたくし達三人は、それぞれ、聖剣、聖槍、聖石に、とても縁えん深き乙女おとめ」

「そして、それら至宝は『意識の帳とばり』の向こう側──幻げん想そう界の深層にて眠ねむっています」

「そこで、私達の魂たましいに残る心象風景──私達の深しん淵えんに存在する『異界』を通して、その幻想界に眠る至宝を入手する──それが試練の概がい要よう」

「どうか、心してお挑いどみくださいませ……」

　そんな淡たん々たんとした説明に、パロミデス卿が手を上げる。

「ちょっと待ってくれないかな、美しいお嬢じようさん方。話によれば、《王キング》が六人になることが至宝探索の発生条件であったはず。しかし、ここには五人しかいないぞ？」

「…………」

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達は無言。

（そういえば、それが気になっていましたわ……）

（誰だれか、至宝探索の参加を辞退した《王キング》がいるということでしょうか？）

（そんな……わざわざ不利になるようなことを……？）

　フェリシアとガウェイン卿がひそひそと話すのを尻しり目めに、パロミデス卿が続ける。

「四至宝探索と銘めい打うちつつ、試練が三つしかないのはわかるさ。聖杯探索なんて絶対達成不可能だからね。だから、六人で三つの試練……一つの試練に二人ずつ挑めば公平だったんだ。……このままじゃ不公平なことになると思うのだがね？」

　と、その時である。

「その話だが……俺の《王キング》、久く遠おん寺じ七美は──至宝探索に挑む気はない」

　パーシヴァル卿が、そう宣言した瞬しゆん間かんだった。

　がしゃり！　パロミデス卿の隣に立つロシア人少女が、恐ろしく速い動作でアサルトライフルの銃じゆう口こうを、久遠寺七美へと突つきつけていた。

　当然、パーシヴァル卿が、七美を庇かばうように風のように立ちはだかり──

「こらこら、ミーシャ。ストップストップ」

　パロミデス卿がロシア人少女──ミーシャの構える銃口に手を当てて塞ふさいでいた。

（……速い、ですわ）

　心中で唸うなり、額に冷ひや汗あせを浮うかべるフェリシア。

　パーシヴァル卿も、パロミデス卿も……圧あつ倒とう的に速い。

　ミーシャも人間でありながら、《騎士ジヤツク》にひけを取らない速度と練度──明らかに、職業軍人か何かだ。

　全すべてが何もかも瞬き一瞬の出来事であった。

「こと此こ処こに来て、至宝探たん索さくに参加しない？　貴女……一体、何を企たくらんでいるの？」

　銃を下ろさず、感情もなく、ミーシャが淡々と七美へと問いかける。

（あの銃……）

　フェリシアの知識によれば、あれはＡＫ‐４７カラシニコフと呼ばれる銃のはず。だが、その銃を形作る金属は、金でも銀でもない、不思議で神秘的な光こう沢たくを放っている。

（まさか、アレが、ミーシャという御お方かたの……？）

　そんなフェリシアの前で、ミーシャの問いかけは続く。

「答えなさい。納なつ得とくいく答えがなければ、今、ここでの戦せん闘とうも辞さない。至宝を手に入れてから戦うも、その前に戦うも同じことだから」

　たちまち、場を緊きん張ちよう感が包んでいく。

　だが、パーシヴァル卿は、怯おびえて震ふるえる七美を背に庇いながら、毅き然ぜんと答えた。

「彼女は望んで、アーサー王継承戦に参戦したわけじゃない。巻き込まれて《王キング》になっただけだ……今日、俺達がここに来たのも、他の《王キング》がどのような輩やからなのか、見み極きわめるためだ。他意はない」

「それこそ解げせない話ね。ならば、なぜ、エクスカリバーを破は壊かい・放ほう棄きして、継承戦を辞退しないの？」

　ミーシャがさらに問い詰つめるが、パーシヴァル卿はこう返した。

「放棄したくても、できないんだ。……わかるだろう？」

　すると、ミーシャは、パーシヴァル卿の背に隠かくれる七美の姿を、頭の天辺からつま先まで改めて見やる。

　七美は──武器らしきものを何一つ、持っていなかった。

「……そう。そういうこと」

　すると、何かを納得したのか、ミーシャは銃を下ろした。

「貴女のエクスカリバーの正体は……なるほど、道理で貴女が今まで生き残ってきたわけね……ふん、まあいいわ──」

　ミーシャはそっぽを向き、そのまま、銃口を下ろそうとした──その瞬間だった。

「──とでも言うと思った!?」

　残像するような速度で、ミーシャが横に転がるように跳とぶ。

　跳びながら銃線を確保し、改めて銃口を七美へと向ける。

「不ふ愉ゆ快かいよ！　ここは誇ほこり高き戦士が集う場！　戦う気がないなら死になさい！」

「──ひっ!?」

「くっ!?　させるか──ッ！」

　パーシヴァル卿が剣を抜ぬき放ち、割って入ろうとするが──

「生あい憎にく──」

　そんなパーシヴァル卿へ、パロミデス卿が閃せん光こうような偃えん月げつ刀とうの抜き打ちを仕し掛かける。

「──それがミーシャの意向というなら、僕は従うまでなんだよね？」

「パロミデス卿──ッ!?」

　全ては一瞬の出来事。

　真っ青になる七美へ、ミーシャが容よう赦しやなく引き金を絞しぼろうとして──

　パーシヴァル卿の剣と、パロミデス卿の刀が、真っ向から激げき突とつしようとしていた──

　──その瞬間だった。

　ぎぃいいいいいんっ！

　三条の銀光が、雷らい鳴めいのような金属音と共に、その混こん沌とんを引き裂さいた。

「な──ッ!?」

「ぐぅ──ッ!?」

「……ッ!?」

　呆あつ気けに取られるミーシャ、パーシヴァル卿、パロミデス卿。

「……ぇ？」

　目を瞬しばたたかせる七美。

　ミーシャの銃が、パーシヴァル卿の剣が、パロミデス卿の刀がその手から離はなれ、回転しながら宙を舞まっていたのだ。

　その中心には──

「おいおい、お前ら、ちょっと気が早ぇんじゃねーの？」

　──悠ゆう然ぜんと双剣を構える、凜太朗の姿があった。

「ようやく、待ちくたびれたメインディッシュのお出ましなんだ……デザートはお楽しみに取っておこうぜ？」

「な、何をしたの、貴方……ッ!?」

　ミーシャがじりじりと、下がりながら凜太朗を警けい戒かいした。

「まさか……あの一瞬で、俺達の得え物ものを弾はじき飛ばしたのか……？」

　無手で七美を庇いながら、パーシヴァル卿が驚きよう愕がくに目を瞬かせている。

「……今の太刀筋、見覚えがある。……まさか、君は……？」

　パロミデス卿も痺しびれる手を押さえながら、別人のような氷の視線で凜太朗を睨にらんでいる。

「拾えよ。別にここでドンパチする気はねー……」

　対する凜太朗は、双剣を鞘さやに収めながら、余よ裕ゆう綽しやく々しやくに言った。

「だろ？　王様」

「その通り。ふっ、よくやったわ、凜太朗。褒ほめてつかわす」

　そして、何もしてないくせに、やたら偉えらそうな瑠奈がふんぞり返っていた。

「私が目指すのは、世界一の王よ。こんな不意討うちで決着つけても意味ないし？」

「……貴方達……舐なめているわけ？　敵に情けをかけるなんて……」

　ミーシャが屈くつ辱じよくと怒いかりに顔を歪ゆがめて、瑠奈と凜太朗を睨み付けるが……

「いや……ここは、彼らの厚こう意いに甘んじよう、ミーシャ」

　いつもの人を食ったような調子に戻もどったパロミデス卿きようが、弾き飛ばされた刀と銃をいそいで拾い、ミーシャを宥なだめていた。

「僕らも少々油断が過ぎた。確か、彼女は瑠奈＝アルトゥール……最弱の《王キング》と聞いてはいたが、かなり厄やつ介かいな人がバックについていたらしい」

「……くっ！　そこの貴方ッ！　この借りは、いずれ必ず返させてもらうわ！」

「やれるもんなら、やってみやがれ。お前らごとき三さん下したにできるもんならな」

　未いまだ、空気はぎすぎすとしてはいるが。

　場に張り詰めていた緊きん張ちようは、一応、氷解していた。

「まったく、ひやひやさせてくれますわ」

　フェリシアは、細剣エクスカリバーの柄つかにかけていた手を離し、安あん堵どの息を吐はく。

「……ふん」

　見れば、モルドレッド卿も鼻を鳴らしながら、抜きかけていた短剣エクスカリバーを納めていた。

「話はまとまりましたでしょうか？」

　そんな場の空気を何一つ読まず、《王妃クイーン》の女達が声を上げた。

「いや、まだだ。七美陣じん営えいが抜けたとしても、四人だ。今のままでは……」

　と、パロミデス卿が再び抗こう議ぎしようとすると。

「あっはっはっは！　なら、何も問題ないわ！」

　ここぞとばかりに、瑠奈が胸を張って腕うで組ぐみし、どや顔で宣言する。

「私は、そんな十じつ把ぱ一ひと絡からげの雑魚ざこクエストになんか、まったく興味ないわ！　なにせ──私達は聖せい杯はい探たん索さくに赴おもむくのだからね！」

「「「────ッ!?」」」

　そんな瑠奈の宣言に、ミーシャも、パロミデス卿も、七美も、パーシヴァル卿も、モルドレッド卿も、目を剝むいて言葉を失う。

「……ほう？　これはこれは……」

　ただ、ディナダン卿が楽しげに肩かたを竦すくめて、煙草たばこを燻くゆらせるのであった。

「てなわけで、貴女あなた達ちょうど三人よ？　よかったじゃない、公平で！」

「……ッ！」

　ミーシャが何か訴うつたえたげに《王妃クイーン》達を見やるが。

「……ええ、瑠奈様達だけは、特別にそう取りはからうことになっております」

《王妃クイーン》達を代表して、エレーンが応じた。

「無論、事前に通達した通り、《聖杯》の入手は勝者の条件に入りません。そもそも、聖杯探索は、かのアーサー王すら達成できなかった試練。瑠奈様が《聖杯》を入手することは不可能です。あわよくば入手できても、持ち帰ることは恐おそらく……」

　すると、ミーシャが瑠奈を冷たく睨み、淡たん々たんと告げた。

「どういう裏があるかは知らないけど、勝負を捨てたようね？　最弱の《王キング》、瑠奈＝アルトゥール。一発逆転狙ねらいのやけっぱち？　少し強い部下がついてるからって、調子に乗っているの？」

「別に勝負を捨てたわけじゃないし、やけっぱちでもないわ。そもそも、私、《聖杯》なんてチートカップ、別に要いらないし」

「はぁ!?　じゃあ、何のために聖杯探索へ!?」

　頭の後ろで手を組んで口笛を吹ふく瑠奈へ、ミーシャが啞あ然ぜんとする。

「ちょいと野や暮ぼ用でね？　まぁ、これが私の王道ってやつ？」

「ふ、ふんっ……好きにするといいわ。精せい々ぜい、後こう悔かいしないことね」

　もう話は終わりだとばかりに、忌いま々いましげなミーシャが瑠奈へと背を向けた。

「それでは……今から、探索試練に通じる異界への門を開きます」

　そして、三人の《王妃クイーン》達は、ホールの三方に分かれ、離れて立った。

「私が誘さそうは聖せい剣けんの試練。王の傲ごう慢まんを打ち砕くだいた、とある騎き士しの物語」

「私が誘うは聖せい槍そうの試練。力に魅みせられ、翻ほん弄ろうされ、身を滅ほろぼした、とある騎士の物語」

「私が誘うは聖せい石せきの試練。不和と滅びを象しよう徴ちようする、とある獣けものを追う物語」

《王妃クイーン》達が手を組み、祈いのりを捧ささげるように何事かを呟つぶやくと。

　その身体からだが淡あわく発光し始め、やがて、《星気光オーラ》の粒りゆう子しが立ち上り、辺りを眩まばゆく照らし始める。

　やがて、その光の粒子が寄り集まり──《門》を形成した。

　それぞれの異界に通じる《門》だ。

　準備を終えた《王妃クイーン》達は目を開き、《王キング》達へと振ふり返る。

「さて、一体、どの試練に挑いどまれますか？」

「深く考える必要はありません……心のまま、魂たましいのままに足をお進めください」

「それがきっと──貴方あなたの成すべき試練なのですから──」

　そんな、《王妃クイーン》達の誘いに、フェリシア達は──……




　──その時。

　人工島アヴァロニアの某ぼう所しよにいる魔ま女じよは、にっこりと笑っていた。

「はい。ついに……至宝探索が開始されました」

　夜の深海よりも昏くらい歓かん喜きに満ちた顔で、艶えん然ぜんと嗤わらっていた。

「つまり──終わりの始まりですわ」




　────。




「さて、フェリシア達、行っちゃったわね」

　それぞれの《王妃クイーン》達と一いつ緒しよに、異界へ向かったフェリシア達を見送った後。

　瑠奈と凜太朗、ケイ卿の三人は、指定された場所へと向かっていた。

　向かった先は、第九エリアのリゾートビーチの外れにある港地区だ。

　とある港の桟さん橋ばし付近に、凜太朗達はやって来ている。

　眼前に広がる雄ゆう大だいな海の水平線。凪なぎのためか、打ち寄せる波は穏おだやかだ。

　人々の喧けん噪そうは遠く、閑かん散さんとしており、港には船の一隻せきすらない。

「本当にこんなところに、聖杯探索の入り口があるの？」

　瑠奈が、額に手のひらを当てて、岸がん壁ぺきから半ば身を乗り出しながら、きょろきょろと水平線の向こう側を見み渡わたしている。

「おい、やめろ。落ちるぞ？」

　凜太朗はそんな瑠奈の肩を摑つかみ、溜ため息交じりに引き戻した。

「……それにしても……海か」

「ん？　どうかしましたか？　凜太朗。海がどうかしましたか？」

　どこか憂ゆう鬱うつな凜太朗に、ケイ卿が小首を傾かしげて問う。

「いや、そのなんだ……最近、海にはいいイメージがなくてな……トラウマもあるし」

　凜太朗達が、そうこうしていると。

「……？　霧きりが出てきたな」

　少しずつ、少しずつ、凜太朗達の視界が白ずんでいく。

　沖おき合あいから微び風ふうに乗って霧がやって来て、まるで煙けむりのように凜太朗達を包み始めたのだ。

　霧は濃こくなっていく。どんどんと濃くなっていく。

　視界は白く白く染まり……やがて、日の光も遮さえぎり始めて、辺りは薄うす暗ぐらくなっていく。

　どう考えても、ただの霧じゃない……凜太朗達がそう思った、その時であった。

　不意に、濃のう密みつな霧を真っ二つに裂いて、一隻の船が桟橋に漕こぎ着いたのだ。

　いわゆる近代的な船ではない。オーク材で作られた、古風な帆はん船せんだ。

　肝かん心じんの帆ほも一本のマストで一枚の横帆を備えるのみであり、この構造では一いつ般ぱん的な帆船のように、風上に向かって航海することなど不可能だろう。

　今の時代となっては、あまりにも時代錯さく誤ご感のある船であった。

「な、何これ？」

　瑠奈達が戸と惑まどっていると。

「ようこそ、おいでくださいました」

　不意に瑠奈達の背後から声がかかる。

　深い霧の中から、二人の人ひと影かげが幽ゆう霊れいのように姿を現していた。

　一人は、どこか儚はかなげな印象の少女だ。蜂はち蜜みつ色の美しい金きん髪ぱつ、清せい廉れんなる雪のように白く透すき通る肌はだ、妖よう精せいのように楚そ々そとした顔立ち。華きや奢しやだが優美な線を描えがく肢し体たいに、極ごく薄うすの衣ころもをゆるりと纏まとい、月げつ桂けい樹じゆの髪かみ飾かざりを頭に身につけている。

「私は、ディンドラン。三人の聖杯騎き士し達の同行者。聖杯探索の導き手です」

　静かに一礼して、少女は名乗った。

　見た目通り、物もの腰ごし穏おだやかで控ひかえめ。まるで男の理想を体現したような乙女おとめであった。

　そして、もう一人は……

「…………」

　奇き妙みような人物であった。

　全身をすっぽりとフード付きマントで覆おおった、旅人と思おぼしき人物である。

　目め深ぶかに被かぶったフードのため、顔はよくわからない。体格も良くわからない。

「……………………」

　ディンドランと名乗る少女と違ちがい、名乗りすら上げず無言を貫つらぬいているため、声質から男女の判別をつけることもできない。不気味だ。

「私達が《聖杯》への道のりをご案内いたします。よろしくお願いします、皆みなさん」

「おい、ちょっと待てや」

　早さつ速そく、踵きびすを返して船へと乗り込もうとする二人を、凜太朗がジト目で呼び止める。

「ディンドランと言ったな？　お前が聖杯探索を主しゆ催さいする《王妃クイーン》だってのはわかる。だが、なんだ、そのおまけは？」

　凜太朗はフードマントの人物を指さす。

「全然、聞いてねえぞ？　船が出てきたり、おまけがついてきたり……随ずい分ぶんと他の試練と様子が違うじゃねえか」

「それだけ、貴方様がたが挑む試練……聖杯探索は〝特別〟なのです」

「……………………」

　そして、凜太朗のいかにも訝いぶかしむような視線を受けても、フードマントの人物は無言を貫いたままだ。

　まるで、凜太朗達の何かを値ね踏ぶみしているような……そんな雰ふん囲い気きだ。

「この御お方かたは、審しん判ぱん者です」

　すると、ディンドランがそのように、その謎なぞの人物を紹しよう介かいする。

「……審判者？　なんだそりゃ？　どういう意味だ？」

「お気になさらないでください。貴方がたは、ただ己おのが魂の赴くまま、聖杯探索に挑んでください。それが、きっと良き結果をもたらすと思います」

　そう言うと、ディンドランは、呆あつ気けにとられる一同を尻しり目めに桟橋を進み……タラップの板上を通り、そこに停てい泊はくした古風な帆船へと乗り込んだ。

「あ、おい……ッ!?」

「……………………」

　その謎の人物も、無言で踵を返し、ディンドランに続いて船へと乗り込んでいく。

「……凜太朗」

「ああ、行くしかねえようだな」

「そのようですね」

　頷うなずき合い、三人はディンドランの後に続き、船に乗り込むのであった。




　凜太朗達が乗り込むと、船はまるで滑すべるように出港する。

　勝手に風が吹き、船を沖合へと独りでに押し進めていく。

　いつの間にか霧は晴れ、どこまでも広がる大海うな原ばら、空と海を隔へだてる水平線。

　風は穏やかで波は低く、天上から降り注ぐ陽光が、波間に美しく乱反射する。

　まさに、絶好の航海日和びより。

「うわーっ！　すごーい！　ケイ卿きよう、見て見て、すごーい！」

「こ、こら！　瑠奈！　危ないですって!?」

　瑠奈は大はしゃぎで、帆船のあちこちを行ったり来たりしている。きっと、こんな古風な船による航海が珍めずらしいのだろう。

「ったく、ガキか、あいつは……」

　凜太朗は、そんな瑠奈の様子を呆あきれたように横目で追う。

「……悪いな、やかましい連中で」

　凜太朗は、帆船の先せん端たん──船首に立って前方を見み据すえている謎のマントの人物へと、声をかける。

「……………………」

　だが、やはり、その謎の人物は無言。

　潮風にばさばさとマントを嬲なぶらせるまま、じっと前方を見据えるだけだ。

　まるで銅像に、マントを羽織らせただけだとも錯さつ覚かくするほど微び動どうだにしない。

　……不気味であった。

「なんなんだ、お前は……口を利きいちゃいけねえ縛しばりかルールでもあんのか？」

　すると。

「……真神凜太朗。貴方あなたはなぜ、《聖杯》を求めるのでしょうか？」

　その人物は凜太朗に背を向けたまま、不意にそんなことを呟いていた。

（この声……女か？）

　凜と鈴すずが鳴るように澄すんだその声は……確かに、少女のものであった。

「お前、口利けたのかよ……だったら──」

「なぜでしょうか？」

　凜太朗の文句を塞ふさぐように、謎の少女が淡たん々たんと問いかけてくる。

　まるで、何かを試ためすように。見み極きわめようとするかのように。

「…………」

　そこに何らかの意図を感じた凜太朗は、しばらくの間、考えて……

「……那な雪ゆきを……俺達の大事な友人を助けるためだ」

　……素す直なおに、自分の胸の内を吐と露ろした。

　すると。

「……そう」

　謎の少女は、ほんの少しだけ微笑ほほえんだような雰囲気を、その背に滲にじませて言った。

「……その初心……どうか、忘れないでね」

　そして、それっきり。

　少女は再び、何も言わなくなってしまった。

　潮風をマントを嬲るに任せ、海の向こうを黙だまって見据え続けるだけだ。

（一体、なんなんだこいつは……？）

　呆れるしかない凜太朗である。

　だが、そんなやり取りをしていても、凜太朗は周囲への警けい戒かいを微み塵じんも緩ゆるめていない。

　もう、すでに聖せい杯はい探たん索さくは始まっているのだ。

　ここはすでに異界。いつ、何が起きるかわからないのだ。

（まぁいい。海かい魔まだろうが、飛ひ竜りゆうだろうが、なんでも来やがれ。《聖杯》の前に立ちはだかるやつらは全部、俺が叩たたき斬きってやるぜ。瑠奈達は俺が守る。これ以上、誰だれかを失ってたまるかよ……）

　…………。

　だが、そんな風に身構える凜太朗とは裏腹に、船は拍ひよう子し抜ぬけするほど何事もなく、実にゆっくりと大海原を進んでいき……

　やがて、日は南中を過ぎて傾かたむき……水平線を真っ赤に燃やしながら沈しずんでいき……

　いつしか、辺りには深い夜の帳とばりが降りていた。

　昼間の美しく楽しげな海の顔はどこへやら。今は闇やみ色に染まる深しん淵えんそのものだ。

　船ふな床どこの板一枚隔てた先に広がっているのは、地じ獄ごくの釜かまの底のように思えた。

「……ねぇ、凜太朗。今日はもう休みましょう？」

「だな……」

　それを恐おそれるように、瑠奈達は甲かん板ぱんの階段を下り、船室内へと引っ込むのであった。

　フードマントの謎の少女は……いつのまにか、忽こつ然ぜんと船上から姿を消していた。




「へぇ～？　中はそれなりに、綺き麗れいじゃない？」

　船室内に入ると、ランプの灯火によって照らされるそこは、こざっぱりと片付けられており、ベッドが三つあった。

「ふうん？　ベッドは三つ……可哀かわい想そうに凜太朗……貴方だけは床ね！」

「おい、待て。……いや、まぁ……別にいいけどよ……」

　哀あわれむように肩かたを叩いてくる瑠奈に、凜太朗が頰ほおを引きつらせる。

　いつの間にか忽然と姿を消したあの謎の少女の行ゆく方えが気になるが、ディンドランが何も言げん及きゆうしない以上、気にしても仕方ない。

　つまり、男一人に、女三人ということになる。

　凜太朗が床……そういう配置になるのは仕方ない話であった。

「ま、貴方が〝今後、瑠奈様を絶対的に敬って服従します、だからお願いします！〟　と土下座して頼たのむなら、心優やさしくて寛かん大だいな王たる私は、えーと、その……わ、私と一いつ緒しよのベッドに寝ねることを、きょ、きょ、許可してあげてもいい──」

「せめて、ハンモックか何かねえかなー？」

「ガン無視!?」

　そんな風に、凜太朗が辺りをきょろきょろと見回していると。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、凜太朗様。私に睡すい眠みんは必要ありません。どうか、貴方もベッドでお休みください。先は長いのですから」

　ディンドランは薄く微笑んで、そう凜太朗に促うながした。

　そして、しずしずと船室を退出していく。

「お、そうか？　なら、遠えん慮りよなく……」

　それを受けて、ごろんとベッドの一つに寝っ転ころがる凜太朗。

「ふん、よかったじゃない、凜太朗……」

　頰ほお杖づえをついて、凜太朗の隣となりのベッドに寝そべる瑠奈は、なぜか不ふ機き嫌げんそうに脚あしをばたばたさせていた。

　……と、その時だ。

「……あれっ？」

　ケイ卿の変な声が上がった。

「どうした？」

　ごろんと、ベッド上の凜太朗がケイ卿の方を向く。

　するとケイ卿は、自分のベッドを何か訝いぶかしげにまさぐっていた。

「いえ、今、何か……ベッドに腰こしかけた途と端たん、お尻しりに硬かたい感かん触しよくが……？」

　ケイ卿がベッドのシーツをめくりあげる。

　すると……

「何でしょう？　これ……剣けん？」

　……柔やわらかなベッドに埋うもれるように、一ひと振ふりの抜ぬき身の剣が隠かくされていた。

「って、怖こわっ!?　なんでこんな所にこんな物が……ッ!?」

「見せてみ？」

　ケイ卿は、抜き身の剣を凜太朗へ渡わたす。

「……普ふ通つうの剣だ。何の変へん哲てつも魔法の力も感じられねえ。こんな意味ありげに隠されておきながら、びっくりするほど何もねえ……ここまで何もねえと逆に凄すげぇ」

「そ、そうですか……」

　凜太朗から剣を受け取り、ケイ卿はしばらくの間、その剣を見つめる。やがて興味を失ったのか、その剣を溜ため息交じりに傍そばの壁かべへと立てかけた。

「まぁ……今日はもう寝ようぜ？　聖杯探索に、どれだけ時間がかかるのかもわからねえんだしな。今は、体力を温存しておこうぜ？」

「……わかったわ」

「そうですね、それがいいと思います」

　こうして、部屋内のランプを消し、三人は眠ねむりにつく。

（いよいよ聖杯探索が始まった……待ってろよ、那雪……）

　凜太朗は頭の後ろで手を組んで寝そべり、天てん井じようを見つめながら考える。

（どんな困難があろうが……俺は必ず《聖杯》を手に入れて、お前を助ける……）

　そう固く誓ちかう。

（……《聖杯》……そうだ……《聖杯》さえあれば……俺は……）

　取り戻もどせる。瑠奈が居て、ケイ卿がいて、エマがいて、フェリシアがいて、ガウェイン卿がいて……そして、那雪がそこにいる。

　そんな、喧やかましくも楽しい日々を……〝俺の居場所〟を取り戻せる。

（……《聖杯》さえ……あれば……）

　そんなことを強く思いつつ、凜太朗はゆっくりと目を閉じるのであった……




　…………。

　……凜太朗は、夢を見る。




「あははははっ！　来い！　来いよ!?」

「えいっ！　えいっ！　えーいっ！」

　そこは、いつか、どこかの懐なつかしい海外の田舎町の町外れ。

　針葉樹の雑ぞう木き林の奥深くで、六、七歳ほどの二人の幼い子供達が遊んでいる。

　一人は、黒くろ髪かみ短たん髪ぱつの、いかにも生意気盛ざかりな日本人少年。

　もう一人は、金髪碧へき眼がんの、いかにも勝ち気そうなイングランド人少女だ。

　そんな二人が、木の枝を剣に見立て、ちゃんばらゴッコに興じていた。

「やぁああああーーッ！」

　否いな、ゴッコというのは語ご弊へいがあるかもしれない。

　そう称しようするには、二人のちゃんばらは、あまりにも高次元で本格的だ。

　少女は、すでに相当の剣の修練を積んできたのだろう。

　両手で木の枝を握にぎりしめ、全身の発条ばねを使って放たれるその打ち込みと連続攻こう撃げきは、並の大人では三手と受けられないほど速く、鋭するどい。

　恐らく、少女は剣の天才と呼ばれる類たぐいの者なのだろう。

　だが、そんな少女が繰くり出す攻撃を──

「あっははははははーーッ!?　どうしたどうした!?」

　左右の手に一本ずつ枝を持った少年が、疾しつ風ぷうのように枝を動かして、捌さばき続ける。

　剣の修練の跡あとが見える少女と違ちがい、少年の剣はデタラメの無手勝流だ。

　恐らく、剣を握ったのはつい最近……下手すれば、今日が初めてかもしれない。

　なのに、少年は少女を圧倒している。

　少女の連続攻撃を全すべて見切って、弾はじいて、捌いて、かわし、受け止め、受け流して──

「っと！」

　ぴしっ！　少年が鞭むちのように振ふるった右の枝が、少女の脇わき腹ばらを叩く。

「きゃん!?　痛っ！」

「へへーん、俺の勝ち～～ッ！」

　幼さ特有の甲かん高だかい声で、少年が勝ち誇ほこって。

「あああああああんっ！　また、負けたぁあああああーーッ！」

　少女が地じ団だん駄だを踏ふんで悔くやしがる。

「まだまだだなぁ？　■■」

「リンタロ、ずるいっ！」

「ずるいってなんだよ？　お前が弱いのが悪いんだろ？」

「ち、違うもん！　リンタロは絶対、ずるしてるもんっ！　だって、私は王さまになるんだもん！　だから、ずっとシュギョーしてたんだもん！」

「うーん、たまに、お前が言う王さまってのが、よくわかんねーな……」

「だから、私が負けるわけないんだもん！　今まで私に勝てる子なんていなかったし、大人にも負けなかったもん！　だから、リンタロ、絶対、ずるしてるもんっ！」

「へんっ！　今までお前の周りにいたのがザコだけだったんだろ？　で？　どうするんだ？　まだやるのか？　やらねーのか？　降参か？　王さまよう？」

「……やるもん」

　むっとして少女が立ち上がり、木の枝の剣を構える。

「次こそ勝つもん……」

「へへへっ、そうこなくっちゃあな」

　少年も生意気そうに嗤わらって、木の枝の剣を構える。

「たぁああああああーーっ！」

「へっ！　来いよ！」

　こうして。

　再び、子犬同士がじゃれ合うような、二人の少年少女の殺た陣てが始まる──




　…………。

　……しばらくして。

「へへーん！　楽勝～～っ！」

　少年は、少女を容よう赦しやなくぼこぼこにして。

　いつしか、少女は完全に戦意を喪そう失しつしてしまったのか、へたり込んでしまっていた。

「これで通算17勝０敗～っ！　俺の、完　全　勝　利！　どうだ!?　■■！」

　少年は、押し黙だまる少女を前に、無む邪じや気きに勝ち誇る。

　無理もない。ちょっと気になる可愛かわいい子は虐いじめたくなる……そんな年とし頃ごろだ。

「あ……」

　だが、そんな少年でも、さすがに調子に乗ってやり過ぎたと気付いたらしい。

　さきほどから、俯うつむいて黙ったままの少女の姿に、とたんにおろおろし始める。

「え、ええと……その、ごめんな……俺、つい本気出しちまって……」

　可愛い子は虐めて気を引きたいけど、嫌きらわれるのも嫌いやだ。

　そんな年相応のジレンマに、少年が狼狽うろたえていると。

「……ぃ」

　少女が、俯いたままぼそりと呟つぶやいた。

「え？　なんだ？」

　上手うまく聞き取れず、少年が目を瞬しばたたかせていると。

「リンタロすごいっ！」

　突とつ然ぜん、少女が立ち上がり、目をきらきらさせながら少年に詰つめ寄る。

　いきなり互たがいの吐と息いきが感じられる至近距きよ離りまで顔を近付かれて、少年は微かすかに頰を赤らめながら戸と惑まどった。

「すっごく悔しいけど！　リンタロすごいっ！　私、全然、敵かなわなかった！　完全に負けちゃった！　リンタロって、どうしてそんなにすごいの!?」

「どうしてって言われても……なんとなく？」

「むむむむ……ッ！　なんか、ムカつく！　でも、本当にすごい……ッ！」

　少女は表情をくるくると変えながら、少年を褒ほめ称たたえる。

　やがて、こんなことを言い出すのであった。

「うんっ！　わかったわ、リンタロは合格ね！」

「は？　合格？」

「そうよ！　リンタロを、私の一の家臣にしてあげる！　うれしいでしょ!?」

「はぁあああああーーッ!?　なんでだよ!?　なんで、俺がお前なんかの家臣にならなきゃいけないんだよ!?」

「だって、私、そのうち、世界一の王さまになるんだよ？　そんなすごい私の一の家臣になれるなんてうれしいでしょ!?」

　そんな少女の言いぐさに、少年は啞あ然ぜんとするしかない。

「ふふん、確かに、リンタロは私より強いわ！　でも、そんなリンタロが私の家臣になれば、リンタロの力は私のものよ！　これが、王のウツワってやつなの！」

「へっ！　うるせえな！　だーれが、お前みたいな弱いやつに従うかよ！」

　だが、素す直なおじゃない年頃の少年は、あかんべしながら、少女の誘さそいを突つっぱねる。

「俺を手下にしたけりゃ、一回くらい、俺に勝ってから言えっての！」

「むっきーっ！　言ったわね!?　じゃあ、もう一回、勝負よ！」

　さきほどまで笑っていたかと思えば、今度は顔を真っ赤にして、怒おこってみせる少女。




　それは、今となっては忘れてしまった、懐かしい日々。

　名前すら思い出せない、とある少女との思い出。

　だが、そんな楽しい時間はあっという間に過ぎ去っていき──

　やがて、別れの時が近付いてくる。




「やだやだやだやだ！　もっと、貴方あなたと一いつ緒しよに居たい！　遊びたい！」

　別れの日が目前まで迫せまった、ある日。

　少年の前で、少女が大泣きして喚わめき散らしていた。

「帰っちゃ、やだ！　帰らないでよ!?　どうして帰っちゃうの!?」

「わ、わがまま言うなよ……最初に言ったろ……俺が、こっちに滞たい在ざいするのは一ヶ月だけだって……」

　少年は泣きじゃくる少女の前で、いかにも面めん倒どう臭くさそうに言い放つ。

（ああ、本当は……俺だって、帰りたくなかったんだ。こいつと一緒に居たかった……）

　だが、素直になれない年頃だ。

　少年は、ぶっきらぼうに少女を突っぱねることしかできない。

　当時は、互いに携けい帯たいを持つような歳としではなかったし、少年は両親の仕事の都合で、各地を転々とし住所不定。少女の家は、少女が少年と関かかわるのを酷ひどく嫌った。

　この時の二人の別れは、絶対的で永遠なものだったのだ。

「やだーーーーーッ！　このままお別れなんて嫌だっ！」

「うるせえな！　仕方ないだろ!?」

「ぐすっ……ひっく……うわぁああああああああん……ぁあああああん……」

　あんまりにも、少女がぐずるから……

「わかった、わかったよ！　えーと、お前……なんだかよくわかんねーけど、将来、王様になるんだろ？」

「うん……ひっく……」

「で、お前……この一ヶ月、何かことあるごとに、私の家臣にしてやる、私の家臣にしてやるって、俺にしつこく言ってたな？」

「うん。全然、家臣になってくれなかったけど……ぐすっ……」

「……なってやるよ」

「えっ？」

「いつか、お前が世界一の王様になったらな」

　……少年は、そう約束したのだ。

「……ほ、本当に？」

「ああ、約束してやるよ。ただし、この俺を家臣にできるほどの王様だぜ？　お前がよっぽどスゲェ王様になってねーと、家臣になんかなってやんねーからな!?」

（いかにも、面倒臭そうにそう言ったが、俺は満まん更ざらでもなかったんだよな……）

　むしろ、そんなことで、あの少女の隣となりに居られるなら、お安い御ご用ようだった。

　ただ、素直になれなかったのだ。

　だから──

「うん……その時は、貴方を……私の家来にしてあげるわ！　凜太朗！」

　──そんな、少女の涙なみだに濡ぬれながらも花のような笑顔を見た俺は。

　どこか舌っ足らずな少女が、ようやく人の名前をまともに呼んでくれたその時、俺は。

　不思議なほど、気持ちが昂こう揚ようして、心臓が高鳴って。

　だから──誓ちかったのだ。

　幼心に、単純に、そう思ったのだ。

「へん、任せておけ！　約束してやる！　いつか、俺は、世界一の王様となったお前のところに、颯さつ爽そうと駆かけつけてやるよっ！　待ってろよっ！」

　──そう、■■が世界一の王様になるなら。

　俺は、世界一の家臣にならなきゃなって。だから──……




　……■■と別れた後。

　俺は──頑がん張ばった。

　無邪気に、どんな分野でも一番になることを目指した。

　何をやっても、どんなやつにも、ひたすら負けないように頑張った。

　だって、俺は世界一の王様に仕えてやるのだ。

　そんな凄すごい王様に仕える家臣は、世界一の凄い家臣じゃなきゃ駄だ目めだろう？

　幸い、俺の前世はどうも、マーリンとかいう魔ま法ほう使つかいらしかった。

　前世の記き憶おくが戻もどる都度、俺はどんどん人ひと離ばなれした力を発揮できるようになった。

　老ろう若にやく男なん女によ問わず、誰だれもが俺に敵わなくなった。

　俺は、誇らしかった。

　これで、■■のやつに相応ふさわしい、世界一の家臣になれるだろうって。

　…………。

　……だが。

　ある時、俺は、ふと気付いたのだ。

　いつしか、自分を見る周囲の目が、なんだか場ば違ちがいな化け物を見るような目になっていたことに。

　おかしいな、あいつなら、きっとこんな俺を、凄いと認めてくれるのに……なんでこいつらは認めてくれないんだろう？　なんでそんな嫌な目で見るんだろう？

　それでも、俺は頑張った。

　頑張って、頑張って、頑張って、頑張り続けた。

　俺は、あいつの、世界一の家臣になるのだから。だから、頑張らないと。

（……俺は、あいつのために……）

　でも、頑張れば、頑張るほど……俺は孤こ立りつし、孤こ独どくになっていくのだ。

　皆みなから嫌われ、疎うとまれ、嫉そねまれ、罵ば倒とうされ……

　やがて、両親からも見捨てられ……

　苦しいけど、辛つらかったけど、それでも頑張った。頑張り続けた。

　我が武む者しや羅らに、無我夢中で、走り続けた。

（そうだ……俺はあいつのために……、……でも、あいつって誰だったっけ……？）

　それでも、走り続けた。

　こうして、俺は孤独になっていった。

　…………。

　……気付けば。

　学校から家に帰り、両親が手紙一つ残して消えていた時。

　俺はふと我に返り、気付いたのだ。

　あまりにも脇わき目めも振ふらずに、真まっ直すぐ駆け抜ぬけ続けてきたから。

　振り返ることなく、顧かえりみることなく、走り続けてきたから。

　自分が一体、何のために、誰のために、頑張ってきたのか。

　俺は──わからなくなっていた。

　あまりにも辛いことが多すぎて、原初の心を思い出せなくなっていた。

（俺は……一体、何のために……？　誰のために……？）

（そもそも、俺は……何になりたかったんだっけ……？）

　俺は何もかも、失っていた。夢も。希望も。

　俺は──空っぽだった。

　この世界は、灰色だ。何もかもがつまらない。

　欲ほしいものなんか、何もなかった。望みなんか何もなかった。

　何もかもが虚むなしい。

　この世界に、俺の居場所なんか……なかったんだ……




　…………。




「────ッ!?」

　がばっ！　と凜太朗が身を起こす。

　嫌いやな夢を見てしまったらしい。全身に気持ち悪い汗あせをかいている。

　周りを見れば、隣のベッドで瑠奈やケイ卿きようが寝ね息いきを立てている。

　船室の窓を見れば、真っ暗。

　まだ、真夜中だ。寝入ってからそう時間は経たっていまい。

　頰ほおに冷たい感かん触しよくを感じ、凜太朗は目元を拭ぬぐう。

「……泣いていたのか、俺は……？」

　ひたすら気分が悪い。

「くそ……なんで、今さらこんな夢を見るんだ……？」

　とにかく、再び寝直す……という気分ではない。

「……ったく……やれやれだぜ……俺ってこんなにナーバスだったっけ……？」

　凜太朗は、気分直しに夜風に当たろうと、ベッドから降り、そっと船室を抜け出すのであった。




　ぎぃ……ばたん。




　──凜太朗が出て行った後。

　ベッドに横たわり、眠ねむっていたはずの瑠奈が、ぱちりと目を開いた。

　凜太朗の気配が遠ざかっていくのを感じながら、瑠奈は懐ふところから何かを取り出す。

　それは──古びたサンザシのケルト十字のお守りだ。

「……凜太朗……貴方……」

　瑠奈は、そのお守りを、どこか切なげな目で見つめ……ぎゅっと握にぎりしめて。

　そのまま、再び目を閉じるのであった。




「…………」

　凜太朗が、船ふな縁べりの手すりに寄りかかり、夜の海を見つめている。

　月明かりもない、魔物そのもののような真っ暗な海。

　冷たい風が、凜太朗の身体からだから容よう赦しやなく熱を奪うばっていく。

「……そうだったな……夢のおかげで思い出したぜ……俺は……あいつのために、色々と一人無茶をやってきたんだっけ……まったく、バカな話だ……」

　最も早はや、顔も名前も思い出せない、あいつ。

　あいつのために駆け抜けた少年時代。ガキの頃ころのほろ苦い思い出だ。

　波の揺ゆれに身を任せ、凜太朗は深く霧きりのかかった記憶の向こう側を見み透すかそうとする。

　あいつの顔を、名前を……思い出そうとする。

　なんだか、すぐにでも思い出せそうな気もするのだ。

　案外、答えは本当にすぐ近くにある……そんな気もするのだ。

　だが、どうしても……あいつのことは思い出せなかった。

　夢のおかげで一時的に思い出した記憶は、徐じよ々じよにあやふやになっていく……

「ふん……あんな昔の、クソガキだった頃の話なんかどうでもいい……今の俺は違う……あの頃とは違うんだ……ッ！」

　胸の奥に、妙みように渦うず巻まき始めた不快な感覚に、苛いら立だってしまう凜太朗。

「大体、今はそれどころじゃねえだろ!?　那雪を救うんだろ!?　しっかりしろよ、俺……ッ！　こんなナーバスなことでどうする……ッ!?」

　それを振り払はらおうと、凜太朗が頭を振っていると。




『そうだよ、凜太朗君……』

『凜太朗君は、もう……一人じゃない……』




　ふと、凜太朗は誰かに呼ばれたような気がして、顔を上げた。

「……誰だ？」

　凜太朗は剣けんの柄つかに手をかけ、周囲を油断なく警けい戒かいする。

　だが、誰もいない。

「いや……でも、今、確かに、声が……」

　しかも、幻げん聴ちようや錯さつ覚かくでなければ、今の声は……

『凜太朗君……ここだよ、ここ……私はここにいるよ……』

　再び、声が聞こえた。すぐ近くから聞こえた……気がした。

「……まさか……？」

　凜太朗は、ポケットから小さな革かわ袋ぶくろを、恐おそる恐る取り出した。

　その中には、先日、ヴィヴィアンを強きよう襲しゆうした時に回収した、那雪の《妖よう精せい晶しよう核》の破は片へんが入っている。

　見れば──小こ袋ぶくろは仄ほのかで柔やわらかな光を上げて、点てん滅めつしていた。

「……こ、これは……ッ!?」

　凜太朗君が、信じられない思いで、その小袋を見つめていると……

『……凜太朗君……』

　凜太朗の背後から、はっきりと声がかかった。

「～～～ッ!?」

　凜太朗が、警戒するのも忘れて、背後へ振り返る。

　途と端たん、凜太朗の泣きたいような、笑いたいような複雑な表情に歪ゆがむ。

「……お前……そうか……異界ここなら、そういうこともあるのかもな……」

　そこに、ちょこんと、穏おだやかな笑えみを浮うかべて佇たたずんでいた少女は──……




　…………。




　……朝。

　窓から陽ひの光が差し、船室内を明るく照らしている。

「ふぁー……よく寝たぁ……おはようございます！」

　ケイ卿が、ベッドから身を起こし、ん～～っ！　と伸のびをする。

　と、そんなケイ卿に。

「…………おはよ……」

　どこか物もの憂うげな様子の瑠奈が、曖あい昧まいに挨あい拶さつをして。

「ははっ！　ったく、いつまで寝てんだよ？　気ぃ抜けすぎじゃねーか？」

　どこかさっぱりと明るい様子の凜太朗が、にやりと笑いかけた。

　然さ程ほど、鋭するどくないケイ卿でも、わかる。

　……なんか、二人の様子が妙だ。

「……あれ？　ど、どうかしましたか？　二人とも」

「…………別に」

「いや、何もねーぞ？　なんでだ？」

　やはり、瑠奈は妙に暗く、凜太朗は妙に明るい。

「……………………」

　ケイ卿は、そんな二人の様子をしばらくの間、じっと見つめて。

　やがて、何かを得心したように、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ぁあああああああああああああああーーッ!?　ま、ままま、まさかッ!?」

　ケイ卿は、ベッドから、ばっ！　と飛び降り、瑠奈のもとへと駆かけ寄る。

　そして、涙なみだ目めで瑠奈の身体中をまさぐり始めた。

「そ、そういうことですね、瑠奈!?　貴女は寝ている間に、凜太朗に貞てい操そうをッ!?　くっ、なんてマニアックで外げ道どうなプレイをッ！　申し訳ありませんッ！　私が隣となりにいながら、そのような卑ひ劣れつな暴行を防げなかったなんて！　このケイ卿一生の不覚──」

「どういうことよぉおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

「──ぎにゃああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　瑠奈が、ケイ卿の身体を抱かかえ、ジャーマンスープレックスで後方へ叩たたき付けていた。

「……何やってんだか……」

　そんな二人を呆あきれたように流し見る凜太朗。

　とまぁ、そんなこんなで。

「ったく、どういう早とちりなのよ!?」

「す、すみません……」

　ベッドに座って、しゅんと小さくなるケイ卿を、瑠奈がガミガミ説教していた。

「だ、大体、私と凜太朗は、主君と家臣よ!?　そ、そんな、貴女あなたが妄もう想そうしているような下世話な展開、あり得るわけないじゃない!?」

「で、でも……最近の瑠奈って、凜太朗に強ごう引いんに押し倒たおされたら、わりとあっさり落ちちゃう気がして……」

「何　か　言　っ　た!?」

「ずみまぜんッ!?」

　瑠奈の修しゆ羅らの形相に、ケイ卿が真っ青になって震ふるえ上がった、その時だった。

「……痛っ」

　ケイ卿が、不意に右掌てのひらを押さえて、顔をしかめていた。

「……？　どうしたの？」

「い、いえ……何か、急に右掌に鋭い痛みが……？」

　ケイ卿が自身の右掌を覗のぞき込む。だが、特に変化はない。

「何かで手を切ったかと思ったんですが、どうやら、気のせいだったみたいです」

　狐きつねにつままれたような気分で、ケイ卿は右掌を見つめるのであった。

「おーい、お前ら。バカやってねーで、とりあえず、メシにしようぜ？　ディンドランの話によれば、目的地も近いらしいからよ」

「そ、そうね。とりあえず、腹ごしらえしましょう」

「……はい」

　こうして。

　色々と気になることを、三者三様に抱えつつ。

　凜太朗達は、船室を後にするのであった──








第四章　聖せい杯はいの在処ありか









　凜りん太た朗ろう達を乗せた船はやがて、とある島へと辿たどり着く。

　見み渡わたす限りの平原と雑ぞう木き林、遠くに連なる山々が望める広大な島だ。

　もちろん、ただの島ではない。

　異界の中に創つくられた、伝説時代のブリテン島を投とう影えいした島であるらしい。

「なるほど……まんま、聖杯探たん索さくってわけか」

「ええ。この島のどこかに《聖杯》は必ずあります。私はこの船にて、貴方あなた達を待っています……どうか、ご武運を」

　そう言うディンドランと別れ、凜太朗達の当てのない旅は始まった。

　広がる平原、連なる山々、深い森。

　それらを淡たん々たんと超こえて、旅を続ける。

　道中、様々な妖よう魔ま達が現れては、凜太朗達の行く手を阻はばむ。

　それらを退け、凜太朗達は荒こう野やを渡わたり続ける。

　道中、様々な村や町に立ち寄り《聖杯》についての情報を集める。

　辛しん抱ぼう強づよく情報収集を続けていくうちに、《聖杯》は神しん出しゆつ鬼き没ぼつに各地に出現することがわかった。様々な目もく撃げき情報があり、その奇き跡せきの力を体現しているらしい。

　人の風の噂うわさを頼たよりに、凜太朗達は《聖杯》の行ゆく方えを追って、旅を続ける──




「だぁあああああああーーッ！」

　凜太朗が双剣を閃ひらめく稲いな妻ずまのように振ふるう。

　刹せつ那なに無数に振るわれた斬ざん撃げきの嵐あらしが、その悪魔の巨きよ体たいを切り刻む。

『グォオオオオオオオオオオオオ──ッ!?』

　悪魔は悍おぞましい悲鳴を上げ、慌あわてて翼つばさを羽ばたたかせて跳とび下がり、距きよ離りを取る。

「瑠る奈な！　行くぜ！」

「──任せて！」

　そんな悪魔へ、剣を構えた凜太朗と瑠奈が、並んで突とつ進しんしていく。




　──それは、凜太朗達が旅の道中、《聖杯》の噂を聞きつけて立ち寄った、とある村でのことだ。

　その村は、とある強大な悪魔によって、支配されていたのだ。

　家ほどもある、見上げる程に巨大な悪魔だ。

　獅し子しの頭、筋骨隆りゆう々りゆうの巨人の胴どう体たい、鷲わしのような四枚の翼、蛇へびのような尻尾しつぽ。

　見るも悍ましい、その姿。恐ろしい、その姿。

　悪魔は、力と恐きよう怖ふでその村を支配し、定期的な生いけ贄にえを要求していたのだ。

　そんな村に立ち寄ったのが、旅の凜太朗達だ。

　村人達は、訪おとずれた凜太朗達を見るや否いなや、彼らに取り縋すがる。

　なんでも『先日、村人達の前に《聖杯》が現れ、この村にやがて救世主達が現れることを告げた』らしい。

　この村や住民達は異界の一部であり、現実ではない、《聖杯》が現れたという事実……それらをさっ引いても、この村の惨さん状じようは無視できない。

　凜太朗達は、悪魔退治を引き受けることにしたのだ。

　今日も生け贄を要求しに現れた悪魔を、凜太朗と瑠奈は、村の中央にある大広場にて迎むかえ撃うつ──




　それは、凄すさまじい戦いであった。

『ガァアアアアアアアアアアアアアーーッ！』

　悪魔がその豪ごう腕わんを振り回し、まるで暴嵐のように暴れる。

　大地が抉えぐれ、家屋が倒とう壊かいし、吹ふき飛び、上がる魔力の爆ばく炎えんが村を大炎えん上じようさせる。

　まさに、そこはこの世の終しゆう焉えん。壮そう絶ぜつな破は壊かい力が支配する地じ獄ごくの戦せん闘とう空間。

　だが、凜太朗は、それらを際きわどく、鋭くかい潜くぐり──

「でやぁああああッ！」

　悪魔が豪腕から繰くり出す爪そう撃げきを左の剣けんで弾はじき、右の剣で切り込む。

『──ギャッ！』

　見事、悪魔の胸むな板いたをざっくりと抉る凜太朗の剣。

「はぁあああああああああああああーーッ!?」

　その隙すきにすかさず悪魔の懐ふところに飛び込む瑠奈。

　全身の体重に、しなやかな発条ばねを剣先へ乗せた、疾しつ風ぷう突つきだ。

　パイルバンカーのようなその一撃は、悪魔の腹に深くめり込む。

『ゴォオオオオオオオオオオオオーーッ！』

　怒いかり狂くるった悪魔が、そんな瑠奈の頭を砕くだかんと、拳こぶしを振り落とすが──

　斬光一いつ閃せん。

「……甘いぜ？」

　凜太朗の剣の一閃と共に、悪魔の拳が綺き麗れいに斬きり飛ばされ、飛んでいく。

『ガァアアアアアアアアアアアアアアアアーーッ!?』

　苦く悶もんの悲鳴を上げて、拳を斬り飛ばされた手首を押さえる悪魔。

「いいいいいいいいやぁあああああああああああああーーッ！」

　その隙に、悪魔の腹から剣を抜ぬいた瑠奈が跳ちよう躍やく、空を舞まい、大上段から剣を思いっきり振り下ろし、悪魔の頭ず蓋がいを割り砕く。

　悪魔の断だん末まつ魔まの悲鳴がさらに上がる──

「へっ！　やるじゃねーか!?　いつの間にか腕うでを上げたな、瑠奈！」

「貴方のフォローのお陰かげよ、凜太朗！」

　最も早はや、完全に戦いの趨すう勢せいは決している。

　だが、凜太朗と瑠奈の二人に微み塵じんも慢まん心しんはなく、卓たく越えつしたコンビネーションで悪魔を激しく攻せめたてるのであった──




　そんな凜太朗や瑠奈の戦いを──

「おお、凄すごい……あの悪魔を圧あつ倒とうしておられる……ッ！」

「救世主じゃあ……あの方々は間違いなく救世主様じゃあ……ッ！」

「《聖杯》のお告げは、正しかった……ッ！」

　人達は村外れの高台から、感かん涙るいに噎むせび、祈いのるように手を組みながら見つめていた。

「……だから、言ったでしょう？　あの二人に任せておけば、もう大だい丈じよう夫ぶだと」

　村人達を安心させるように、ケイ卿きようが言う。

「はい、そうですね！　ありがとうございます、騎き士し様！」

　きっちりと武装したケイ卿が傍そばで守っていてくれていることが、村人達も安心なのだろう。徐じよ々じよに、絶望に曇くもっていた村人達の顔には、徐々に希望が戻もどって来ていた。

　だが、そんな村人達の表情とは裏腹に、ケイ卿の気分は暗い。

「…………」

　改めて、眼下で展開されている、凜太朗と瑠奈の戦いを見る。

（強い……完全にあの強大な悪魔を圧倒している……）

　凜太朗と瑠奈は、強くなった。

　凜太朗は元々強かったが、さらに強くなり、そして、瑠奈はそんな凜太朗に負けじと、いつの間にか大きな成長を遂とげていた。

　これまで潜り抜けた数々の修しゆ羅ら場ばが、二人を鍛きたえ上げたのだ。

　ここには居ないが、きっと、フェリシアやガウェイン卿もそうなのだろう。

（なのに、私は……）

　ケイ卿が苦い顔で己おのれを顧かえりみる。

　わかっている。自分はきっと……何も成長していない。

（ガウェイン卿とて才能はあったのです。ただ、彼は形だけの栄光に目が眩くらみ、【太陽の加護】に頼りきって、知らずのうちに己の成長を止めていただけ……その慢心を捨て、騎士の本分を思い出した今の彼は、恐おそらく、伝説時代の彼よりも強い……）

　だが、自分は違ちがう。元々、自分は限界点ピークだったのだ。

　伸のび代しろがそもそもない。これ以上の成長など、望むべくもない。

「…………」

　ケイ卿は改めて、凜太朗達の戦いを見やる。

　あんな強大な悪魔との戦いでは、今の自分の実力では瞬しゆん殺さつだ。盾たてにもならない。

「……私は……何をやっているんでしょう……？」

　振り返れば。

　今までの戦いで、自分が瑠奈や凜太朗の役に立ったことなど、ほとんどなかった。

　いつだって、数合わせか肉盾だ。足を引っ張っていた可能性すらある。

（やっぱり、足手まといだったのだろうか？　二人の聖杯探索の試練に同行すべきではなかったのでしょうか……？）

　ケイ卿が、沈しずんだ表情で自問自答をしていると。

「そんな風に、自分を卑ひ下げする必要はないと思う」

　ふと、そんな言葉が、隣となりからかかってきた。

　見れば、奇き妙みような人物がいる。

　全身をすっぽりとフード付きマントで覆おおった、旅人と思おぼしき人物だ。

　ケイ卿と同じく、瑠奈達の戦いを見下ろしている。目ま深ぶかに被かぶったフードのため、顔はよくわからないが……その声質から、どうやら少女であるらしい。

　というか、この人物は──

「貴女あなたはあの船の同行者!?　今まで一体、どこにいたんですか!?　どうして、こんなところに──ッ!?　貴女は一体、何者──ッ!?」

「私のことはどうでもいいですよ。どうせ、大した人物じゃないですから」

　くすり、と。少女は口元を薄うつすらと笑えみの形にする。

「それより、今は貴女のことです」

「私のこと……ですか？」

「ええ。……長い旅路で多くの人を見てきたせいかな？　私はなんとなく、その人が考えていることや悩なやみがわかるんです……自うぬ惚ぼれかもしれませんが」

　こうして話すと、やはり不思議な雰ふん囲い気きの少女であった。

　少女の口調は、どこかふわふわしている。けれど、隠かくしきれない理知が言葉の端はし々ばしに滲にじんでいる。浮うき世よ離ばなれした東方の仙せん人にん……そんな形容がぴたりと嵌はまる。

「さて、貴女は、彼らが悪魔との戦いに挑いどむ時……進んで村人達の守りに回りましたね。……なぜですか？」

「そ、それは……その……私は弱いから……足手まといだから……」

　そんな風に、目を伏ふせて呟つぶやくケイ卿へ、謎なぞの少女は続ける。

「自分を卑下しなくてもいいと思います。貴女は自分にできることを探したんです……彼らのために」

　眼下で戦う凜太朗達へ視線を向ける謎の少女。

「何も最前線で直接、剣を振るうだけが戦いじゃありません。後ろで安全を守ることも戦いなんです。貴女のおかげで、彼らは安心して戦える……それは一つの事実」

「……しかし……私は結局、何も……」

「ああ、確かに、人々の賞賛を集めるのは彼らでしょう。彼らの栄光に隠れ、誰だれも貴女のことを気にかけないかもしれない。それでも、貴女が為なしたことの尊さに陰りなどありません」

　そして、少女は朗ほがらかにケイ卿に笑いかけ、言った。

「やっぱり、貴女は誰よりも立派な騎士です。あの頃から何も変わりません」

「え？」

　少女の奇妙な言い回しに、ケイ卿が目を見開く。

　すると、少女はくるりと踵きびすを返し、ケイ卿に背を向けた。

「残念ながら……人には生まれながらに役割と限界があります。だが、それでも、己おのが領分を超こえた思いを遂げたいならば、僭せん越えつながら一つだけ助言を。〝求めよ、さらば、与あたえられん〟」

「ちょ……待っ……」

「私は……どんな無む双そうの騎士よりも、どんな武ぶ勲くんを得た騎士よりも……きっと、貴女にこそ、その〝資格〟があると……そう思います」

　そんな意味深で意味不明なことを言い残して、少女は去って行く。

「それは一体、どういう──」

　ケイ卿が、少女の真意を問おうと、少女の後を追おうとするが──
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「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

「やった!?　やったぞぉおおおおおおおおおーーッ！」

「さすが救世主様ッ!?」

　どうやら、たった今、下の戦いの決着がついたらしい。

　集まってくる村人達に、ケイ卿は阻はばまれる。

　そうして、一瞬、ケイ卿の視界から少女の姿が外れて……次の瞬間。

「──ッ!?」

　もう、少女の姿はどこにもなかった。

　周囲の村人が、悪魔の支配から解放された歓かん喜きと感涙に噎ぶ中。

　ケイ卿はただ一人、まるで狐きつねにでもつままれたような気分で、呆ぼう然ぜんとするしかないのであった。




　悪魔を凜太朗と瑠奈が滅ほろぼした、その夜。

　凜太朗達は、村を挙げての宴えん会かいへと誘さそわれていた。

　広場の中央に大きな篝かがり火びを焚たき、それを取り囲むように村人達が集まり、なけなしの食料やお酒で、持てなしを受ける。

「いやぁ、本当にありがとうございます、救世主様……ッ！　貴方あなた達のおかげで、この村は救われました……ッ！」

　茣ご蓙ざの敷しかれた特等席に並んで座る凜太朗と瑠奈は、村長のお酌しやくを受ける。

「ふふん！　あの程度の悪魔、私達にかかればお茶の子さいさいよ！」

　胸を張って、鼻高々となり、調子に乗りまくっている瑠奈。

「しっかし……悪いな。こんな宴会を開いてもらっちまって」

　一方、凜太朗は気まずそうに、自分の前に並ぶ料理を見る。

　並んでいる料理は、硬かたい黒パンに簡素なスープ、干し肉、蒸むし芋いも……凜太朗達の感覚で言えば、お世辞にもご馳ち走そうとは言い難がたい。

　だが、それでも自分達のために精せい一いつ杯ぱい用意してくれたものだというのはわかる。

　今まで、この村は悪魔に支配されていたのだ。仕方のないことだ。

「それに……戦いの余波で結構、家屋や施し設せつに被ひ害がいを出しちまった……もうちょっと、上手うまくやれればよかったんだが……」

　そして、周りを見れば、村の建物や畑はボロボロだ。

　直接的に悪いのはあの悪魔だが、やはり、自分達にもその責任の一いつ端たんはあるだろう。

　珍めずらしく、凜太朗が殊しゆ勝しような態度でいると。

「何を仰おつしやっているのですか、救世主殿どの！」

「本当ですよ！　そんなこと気にしないでください！」

　凜太朗達の周辺に、村人達が続々と集まってくる。

「貴方達のおかげで、この村は救われたのですから！」

「ええ、貴方達は我々の恩人なのです！」

「で、でもなぁ……」

　そう言われても、凜太朗がなんとなく罪悪感を拭ぬぐいきれないでいると。

「いいんですよ！　これで、我々は明日から前を向いて歩けるのですから！」

「そうですそうです！　壊こわれた村や畑は、また直せばいいんですって！　だよな!?」

「うむ、その通りですじゃ！　救世主様は気に病やむ必要はないのです！」

　そんな風に口々に語る村人達を前に。

（……いい村だな）

　凜太朗も微かすかに破顔せずにはいられない。

「──と、いうわけで！　ほら、遠えん慮りよ無く食べなさい、凜太朗！　王命よ！」

「お前はちったぁ遠慮しろ。この肉食系女子」

　やたら野性的に干し肉へかじり付いている瑠奈を、凜太朗が呆あきれたように流し見る。

（……さて、今までの経験則から言えば……そろそろなんだが）

　と、凜太朗がそんなことを思った、その時であった。




〝──求めよ。さらば、与えられん〟




　突とつ然ぜん、空からそんな言葉が降りてきて──

　カッ！　広場の中央──煌こう々こうと焚かれた篝火の上に、眩まばゆい黄金色の光が輝かがやいていた。

　その光の中心に浮かぶ杯さかずきのような物は──《聖杯》であった。

　何の前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに現れた《聖杯》は、眩く輝き、どんどんとその光を強めていく。

　清らかな光が、村全体を昼間以上に照らし上げ、包み込んでいく。

「な、なんですと……ッ!?」

「これは……ッ!?」

　突然の事態に、動揺と困こん惑わくが村人達の間に広がっていく。

　そして、さらなる驚おどろくべきことが起きたのだ。

　まず、えもしれぬ芳ほう香こうが、辺りに漂ただよい、人々の鼻をくすぐった。

　そして、次の瞬間、村人達の前に、上等なパン、ワイン、チーズ、新しん鮮せんな野菜に果物、香こう辛しん料りようたっぷりの炙あぶり肉に炙り魚、腸ちよう詰づめのスープ……色取り取りの食べ物や飲み物が、所ところ狭せましと溢あふれんばかりに出現していたのだ。

　この時代の文化レベルとしては、宮きゆう廷ていでも滅めつ多たに出ないほどの大ご馳走が、《聖杯》の光に照らされ、きらきらと輝いていた。

　異変はそれだけではない──

「お、おおお、な、なんと……ッ!?」

「これは……ッ!?」

　なんと《聖杯》の光に包まれた村が、次々と修復されていくのだ。

　倒とう壊かいした家屋達が元通りとなり、荒あれ果てた畑が豊作状態となる。

「き、奇き跡せき……奇跡じゃあ……ッ!?」

　まさしく、そうとしか言い様がない現象に、村人達は感かん涙るいと共に祈いのるしかない。

「……で、出た……ッ！　相変わらず凄すごい力だわ、《聖杯》……ッ！」

「そうですね……確かにこんな《聖杯》の力があれば……あの時、ログレス王国は……円えん卓たくの騎き士しは滅びなかったのかもしれません……」

　瑠奈が目をぱちくりさせながら、ケイ卿きようがどこか遠い目で、そんな様子を目まの当たりにしている。

　と、その時だ。

　篝火の上で眩い光を放つ《聖杯》へ向かって、猛もう速度で駆かけ寄る者がいた。

「──ッ！」

　凜太朗だ。

　全身全ぜん霊れいの発条ばねを振ふり絞しぼり、目にもとまらぬ速度で、《聖杯》へと突とつ進しんしている。

（今度こそ……今度こそ、俺は……ッ！）

　そして、《聖杯》目め掛がけて跳ちよう躍やくし、《聖杯》を摑つかもうと、手を伸のばし──

（俺は────ッ！）

　後、もう少しで《聖杯》に手がかかる。

《聖杯》はまさに、目と鼻の先……そんな時だ。

　ふっ……と。

　唐突に、《聖杯》は姿を消してしまい……凜太朗の伸ばした手は虚むなしく空を摑む。

「……くそっ！　またかっ！」

　悔くやしそうに歯は嚙がみしながら、着地する凜太朗。

「ちぇっ！　あと少し……あと少しだったのによ……ッ！」

「あ、あはは……惜おしかったね、凜太朗……」

　そんな凜太朗を労ねぎらうように、瑠奈がその肩かたを叩たたく。

「ああ……今回も駄目でしたか……なかなか一ひと筋すじ縄なわではいきませんね……」

　ケイ卿も、やや離はなれた場所で凜太朗と瑠奈の二人を眺ながめながら溜ため息を吐つく。

　すると──そんな時だ。

「痛っ……」

　不意に、ケイ卿は右掌てのひらに鋭するどい痛みを感じていた。

　半ばうんざりしながら、ケイ卿は右手を覆おおう籠こ手てを外し、右掌を開いてみる。

　その掌には、浅く鋭い切り傷が一本走っていて……血が滴したたっていた。

（……この傷……また？　なぜ……？）

　訝いぶかしむケイ卿。

　それを余よ所そに悔しがる凜太朗。

　そんな凜太朗を宥なだめる瑠奈。

　そんな三人の内心など露つゆ知しらず。

「救世主様達！　これは奇跡！　奇跡ですぞ！　神の思おぼし召めしです！　さあ、今宵こよいは思いっきり、食べて吞のんで騒さわぎましょう！　がははははははははははは！」

　村長や村人達は陽気に大笑いして、凜太朗達を囲んでいく。

　その楽しげな喧けん噪そうがどこまでも響ひびき渡わたる宴会は、深夜を過ぎて続くのであった──




　そして──

「いや……《聖杯》の力って、やっぱ、マジですげえな。チートだぜ、チート」

　ぱち、ぱちぱち、ぱち……

　真っ暗な森の奥深く、小さく響く焚たき火の音。

　炎ほのおはゆらゆらと揺ゆらめきながら、周囲の陰いん影えいを魔ま物もののように踊おどらせる。

　あの村で《聖杯》が手に入らなかったのだから、すぐに次の《聖杯》の目もく撃げき情報があった場所へ向かわなければならない……そう判断した凜太朗達は、宴会も半ばに、名残なごり惜しそうな村人達へ別れを告げ、村を出たのだ。

　そして今、凜太朗達は、焚き火を囲んでキャンプをしていた。

「今回、見た奇跡もまた、凄すげぇことになっていたな……」

　凜太朗が、火の番をしながら、言った。

「そうよね……最も早はや、なんでもありよね。本当に凄い力だわ。さすが、伝説に名高き《聖杯》ってところかしら……」

　そんな凜太朗に、瑠奈がどこか神しん妙みように応じる……




　そう。これまでの旅路で、凜太朗達は何度も《聖杯》と、それが引き起こす奇跡の数々を目の当たりにしてきたのだ。

　死病が蔓まん延えんしていた村があった。そこでは一人の医者が、なんとか村を救おうと必死に薬草を調合していたが、叶かなわなかった。

　だが、そこに《聖杯》が現れ、輝かしい光が村を優やさしく包み込み、全すべて人々の病やまいを癒いやし、人々を救った。

　また、酷ひどい干ばつによって飢き饉きんに苦しんでいたとある村があった。村人達は希望を捨てず、なんとか灌かん漑ばい施設を作ろうとしたが、上手くいかなかった。

　だが、《聖杯》が現れると同時に、清らかな雨が畑に降り注ぎ、荒れ果てていた畑がたちまちのうちに再生し、しかも灌漑施設まで完成させてしまった。

　妖よう魔まの大群に襲おそわれ、村人達の必死の抵てい抗こうも虚しく、滅ほろぶしかなかったとある村では、《聖杯》が放つ光が全ての妖魔を滅ぼして、人々を救った。

　また、呪のろいによって治ち癒ゆ不可能な重症に苦しむ恋こい人びとを救おうと、世界を旅していた旅人の前に《聖杯》が現れ、その輝きが、恋人の傷を一いつ瞬しゆんで癒やしたこともある。

　他にも、旅の道中、凜太朗達が山のように巨きよ大だいな竜りゆうに襲われた時、不意に《聖杯》が現れ、その光を浴びた瞬間、竜に立ち向かう凜太朗達に圧あつ倒とう的なパワーが宿り、竜を返り討うちにしたこともある。

　行く旅の先々で、こうした奇跡を目の当たりにする都度、凜太朗達は《聖杯》が秘ひめる凄すさまじい力に震しん撼かんすることになる──

　その圧倒的な全能さ。

　それこそが《聖杯》の力であったのだ──




「今回は惜しかったな……今回はもうちょっとで《聖杯》が摑めたのによ……」

　焚き火の中に薪まきを放ほうりながら、凜太朗がぼやく。

「しっかし、なんだ？　もし、俺達が《聖杯》を手に入れたら……アーサー王継けい承しよう戦、楽勝だと思わねーか？」

「ええ、私もそう思います。あれほどの奇跡を起こす杯なのです。実際にその力を、明確なる目的と共に振るえば、凄まじいことになるのは想像に難かたくありません」

　ケイ卿が、自分の右掌を見つめながら、そう答えた。

「《聖杯》を手に入れることができれば、間ま違ちがいなく、私達がもっともアーサー王に近くなるのでしょう」

「だよな!?　よーし、後、もう少しなんだ……ここまで来たら、絶対に手に入れてやるぜ、《聖杯》！」

　そんな風に、凜太朗は、ケイ卿を相手に盛り上がっている。

「…………」

　だが、瑠奈は表情を硬かたくして、火のゆらめきを見つめていた。

「俺、案外、この聖せい杯はい探たん索さくを強ごう引いんに受けて正解だったと思うんだよ」

　そんな瑠奈に構わず、凜太朗は続ける。

「だって、《聖杯》さえ手に入れれば、勝利は間違いねーし、《聖杯》さえあれば、おおよそ手に入らない物なんてねえだろ？　四至宝の中では、間違いなく最強の至宝だぜ」

　そして、凜太朗は楽しそうに笑いながら、瑠奈を振り返る。

「つまり……瑠奈、お前は《聖杯》を手にすることで、ようやく俺が仕えるのにふさわしい、世界一の王様になれるってわけだ！　気張れよ？」

　そんな風に、凜太朗が瑠奈に檄げきを飛ばすと。

「……凜太朗」

　不意に、ぼそりと、瑠奈が口を開いていた。

「ん？　どうした？　瑠奈。なんかあったか？」

　呼ばれて、凜太朗は瑠奈を改めて振り返る。

　炎の揺らめきが、俯うつむく瑠奈の顔を淡あわく照らしている。

　陰影も相まって、いかにも陰いん鬱うつそうなその表情。

　瑠奈はしばらくの間、無言を貫つらぬき通して……やがて、呟つぶやいた。

「……あのさ……凜太朗のやる気に水を差すようで悪いんだけど……」

「何だよ？」

「《聖杯》って……なんか、都合良すぎない？」

「……は？」

　瑠奈の言葉に、凜太朗がきょとんとする。

「いや、その……万ばん能のう過ぎやしないかってこと。確かに、最初は凄い力だって、私も大喜びしてたけど……ぶっちゃけ、そろそろドン引きだわ。本当にあんなのアリ？」

「いいじゃねーか。そんだけ凄ぇ至宝ってことだろ？　それを手に入れてみろよ、お前、間違いなく王になれるぜ？　他の連中なんて目じゃねえぞ？」

「…………」

　そんな凜太朗の言葉に、瑠奈はしばらく押し黙だまり……

「……それじゃ、私の力じゃなくて、《聖杯》の力じゃない……」

　瑠奈は俯きながら、ぼそぼそと消え入るような声で言った。

「私が目指した王は……そんなんじゃない……私が貴方あなたに認めて欲しかった、私の王の在り方は……」

「ん？　何か言ったか？」

「…………」

　だが、瑠奈は答えず、しばらくの間、沈ちん黙もくを保つ。

　そして、口を開いた。

「それに……私達には、もっと切実な問題があると思う」

「なんだよ？」

「……その《聖杯》は、一体、いつ、手に入るの？」

　そんな瑠奈の問いかけに。

「…………」

　ケイ卿きようは、押し黙り……

　凜太朗は目を瞬しばたたかせて。

「あっははははははははははははははーーっ！」

　いかにも、何言ってんだこいつ？　と言わんばかりの様相で、腹を抱かかえて笑い始めた。

「な、なんで笑うのよ!?　ここ、笑うところ!?」

　さすがに腹に据すえかねたのか、瑠奈が立ち上がって抗こう議ぎする。

「大だい丈じよう夫ぶだって、瑠奈！　もうすぐ手に入るって！　だって、俺達、もう聖杯のすぐそこまで迫せまっているじゃねーか!?　心配すんな、俺が手に入れてやるから！」

「いや、心配とかじゃなくてさ!?」

「なんつーか、案外、簡単な探索だよな！　俺達が行く先々で、わりと簡単に《聖杯》は見つかるし、ぶっちゃけ、こんな探索で何人もの騎き士しが帰って来れなかったなんて信じられんぜ！　案外、伝説時代の騎士って、大したことなかったのかもなぁ？」

　そんな風に、どこまでも楽観的な凜太朗に。

　ついに、業ごうを煮にやした瑠奈が、叫さけんだ。

「ふざけている場合じゃないわよ！　あれから……船を下りてから、どのくらい時間が経たっていると思っているわけ!?　一年よ!?　一年！」

　そんな、瑠奈の指し摘てきに、凜太朗が不意に押し黙る。今まで考えないようにしていたことに気付いてしまった……いかにもそんな雰ふん囲い気きだった。

　だが、瑠奈は容よう赦しやなく、一気に今まで胸の内に秘めた言葉をまくし立てた。

「そりゃ確かに、この異界と外界では、時間の流れ方が違うし！　こっちでいくら時間を重ねても、歳としは取らないし、外の時間としては一瞬でしょう！

　でも、もう一年なのよ!?　《聖杯》を追いかけ続けて、早一年！　確かに、《聖杯》はいつも私達の目と鼻の先に現れるけど……何度やっても駄だ目め！　私達が《聖杯》を摑つかめる気配はまったくないわ！　いっつも圧倒的な奇き跡せきの力を、私達に見せつけるだけ！

　何かおかしいと思わない!?　いつも先回りするように現れて、一年も追いかけて、こうまで摑めない物なの!?　私達、何か見落としてないかしら!?　ひょっとして、何かを決定的に間違ってはいないかしら!?　ねぇ!?　凜太朗！」

　瑠奈は、そんな風に必死に訴うつたえる。

　すると……

「凜太朗。私も何かおかしいと思います」

　ケイ卿も口を挟はさみ、右掌てのひらを焚き火の灯あかりにかざしてみせた。

　すると、瑠奈が何かに気付いたように、ケイ卿の顔を見る。

「ケイ卿……まさか、ひょっとして……また？」

「ええ、またです。《聖杯》が出現した時……私の右の掌に、やはり、何かで切りつけたような傷が出現しました。……今は塞ふさがっていますが」

「…………」

　押し黙る凜太朗。

「確かに、大した傷ではありません。治癒の魔ま法ほうを使える私達にとっては、傷にもならない傷でしょう。ですが……《聖杯》が私達の前に出現する都度、刻まれるこの傷……ただの傷と片付けるには早計でしょう。

　最近、開く傷の深さと大きさが徐じよ々じよに大きくなってきたことも含ふくめて……やはり、この傷には、なんらかの意味があるのだと思います」

「そうね……やっぱり、なぁんか、おかしいのよね、この探索……具体的に何がおかしいとは言えないんだけど……」

　そして、瑠奈は凜太朗へ言いづらそうに提案した。

「ねぇ、凜太朗……一いつ旦たん、船に戻もどらない？　私達、何か見落としていると思うの」

「……ここまで来て、《聖杯》を諦あきらめるっていうのかよ？」

　凜太朗が俯き加か減げんにそう返す。

「そうは言ってないわよ。ただ……」

「大丈夫だ、瑠奈。《聖杯》はもうすぐ手に入る……俺達は、あの《聖杯》のすぐそこまで迫っているんだ。ケイ卿のその妙みような傷だって、何か厄やつ介かいな呪いをどっかで受けただけだろ？　それも《聖杯》がありゃ解決だ！　……違うか？」

「……それは……」

「それに、こんなに《聖杯》に近づけたのは、実際に《聖杯》を手にしたガラハッド以外なら、俺達だけなんじゃねーのか？　これはチャンスなんだよ！」

「そ、そうかもしれないけど……」

「そもそも、多少の苦労は当然だろ？　あんなに凄すごい力を持つ至宝なんだぜ？　手にした瞬しゆん間かん、勝利者になれるような代しろ物ものだぞ？　チートアイテムはそう簡単に手に入らない……極きわめて常識的な話じゃねーか？」

「それもそうだけど……ッ！」

　瑠奈は、奇き妙みような不安に駆かられた。

　やはり、何かがおかしい。この聖杯探索も、おかしいと言えばおかしいが……考えてみれば、凜太朗もおかしかったのだ。

　普ふ段だんの凜太朗なら、こんな状じよう況きよう、とっくに何かがおかしいと気付いているはずだ。

　この状況で、凜太朗がこんなにバカ正直に追いかけ続けているなんて有り得ない。

　いくら説得しても凜太朗は頑がん固こだ。絶対に《聖杯》を手に入れる……そのことばかりに固こ執しゆうして、いつもの柔じゆう軟なんな思考がまるで働いてない。

「ねぇ、凜太朗……」

　やっぱり、貴方、どこかおかしいわ。

　瑠奈が、そう指摘しようとした……その時であった。

「瑠奈……お前……俺に協力してくれねえのかよ……？」

　どこか哀かなしそうに目を伏ふせ、凜太朗が呟いたのだ。

「！」

　それは完全に不意討うちであった。

　凜太朗にそんな顔をされると、瑠奈は何も言えなくなってしまう。

「俺は……那な雪ゆきを助けてやりたいんだ。そのために《聖杯》が絶対に必要なんだ……わかってるだろ？」

「……それは、わかってるけど……」

　そう、凜太朗は、那雪のために《聖杯》を欲ほつしている。

　瑠奈としても、それは応おう援えんしてあげたい。応援してあげたいのだが……

「それとも……お前はやっぱり、信じられないのか？　俺達の仲間に、冬ふゆ瀬せ那雪がいたことを……やっぱり、俺の妄もう想そうだと思っているのか……？」

「……そんなことない。私は、凜太朗を信じているわ。本当よ」

　駄目だった。

　凜太朗がそんな切なそうな表情をしていると、瑠奈はどうにも強く出られない。

　噓うそ偽いつわりなく、瑠奈は凜太朗のことを信じている。

　冬瀬那雪という少女が、自分達の仲間であったことを信じている。

　だからこそ、彼女のために必死に《聖杯》を求める凜太朗を、強く否定できないのだ。

「…………」

　そんな瑠奈の沈黙を、どう受け取ったのか。

「……ありがとうな。迷めい惑わくかけるよ、お前には」

　凜太朗は、穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

「大丈夫だ。もうすぐ《聖杯》は手に入る。俺が絶対に手に入れてみせる。《聖杯》さえあれば、那雪も帰ってくるし……お前も確実に真のアーサー王になれる。俺達が欲ほしいもんが全部、手に入るんだ……だから、な」

　確信に満ちた凜太朗の言葉。

　それは、普段ならば頼たよりがいがあることこの上ないのだが……

（本当に、そうなの？　本当に、私達は《聖杯》を手に入れることができるの？）

　瑠奈の胸中には、底知れない不安が滲にじんでいく。

　凜太朗がどこか、一人で遠いところへ行ってしまうような……そんな気分。

「さて、そろそろ、明日に備えて寝ねろ。俺が不ふ寝しん番ばんをしてるからよ」

「うん……ありがと。いつもゴメンね」

「気にすんな。さて……明日こそ、《聖杯》を手に入れてやるぜ」

　そんなことを言い合って、凜太朗が不寝番に立つ。

　瑠奈は、やはり拭ぬぐえぬ不安を抱だきかかえながら、携けい帯たい毛布に包くるまって横になり、そっと目を閉じるのであった。




　…………。




　旅は続く。

　次の日も。

　そのまた、次の日も。

《聖杯》を求めて、凜太朗達の旅は続く。

　いつまでも、どこまでも、続いていく。




　…………。




　…………。




　だが、凜太朗達が《聖杯》に届くことは──決してなかった。








第五章　瑠る奈なの決意









　────。




「！」

　ふと、凜りん太た朗ろうが気付けば──

　そこは、いつも見慣れた、ログレス邸ていの談話室ラウンジであった。

「あ、あれ？　俺、どうしてこんな所に……？」

　狐きつねにつままれたような気分で、凜太朗は周囲を見回す。

　見慣れたテーブル、見慣れたソファー、見慣れた調度品。そして──

「ちょっとちょっと、凜太朗、何、ぼけ～っ！　としてるのよ!?」

　そこには、いつも通り元気いっぱいの瑠奈が居て。

「きっと、今日も学園で、貴女あなたに散々振ふり回されて、お疲つかれなのでしょう」

　溜ため息を吐つくケイ卿きようがいて。

「ふふふ、お疲れ様です、真ま神がみ先せん輩ぱい。紅茶煎いれましたよ？　どうぞ」

　穏やかに微笑みながら、紅茶を煎れてくれる、メイド服姿のエマがいて。

「まったく、凜太朗……わたくし達、曲がりなりにも戦争中なのですわ。少し、気を抜ぬきすぎじゃありませんこと？」

　呆あきれ顔でティーカップに口をつけているフェリシアがいて。

「まったく、意外だね……まさか、あのマーリンともあろう者が、人前でそんなに無防備にうたた寝するなんてさ」

　フェリシアの隣となりでケーキを突つっついているガウェインがいて。

「……どうしたの？　凜太朗君」

　そして、横から、凜太朗の顔を覗のぞき込んでくる那な雪ゆきがいる。

「…………」

　そんな平和な光景に……不覚にも凜太朗は、目め頭がしらが熱くなる感覚を覚えた。

「……？　目元が濡ぬれてるよ？　……泣いてたの？」

「いいや、なんでもない。なんでもねえんだ」

　ぐいっと目元を拭って、凜太朗は顔を上げた。

　何事かと目をぱちくりさせて、こちらを見てくる仲間達を見回す。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だ。これは夢だ。わかってる。俺は──大丈夫だ」

「……凜太朗君？」

「そうだ。《聖杯》さえあれば……俺はこの光景を守れる。現実にできるんだ。わかってる……わかってるさ……」

　すると──

　那雪が朗ほがらかに微笑みながら、言った。




『……うん、そうだよ。《聖杯》は、どんな願いも叶かなえてくれるの。〝求めよ、さらば、与あたえられん〟……《聖杯》は、そんな奇き跡せきを体現する究極の至宝なんだよ……』

「ああ、そうだな。だから、俺は絶対に《聖杯》を手に入れる」

『頑がん張ばって、凜太朗君……《聖杯》はもうすぐそこだよ……だから、頑張ってね？』

「……ああ、待っててくれ、那雪。俺は──……」




　…………。




　──ずきり。

「痛っ!?」

　突とつ然ぜん、右掌てのひらに走った鋭するどい痛みに。

　ケイ卿は思わず、掌を押さえて跳はね起きていた。

「い、痛たたた……なんなんですか……？」

　真夜中ゆえに周囲が真っ暗なので、把は握あくに苦労したが……ここはどこかの深い森の中。

　聖せい杯はい探たん索さくの旅路の道中で行っている野営場だ。

　鋭い痛みを訴うつたえる右の掌には、ぬるりと生温かく濡れた感かん触しよくがある。

　消えかかった焚たき火の灯あかりに、かざしてみれば……

「……やっぱり」

　その手には、ざっくりと刃にん傷じようが走っていた。

　今回の傷は、とみに深い。

（まるで、抜き身の剣けんを、思いっきり握にぎりしめたらできるような刃傷……）

　そして、ケイ卿はなんとなく、この何度も何度も開く傷の正体を理解していた。

（そう──きっと、これは〝警告〟……誰だれの、何に対するものなのかは、わかりませんが……）

　動どう悸きが高くなっているのがわかる。

　傷の深さは、きっと、今、自分達に襲おそいかかっている危険の大きさなのだろう。

（……多分……今が、帰還ターニング限界点・ポイントなのでしょう。これ以上は後あと戻もどりできなくなる……そんな岐き路ろに、私達は立たされている……そんな気がします）

　今回の傷きず跡あとの、何か並々ならない逼ひつ迫ぱくな様子から、ケイ卿が漠ばく然ぜんと考えていると。

「起きたのね、ケイ卿」

　不意に、そんな声が隣からかかった。

「ちょうどよかったわ、今起こすところだったから」

　見れば、瑠奈が身を起こし、何かを神しん妙みような表情でじっと見つめている。

　古い、サンザシのケルト十字だ。

　以前、瑠奈が凜太朗へプレゼントしたものとは別のものだろう。

「……何かあったのですか？」

　そんなケイ卿の問いに、瑠奈が顎あごをしゃくってみせる。

　その方向には。

「……凜太朗？」

　凜太朗が横になっていたはずの場所に、凜太朗の姿が見当たらない。

　携帯用毛布は、もぬけの空からだ。

　そして、目を懲こらせば。

　森の奥の方に、黄金の光が、ちらっちらっと見える。

　瑠奈達にとっては、見覚えがありすぎる光だ。

「あ、あの光は……ッ!?」

「私……ようやく、わかった気がするの。……《聖杯》のありか」

　ぎゅっと。瑠奈がサンザシのケルト十字を握りしめ、そう言った。

「ケイ卿、戦せん闘とう準備して」

　そして、瑠奈が自身のエクスカリバーを手に、立ち上がった。

「長かった、この聖杯探索……多分、今夜が山場よ」




　ざっ、ざっ、ざっ……

　瑠奈とケイ卿が、深い森の中を進んでいく。

　木々の奥にちらり、ちらりと光っている黄金色の光を目指して……

　ゆっくりと歩いて行く。

「よくよく考えれば、ヒントはいっぱいあったのよ……」

　先行する瑠奈が、そんなことを言った。

「かつての伝説時代、並み居る強者の騎き士し達が、アーサー王すらも、手に入れることができなかった《聖杯》。でも、ガラハッド卿だけは入手できた。……なぜか？」

「…………」

「旅先の人々や私達が、時折受けた《聖杯》の奇跡の恩おん恵けい。なぜ、あの時、私達は聖杯の恩恵を受けることができたか？」

「…………」

「行く先々で、私達が目まの当たりにした聖杯の奇跡の数々。でも、あれほど近くに迫せまりながら、私達の手が聖杯に届くことは決してなかった。……なぜか？」

「…………」

「最後に。かつて、ガラハッド卿を《聖杯》へと導いた導き手、ディンドラン……彼女、最後になんて言ってたっけ？」

〝私はこの船にて、貴方あなた達を待っています〟

「私……なんとなく《聖杯》の性質がわかってきた。ああ、なるほど確かに、伝説時代の騎士達やアーサー王じゃ、手に入れることができなかったはずだわ。そして──」

　瑠奈は、懐ふところから何かを取り出す。

　それは──サンザシのケルト十字だ。

　彼女が愛する臣下との、唯ゆい一いつ無二、かけがえのない絆きずなの証あかしだ。

　瑠奈は切なげに、それを見つめ……絞しぼり出すように言った。

「今の凜太朗じゃ、絶対に《聖杯》を手に入れることはできない。ううん、むしろ凜太朗がいるからこそ、私達は《聖杯》に届かない。《聖杯》を手に入れることができるのは、恐おそらく子供のように無む垢くな人か──……」

　と、その時だ。

　ざっ！　鬱うつ蒼そうと茂しげる木々をかぎわけ、瑠奈とケイ卿は開けた場所に出ていた。

　針葉樹の密林の中、ひっそりと存在した湖こ畔はんだ。

　月明かりの下、美しい夜の自然風景が広がるそこには──

「瑠奈？」

　どこか妙みような様子の凜太朗が佇たたずんでいる。

　そして、その隣には──

「……ああ、すまん。迎むかえに来てくれたのか。……悪いな、黙だまって抜け出して」

「……凜太朗」

「別に隠かくすつもりはなかったんだ。でも、今のお前には、こいつの記き憶おくがないだろ？」

「…………」

「紹しよう介かいするよ。こいつが……俺達の仲間だった、冬ふゆ瀬せ那雪だ」

『あはは、お久しぶり、瑠奈さん……っと言っても、私のこと覚えてないんだよね。じゃあ、初めまして……になっちゃうのかな……？』

「そんな哀かなしそうな顔すんな。《聖杯》で現実界に蘇よみがえれば戻もどるんだろ？　記憶」

『そ、そうだけどさ……やっぱりこう……なんかね……』

「…………」

　瑠奈は無言で、凜太朗の隣にある〝物〟を見み据すえる。

　険しい顔で見据える。

「ここは異界の深い場所で、那雪は湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク……幻げん想そう界よりの人間だ。夜だけなら、こうして、ほんの微かすかな時間だけ顕げん界かいできるんだってよ……幽ゆう霊れいみてーだけどな。俺も最初はビビっちまったけどよ」

『もうっ！　凜太朗君ったら。幽霊みたいだなんて酷ひどいなぁ』

「だって、今のお前、どー見ても、幽霊じゃん。身体からだ透すけてるし」

『むぅ～、凜太朗君はもっと、女の子に対するデリカシーを勉強しなきゃ駄だ目めだよ？　そんなんじゃ、いつか瑠奈さんに嫌きらわれちゃうよ？』

「な、なんで、そこで瑠奈が出てくるんだよ……？」

　そんな風に談だん笑しようしている凜太朗を。

「る、瑠奈……？」

　真っ青になったケイ卿きようが、おろおろと凜太朗と瑠奈を見比べていて。

「……………………」

　瑠奈は一度だけ目をきつく閉じ、やがて、決心したように指し摘てきした。

「ねぇ、凜太朗……貴方の隣となりにあるそれは……何？」

「……は？　お前、何を言って……？」

　凜太朗が、隣にあるそれを見る。

「だから、言ったろ？　冬瀬那雪だよ。那雪。まぁ、今は実体のない幽霊みてーな存在だし、お前は記憶がねーから、警けい戒かいするのはわかるが……」

「…………ッ！」

　ぎり、と。瑠奈は歯ぎしりをしながら、それを睨にらみ付ける。




　凜太朗が指差すそれは──黄金色に光り輝かがやく《聖杯》であったのだ──




「貴方……もう、とっくに吞のまれていたのね……」

「吞まれたって……何がだよ？」

　どうして今まで、こんなに近くにいて気付かなかったのだろう？

　よくよく見れば──凜太朗の目は虚うつろだ。

　正気のように見えて……凜太朗はもうとっくの昔に、正気ではなくなっていたのだ。

（なんてこと……ッ！　なんて底意地が悪い……ッ！）

　瑠奈が憎にく々にくしげに歯は嚙がみする。

　道理で自分達の行く先々に、先回りするように《聖杯》が現れるはずである。

　──最初から、常に、自分達のすぐ近くにあったのだから。

（ああ、この島のどこかにある？　間ま違ちがってないわね！　船で待ってる？　そりゃ待つわよ！　だって、もうあったんだから！）

　そして、瑠奈は凜太朗へ向かって叫さけんだ。

「凜太朗、目を覚まして！　そして、聞きなさい！　《聖杯》の正体を！」

「お前、いきなり何を……？」

「確かに《聖杯》は、奇き跡せきを体現する至宝よ！　でも──〝自分のために《聖杯》を求める者に、《聖杯》は手に入らない〟、それがルールなのよ！」

「はぁ？　何を根こん拠きよに……」

「だって、今までずっとそうだったじゃない!?　伝説時代の騎士達は、皆みな、自分達の富や名めい誉よ、名声や栄光のために《聖杯》を求めた！　だから手に入らなかった！

　でも、私達や村人達が受けた《聖杯》の恩恵はどうだった？　あれは、自分のために願ったわけじゃなかったから！　自分達の力で道を切り開こうとしたから！　だから、《聖杯》が現れて、皆、奇跡を得た！」

「……………………」

「駄目なのよ、凜太朗……私達は《聖杯》を求めてしまった。ううん、正直、私はあんなチートカップ、別に要いらなかったし、ケイ卿だって、私を守るためについてきただけ。でも、貴方は心の底から《聖杯》を欲ほつしている……自分のために！」

「……ち、違う、違うぞ、瑠奈……」

　その時。

　凜太朗が頭を苦しげに抱かかえながら、一歩、二歩と後ずさる。

「俺だって、別に自分のために《聖杯》を欲しているわけじゃねえ……俺はただ、那雪を救うために……自分以外の者のために欲しているんだッ！　だから──……」

「……違う。違うのよ、凜太朗……」

　すると、瑠奈は凜太朗を哀あわれむように見て、懐から何かを取り出した。

　サンザシのケルト十字だ。

「ここが異界のとても深いところであるせいかしら。貴方の見ている夢を、私も垣かい間ま見みたのよ……多分、この私と貴方のお揃そろいのお守りを通してね」

「……ッ!?」

「ごめんね、凜太朗。貴方の過去を、人生を、少し覗のぞいちゃった。ごめんね……貴方は……私のせいで、ずっと苦しんでいたんだね……本当に、ごめん……」

「は？　お前のせい？　そりゃ一体、何の話だ……？」

　意味がわからず狼狽うろたえる凜太朗に構わず、瑠奈は続ける。

「ずっと孤こ独どくに苦しんで、世界に絶望して……何のために苦しんでいたのか、その最初の思いすら忘れてしまうくらい長く苦しんで……貴方は、やっと居場所を手に入れた。……でも、今、それが崩くずれかかっている」

「…………」

「貴方はきっと、自分の手の届かない所で、あっさりとナユキさんを失ってしまったことで……たとえようのない〝不安〟を覚えたんだと思う。

　ひょっとしたら、自分がやっと摑つかんだ居場所は、自分がいくら全力で守ろうとしても、いつかあっさりと脆もろく壊こわれてしまうんじゃないかって。自分の力なんて、本当は大したことないんじゃないかって。……ナユキさんの死を前に、貴方の自信は崩れ、〝不安〟になった。……違う？

　だから、貴方は何としても守りたかった。《聖杯》の絶対的な力があれば、それができる……と、貴方は思ってしまった。ナユキさんは生き返る。私を王にすることもできる。当然、皆も、居場所も守れる……そんな万ばん能のうな《聖杯》が欲ほしくなった」

「…………」

「確かに、最初は、ナユキさんを助けるためだったのかもしれない。でも、貴方はいつしか《聖杯》の力に魅みせられた。あるいは、最初から心の奥底にほんの一ひと欠片かけらだけ、そういう気持ちがあったのかもしれない。貴方は、せっかく手に入れた自分の居場所を守りたかったから。だから、〝自分のために《聖杯》を欲した〟……違う？」

「……………………」

　そんな瑠奈の指摘に、深く押し黙ってしまう凜太朗。

　それは──何よりも雄ゆう弁べんな、無言の肯こう定ていであった。

　そして。

「ねぇ、凜太朗。……《聖杯》は諦あきらめましょう。今の貴方じゃ無理よ」

　瑠奈は残ざん酷こくな言葉を、ナイフのように凜太朗へ突つき入れていた。

「お、おい……何言ってんだ……？　ふざけんなよ……お前、俺に那雪を諦めろっていうのか……？」

　ふつふつと怒ど気きを漲みなぎらせながら、凜太朗が返す。

「お願い、凜太朗。目を覚まして。《聖杯》には何か底知れない〝悪意〟があるわ。自分のために求める者には手に入らない……そんなただの禅ぜん問もん答どうカップじゃない。《聖杯》には、きっと人が触ふれてはならない何かがあるの。元々《聖杯》がそういう存在だったのか、後から何かが原因でそうなったのかはわからないけど……聖なる杯さかずきなんてとんでもない。それはきっと邪じや悪あくな杯よ。《聖杯》を手に入れたガラハッド卿が、なぜかアーサー王のもとに持ち帰らず、天に持っていったけど……今思えば、あれって」

「何を根拠に、そんなことを……ッ!?」

「貴方あなたが話しかけてるそれは何なのよ!?」

　敵意に満ちた目で、瑠奈が凜太朗の隣を指差す。

　そこには、燦さん然ぜんと輝く《聖杯》。

　だが、その美しいはずの黄金色は、今や禍まが々まがしい輝きにしか見えなかった。

「だから、何度も言ってるだろ……ッ!?　こいつは、冬瀬那雪だって……」

「まやかしよ、そんなもの！　そんな、人の心の間かん隙げきを厭いやらしく抉えぐる〝聖なる杯〟があってたまるもんですか！　貴方は今、《聖杯》が創つくり出したこの異界に完全に吞まれているわ！　以前、貴方、私に偉えらそうに言ったわよね!?　〝汝なんじ、深しん淵えんを覗く時、深淵もまた汝を覗いている〟って！」

「違う！　俺は吞まれてねえ！　俺は正気だ！　もうすぐ《聖杯》は手に入るんだッ！　那雪もそう言ってる！　諦められるか！　こんなところで諦めてたまるかよ!?　俺は……那雪を救うんだ……お前らを守るんだ……ッ！　もう二度と失ったりはしないッ！」

　──と、その時だ。

　凜太朗のそんな切実なる叫びや願いに応じたのか。

《聖杯》が輝きを増して──その姿すがた形かたちを変えていく。

　よくよく気付けば、おかしな光だ。眩まばゆいばかりの輝きなのに──昏くらいのだ。

　輝かぬ金色の光の中から現れたのは、一人の少女。

　ふわさと翻ひるがえる、蒼あおく輝く髪かみ──かつて瑠奈達が〝那雪〟と呼んでいた少女だ。

　だが、美しいアイスブルーを湛たたえていたはずの瞳ひとみは、今は鮮せん血けつの真しん紅く色に染まり、その身に纏まとう衣い装しようは、漆しつ黒こくの花はな嫁よめ衣装。

　──黒那雪。そう表現するしかない少女が、瑠奈達の前に現れたのだ。

『そうだよ、凜太朗君……騙だまされないで。彼女達は悪あく魔まだよ……』

　黒那雪が、凜太朗に横から抱だきつき、妖あやしい笑えみを浮うかべて凜太朗に囁ささやく。

「そうか……道理で、な……」

『知ってるでしょう？　かつての伝説時代の聖せい杯はい探たん索さくで、あの勇ゆう猛もうな騎き士し達のもっとも多かった死因は同士討ち。……皆、ああやって、行く先々に現れる悪魔に惑まどわされ、騙され、自じ滅めつしていったの……』

　すると、凜太朗は頭を抱えて苦しげに呻うめく。

「ああ……俺は大だい丈じよう夫ぶだ……惑わされてたまるか……」

「全っ然、大丈夫じゃないわよ!?　貴方、めっちゃ惑わされてるじゃない!?」

『悪魔の言うことに耳を貸さないで。このままじゃ、凜太朗君、瑠奈さん達も失ってしまうよ？　……凜太朗君が助けなきゃ。ほらよく見て？　あの悍おぞましい姿……』

　すると。

　今、一体、凜太朗には何が見えているのか。

　瑠奈達を見る目が、どんどんと嫌けん悪おと険悪なものへと変へん貌ぼうしていく──

「……くそ！　ああ、くそっ！　そうか、そういうことだったのか……ッ！　お前ら……瑠奈をどこにやった……ッ!?」

　じゃり、と。

　凜太朗は双そう剣けんを引き抜ぬき、構えた。

　たちまち、その場を裂れつ帛ぱくの殺気が見たし、緊きん張ちよう感が走る。

（……駄だ目めだわ、こりゃ……）

　薄うす々うす予感していたこの展開に、瑠奈は深い溜ため息を吐ついた。

（あの凜太朗が、こんなにあっさりと惑わされるなんて……）

　──だが。

　言い換かえれば、それはつまり。

（……それだけ、凜太朗が心の奥底に〝不安〟を抱えていた……ということ）

　恐おそらく、それは真神凜太朗の唯ゆい一いつの泣きどころ。

　辛つらく孤独な人生の果てに、やっと手に入れた自分の居場所を守りたい、取り戻もどしたい。

　それを失う不安。凜太朗の心の奥底に潜ひそむ、ただ唯一の隙すき。

　そこを、《聖杯》の悪意に突かれたのだ。

「……瑠奈、どうしますか……？」

　不ふ穏おんな予感に、抜ばつ剣けんしたケイ卿きようが、静かに瑠奈へ問いかける。

「…………」

　瑠奈は考える。
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　ちらりと、黒那雪を見やる。

　黒那雪は凜太朗に抱きついたまま、くすくすと妖しく邪悪な微び笑しようを浮かべ、瑠奈を蔑さげすむように見み据すえている。

（あんな悍おぞましいモノが、凜太朗が守りたいと思ったナユキさんであるはずがないわ……やっぱり《聖杯》は何かおかしい……ううん、《聖杯》の力自体は本物だった……ならきっと、《聖杯》には、何か得体の知れない邪悪なものが取り憑ついているんだわ……）

　瑠奈が、それを確信すると。




　──ギョロリ。




　何者かの眼球が深い闇やみの中で動き、自分達を監かん視ししている──そんな気配があった。

「…………」

　瑠奈は考える。

　さて、自分はどうするべきか？　何をするべきか？

　いつか凜太朗に届くと信じて、説得を続けるか？

　何か別の手段を探して、ここはとりあえず退くか？

　瑠奈は考える。考える。……考える。

　そして、思考の果てに出た、その結論は──

「……凜太朗」

　瑠奈はすらりと、己おのが剣エクスカリバーを引き抜き、言った。

「とりあえず一言、言わせて。貴方、ふざけんじゃないわよ」

「……なんだと？」

「ふざけんなって言ってんの！」

　静かな怒いかりをその瞳に湛え、瑠奈は凜太朗を真まっ直すぐに見据えた。

「貴方、誰だれに仕えているの？　私でしょう？　なーに、勝手に鞍くら替がえしようとしてんのよ!?　貴方は私の家臣！　貴方の仕えるべき主君はこの私よ！　《聖杯》なんかじゃないっ！　いい加減、目を覚ましなさいっ！」

「は？　お前、何を言って……？」

「だって、そうでしょ!?　貴方は居場所は私の隣となり、貴方はそんな自分の居場所を守るため、私の力よりも《聖杯》の力に縋すがった！　《聖杯》の力で守ってやろうとした！　つまり、私より《聖杯》の力を崇拝した！　これが裏切りの不敬じゃなくて、一体なんだっていうのよ!?」

「…………ッ！」

「ねぇ、凜太朗！　そんなに私は頼たよりない!?　《聖杯》みたいなチートな力がないと、今にも脆く崩れてしまうと不安に思うほど、弱々しい!?　私は──」

　と、瑠奈がそこまで激高しかけて……

「……いえ。……そう、そうよね……そうだったわ」

　何を思い出したのか、不意に瑠奈が冷静に戻る。

「貴方が、私の力を心の底からいまいち信じ切れないのは……私よりも《聖杯》の力に仕えようとするのは……考えてみれば当然だったわね。

　貴方はおくびにも見せなかったけど、それだけ、貴方が抱かかえ続けて来た絶望と不安が大きかったってことの証左だし……貴方をそうさせたのは、他でもない私……」

「……は？」

「そして何より、私は今までこのアーサー王継けい承しよう戦において、ずっと、貴方におんぶに抱だっこだったし……貴方との剣の勝負の最終戦績は、０勝１１３敗……一度だって、貴方に勝てた例ためしがない。そりゃ、貴方だって、私より《聖杯》を取るわよね……」

「剣の勝負？　だ、だから……お前、悪魔のくせにさっきから何を言って……？」

　わけがわからないと動どう揺ようする凜太朗へ、瑠奈は剣の切っ先を突きつける。

「だから、今、ここで証明してあげるわ！　思い出させてあげる！　貴方が真に仕えるべきものがなんなのかを！　そして──」




　──へっ！　うるせえな！　だーれが、お前みたいな弱いやつに従うかよ！

　──俺を手下にしたけりゃ、一回くらい、俺に勝ってから言えっての！




「私が、貴方を家臣にするのに相応ふさわしい、世界一の王になれるってこと……貴方に証明するわ」

　恐らく、それしかない。

　凜太朗が心に潜せん在ざい的に抱える〝不安〟──それが、凜太朗の目を曇くもらせている。

　それを払ふつ拭しよくするには──力を示すしかない。

　もっと有り体ていに言えば、ブン殴なぐって正気に戻すしかないのだ。

「勝負よ、凜太朗！　貴方を叩たたき起こしてあげるわっ！」

「お、お前……？」

　凜太朗が迷ったように呆ほうけていると。

『駄目よ、凜太朗君！　あんな悪魔の言葉に耳を貸しちゃ駄目！』

　そんな凜太朗を庇かばうように、黒那雪が前に出る。

『思い出して！　貴方あなたは《聖杯》の力で、私を救ってくれるんでしょう!?　大切な皆みなを守るんでしょう!?　惑わされちゃ駄目だよ！』

　そう言って、黒那雪が両手を掲かかげる。

　すると、その全身から黒いマナが《星気光オーラ》となって漲みなぎって、立ち上った。

　巻き起こる凄すさまじい凍気が吹雪ふぶきとなって荒あれ狂くるう。

　周囲の気温が一いつ瞬しゆんで氷点下を振ふり切り、林立する樹木が真っ白に凍いてつき、パキパキと音を立てて倒とう壊かいしていく。

「く──ッ!?」

　その圧あつ倒とう的な凍気の暴ぼう威いは、瑠奈を吞のみ込まんと迫せまり来るが──

「はぁあああああああああああああああああああああーーッ！」

　その時だ。

　横合いから稲いな妻ずまのように、ケイ卿が黒那雪に向かって斬きりかかったのだ。

「──ッ!?」

　黒那雪は咄とつ嗟さに氷の剣を手に生みだし、ケイ卿の一いち撃げきを防ぐ。

　途と端たん、集中が途と切ぎれたためか、瑠奈を吞み込まんとしてた凍気は霧む散さんした。

「瑠奈ッ！　この子は私が引き受けますッ！」

　ケイ卿が交差する剣けん越ごしに黒那雪と睨にらみ合いながら、叫さけぶ。

「ケイ卿……ッ!?」

「私は──ずっと、考えていました！　貴女あなたの《騎士ジヤツク》として仕える意味を！　貴女の隣に居る意味を！」

　ケイ卿が血を吐くように想おもいを吐と露ろする。

「私は──ずっと、悩なやんでいました！　あの子の……アーサーの隣にいること〝だけ〟しかできなかった、私自身の存在意義について……ッ！　弱い私なんか、居ても居なくても何も変わらないんじゃないかって……ッ！」

　ケイ卿が剣を鋭するどく切り返す。

　不意を打たれたせいか、技量に劣おとるはずのケイ卿の剣を、黒那雪は下がって避よける。

　それに、素す早ばやく追い縋りながらケイ卿が叫ぶ。

　跳とび下がる黒ナユキに、何度も何度も執しつ拗ように剣を繰くり出しながら叫ぶ。

「伝説時代の時も、マーリンが羨うらやましかった……ランスロット卿や、ラモラック卿、トリスタン卿が羨ましかった……なんだかんだで、アーサーに信しん頼らいされているガウェイン卿が羨ましかった！　円えん卓たくの皆が羨ましかった！　でも、私は決して彼らにはなれない！

　諦あきらめとかではありません！　私はそういう星の下に生まれてきたのです！

　きっと、今世でもそう！　きっと、瑠奈の隣にいるべきなのは凜太朗であって、私ではない！　貴女の王道を敷しいてあげられるのは凜太朗であって、私ではない！

　だから──私は、何も求めない！　私は貴女の隣を歩けなくていい……名めい誉よも名声も栄光も要いらない！　ただ、貴女と凜太朗の歩む道の礎いしずえとなれば、それでいい！　それを少し離はなれた所で見守るだけでいい……私はただ、貴女達二人のために──ッ！」

　きっと、それは──名誉と名声を求め、栄光を尊び、王に仕えることを至上の誉ほまれとする騎き士しとして、辛い苦く渋じゆうの決けつ断だんだったのだろう。

　だが、ケイ卿はそれでも、それを選せん択たくした。決断した。

「だから、ここはお任せください！　自分に何も求めない私ならば──今、ここにおいてのみならば戦えます！　いえ、私は多分、今日、この時のために、貴女の《騎士ジヤツク》となったのでしょう！　だから──貴女は、凜太朗を！」

　そう言って、再びケイ卿が疾しつ風ぷうのように、黒那雪へと斬りかかる。

　そう、《聖杯》は──自分のためにさえ求めなければ、力を貸してくれる。

　その奇き跡せきを魅せてくれる。

　ケイ卿の覚かく悟ごに呼応するように、ケイ卿の身体からだが黄金色に包まれ──ケイ卿の身体に、いつも以上の力が漲った。

「はぁあああああああああああああああああーーッ！」

『く──ッ!?』

　ケイ卿の剣と、黒那雪の氷の剣が交こう錯さくする。

　実力で圧倒的に劣るはずのケイ卿きようが──今や、黒那雪と拮きつ抗こうしていた。

「な、那雪──ッ!?」

　凜太朗が、そんな黒那雪を助けようと、駆かけ出しかけるが──

「──何度も言わせないで。貴方の相手はこの私よ」

　ケイ卿に覚悟をくみ取った瑠奈が、その前に立ちはだかる。

「くそ……ふざけやがって……ッ！　そうやって、お前ら悪あく魔まは奪うばっていくのか……俺の仲間を……俺の居場所を……ッ！　ふざけやがってぇえええええええーーッ！」

　ぞわっ！

　凜太朗が、魔人フオモールの力を解放する。

　闇より黒い《星気光オーラ》が、巨きよ人じんのように漲り、凜太朗を変へん貌ぼうさせる。

　その瞬間──




　──ソウダ、殺セ──ソノ女ヲ──

　──今、此こ処こニ、汝なんじニ課シタ宿命ハ成じよう就じゆセリ──




　どこからか、誰かの悍ましい声が──




　──汝ハ、今、コノ時ノタメニ、我ガ生ミ出シタ──

　──殺セ、殺セ、殺セ──




　二人の間に落ちてくる──




　──其ハ〝王ヲ選定スル者〟。

　──ソシテ、其ハ〝王ヲ殺ス者〟。

　──其ハ最初カラ、ソノヨウニ創造サレシ者。其ノ運命ヲ履り行こうスル者。

　──幾いく星せい霜そうノ時ガ経たトウガ、何度ノ転生ヲ経ヨウガ、其ノ運命ハ、其そ処こニ収束スル。

　──如い何かナル状じよう況きよう、如何ナル理由、如何ナル想イ──

　──ソレラ全テヲ、氾はん濫らんシタ濁だく流りゆうノ如ク吞ミ込ミ、運命ハ収束スル──

　──汝ハ、汝ノ宿命ニ従イ、〝王ヲ選定シタ〟。

　──後ハ、汝ノ宿命ニ従イ、〝王ヲ殺スノミ〟。

　──宿命ヲ履行セヨ、宿命ヲ履行セヨ、宿命ヲ履行セヨ──

　──我ガ名ニ於おイテ命ズ。

　──汝ガ父タル我ガ名ハ──《魔眼ノ──……




「うるっさぁああああああああああああああああああああああああああいっ！」

　落ちてくる声を、瑠奈が一いつ喝かつし、はね除のけた。

「これは私と凜太朗の問題よ！　どこのバカか知らないけど、部外者が横から口出しするなッ！」

　そして、恐おそれず、怯ひるまず、剣を構え──瑠奈が凜太朗へ突とつ撃げきする。

「行くわよ、凜太朗ッ！　いいいいいやぁあああああああああああああーーッ！」

　全身全ぜん霊れいで放たれた瑠奈の剣が。

「ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオーーッ！」

　獣けもののような咆ほう哮こうと共に繰り出される凜太朗の双剣が。

　真っ向からぶつかり合い、空間をひしゃげさせるのであった。








第六章　二人の約束









　──某ぼう所しよ。深い闇やみの中にて。

「……ついに、始まりましたわ」

　黒い魔女が──嗤わらう。

「斯かくして、王に仕える一の魔法使いは、彼が愛する王へと剣を向ける……」

　くるりと小こ躍おどりしながら、嗤う。

「人を統すべ、人たる者を人たらしめる転機の特異点、過去のレクス・クワン王にしてダム・レクス・ケ未来の王・フユーチヤラスアーサー……彼かの者は、王を選定する者によって選ばれ、王を選定する者によって殺される。それを為なす呪のろわれた配役が、かの魔法使い。それが運命の筋書。彼らがいかに抗あらがおうが、いかなる道筋イベントを踏ふもうが、紆う余よ曲きよく折せつの果てに、最後は必ず同じ終幕フイナーレへと収束する──」

　舞ぶ台たい上で己おのれの演出が綺き麗れいに決まってほくそ笑えむ演出家のように、嗤う。

「王殺しの魔法使いに殺されることで、世界は永遠に人を統べる王を失うのです。それがとある古いにしえの神が書いた脚きやく本ほん……呪い。さぁさぁ、皆みな様さま。遥か悠ゆう久きゆうの時を経て、今、ついに公演された荒唐無稽劇グラン・ギニヨールの結末、どうかどうか、ご笑しよう覧らんくださいませ──」




　────。




　──ログレス邸ていの厨房キツチンにて。

　エマがテーブルにティーカップを並べ、綺麗に磨みがいていると。

　ぴきりっ！

「あっ……」

　並べていたティーカップの幾いくつかに、突とつ然ぜん、独りでにヒビが入ったのだ。

　それは、凜りん太た朗ろうと瑠る奈なのティーカップだ。

「……そんな……どうして……？」

　呆ぼう然ぜんとその割れてしまった二つのカップを見つめるエマ。

　そして、不安げな表情のまま、窓の外を見る。

「……師し匠しよう……瑠奈先せん輩ぱい……」

　そんなエマの心中を反映するように。

　窓の外の空は暗く曇くもっており──今にも一雨来そうな雰ふん囲い気きであった──




　────。




「きっと、貴方あなたは覚えていないでしょうけど──」

　瑠奈が、そのしなやかな脚あしで地を蹴けって、踏み込む。

　矢のように鋭く、真まっ直すぐ、凜太朗へ突進する。

　一いつ瞬しゆんで詰つまる、彼ひ我がの間合い。

　その刹せつ那な、左に二回、右に一回のフェイントを入れて──

　翻ひるがえる龍りゆう尾おのように力強く切り返し、凜太朗の脳天を強きよう襲しゆうする。

　まるで地を這はう稲いな妻ずまが、天へ向かって跳はね上がるようなその一撃。

　──が。

　ぎんっ！　盛せい大だいに上がる火花と衝しよう撃げき音。

「……悪魔め！」

　凜太朗は頭上に撥はね上げた双剣を、Ｘの字に交差させて受け止め──

　瑠奈の腹部を目め掛がけて、猛もう烈れつな突つき蹴りをお見み舞まいする。

　もらえば一撃で臓ぞう腑ふが破は裂れつするその蹴りを、瑠奈は咄とつ嗟さに左ひだり肘ひじで受け止め──

　その衝撃で、瑠奈の身体からだは吹ふき飛んでいった。

「──今の技わざは、貴方との七戦目。なんでか貴方に勝てない私が業ごうを煮にやして、貴方へと放った〝とっておき〟」

　だが、バットで打ち返されたボールのように水平に飛ばされながら、瑠奈は呟つぶやく。

「……懐なつかしいなぁ。対処法もあの時と一いつ緒しよよ、凜太朗」

　もちろん、子供のじゃれあいレベルか、殺し合いレベルか、その差はあるけれど。

　あまりの懐かしさに、瑠奈はこんな状況なのに、くすりと笑う。

「──はっ！」

　すれ違ちがう樹きを蹴り、瑠奈は身を捻ひねって地面へ強ごう引いんに着地。

　そのまま、靴くつ底ぞこと左ひだり膝ひざで地面を削けずり滑すべりながら、勢いを殺し──

　素早く後方宙返り、同時に剣を構え直し、凜太朗を見み据すえる。

「──ッ!?」

　──居ない。凜太朗の姿が──ない。

　瑠奈がそれを認にん識しきした瞬間。

　ざざざざ──ッ！

　左方に林立する針葉樹の方から、音が聞こえてきて──

　瑠奈が咄嗟に反応し、左方へと意識を向けかけた、その瞬間。

「────ッ！」

　瑠奈の右方に立つ針葉樹の陰かげから、不意に凜太朗が瑠奈へ飛びかかる。

　まるで暗殺者のような、疾く鋭するどく音もない強襲。

　瑠奈の意識を逸そらすタイミングと襲しゆう撃げきのタイミングは、完全同調。

　瑠奈は為す術すべもなく、左右からハサミのように交差する双そう剣けんに首を刎はねられる。

　──否いな。

　双剣が斬きったのは空。

「ふぅ──ッ！」

　瑠奈はぎりぎりで身を屈かがめ、それを回かい避ひしていた。

　美しい金きん髪ぱつの何房ふさかが刈かり取られて空を舞まい、それを置き去りに前方へ転がっている。

「はぁあああッ！」

　瑠奈が転がる勢いで跳ね起き、体勢を立て直すと──

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　凜太朗が撃風のように間合いを詰め、瑠奈に追撃を仕掛けるのは──同時。

　がぁあんっ！

　自身が竜たつ巻まきのように回転しながら叩たたき付ける凜太朗の双剣を、瑠奈が両手で構えた剣で受け止めて──

　やはり、その衝撃で、瑠奈の身体が蹴られたボールのように吹き飛んでいく。

　そして、背中から樹の幹に思いっきり叩き付けられる。

「そうよ、それよ、それ……貴方はそういう搦からめ手が本当に上手うまかったわ……」

　一瞬、呼吸困難に陥おちいりながらも、瑠奈は微笑する。

「……石を投げて音で気を逸らすとか……樹の陰から不意討うちするとか……私が何度、ずるいからやめてって言っても、貴方、全然、聞いてくれなかったよね……」

「何をごちゃごちゃと──ッ！」

　樹を背にぶつぶつ呟く瑠奈へ、凜太朗が突撃する。

　凜太朗の速度は最も早はや、魔ま速そくだ。その全身に、暗黒の《星気光オーラ》を漲みなぎらせ、巨きよ人じんのような圧あつ迫ぱく感を纏まとい、瑠奈を押し潰つぶさんと突進し──

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　烈れつ風ぷうの勢いのまま、瑠奈へ、左右の双剣を振ふるう。

　刹那の剣閃すら無数に残像し、無限に空間を分断する双そう剣けん舞ぶ──猛もう攻こうだ。

　常人ならば、最初の一呼吸で四つに解体され、次の一呼吸で八つに、次の一呼吸で十六に、指数関数的に細切れにされる刃はの超ちよう絶ぜつ回転。

　だが、その地じ獄ごくのミキサーを──

「凜太朗──ッ！」

　瑠奈が同じく剣を踊おどらせ、捌さばく捌く捌く捌く捌く捌く捌く捌く──ッ！

　一撃捌くごとに、凄すさまじい衝撃が剣越ごしに瑠奈を殴なぐりつけ、その身体を泳がせる。

　一撃受けるごとに、瑠奈の身体が弾はじかれ、後退する。

　交こう錯さくする剣と剣。衝撃が生み出し、大気を震ふるわせる振しん動どう波。

　直接もらったわけじゃないのに、内ない臓ぞうと脳に振動で深刻なダメージが入る。

「──ごふ！」

　血ち反へ吐どを吐はきながら、瑠奈はそれでも凜太朗の攻こう撃げきを捌く捌く捌く捌く捌く捌く──

　剣を撥ね上げ、引き戻もどし、切り返し、捌く捌く捌く捌く捌く──

「だぁああああああああああああああああああーーッ！」

　正気を失った凜太朗に、一いつ片ぺんの慈じ悲ひも容よう赦しやもない。

　さらに剣圧と回転数を上げて、瑠奈を攻せめ立てる。

　無制限に剣圧と回転数を上げて、瑠奈を攻め立て続ける──

　渦うずを巻いて放射される衝撃波が、逃にげ道を求めるように二人の周囲に渦を巻き、木々を切り倒たおし、なぎ倒していく──

「く──ッ！」

　瑠奈は、衝撃で朦もう朧ろうとしかける意識を、意地で無理矢理繫つなぎ止めながら呟く。

「そ、そうよ……貴方の一番怖こわいのはそれ──ッ！　バカみたいな身体能力に任せた我が武む者しや羅らな圧殺ッ！　それで、私が何度、悔くやしい思いをしたことか──ッ！」

「うるせぇえええええええええええええええええええーーッ！」

　そんな瑠奈の呟きを断たつように。

　凜太朗が力任せに、剣を振り抜ぬく。

　まるで、大気がごっそりと持って行かれるようなその剣圧を──

「はぁああああああああああああああああーーッ！」

　瑠奈が全力の跳ちよう躍やくで、外す。

　間かん一いつ髪ぱつ、上じよう昇しようする瑠奈の足あし下もとを掠かすめる破は滅めつの一撃。

　勢い余って、大木を根元から両断するそれを、横目で眺ながめながら、倒とう壊かいする大木を足場に蹴って、さらに瑠奈は空を舞う。

　手近な樹の枝を片手で摑つかみ、ひょいっと宙返り、その枝の上に跳とび乗る。

　そして、こちらを見上げて来る凜太朗を見下ろし、どこか楽しげに言った。

「これも貴方流よ？　懐かしいわね……最初、見た時、猿さるか何かかと思ったわ」

「くそっ……ちょこまかと……ッ！」

　そんな瑠奈とは裏腹に、凜太朗は苛いら立だたしげに言った。

「悪魔が……ッ！　さっきから何をごちゃごちゃ意味わかんねーこと、言ってやがる……ッ!?　何をへらへら笑っていやがる……ッ!?」

　そんな指し摘てきに、瑠奈は己おのれの状態を確認する。

　まぁ、酷ひどい状態であった。凜太朗と戦い始めて、まだそう時間は経たっていないというのに、すでに瑠奈の身体はボロボロだ。

　凜太朗の剣をよく見知っているがゆえに、直接的なダメージはもらっていない。

　だが、間接的なダメージだけで、最早、瑠奈は瀕ひん死しだ。

　対する凜太朗は──無傷。

　すでに息が荒あらくなっている瑠奈と違い、呼気も実に静かだ。

　瑠奈と比べて立ち回りが圧あつ倒とう的に上手うまい。上手過ぎる。

　一見、剣理を無視した滅め茶ちや苦く茶ちやな無手勝流のようで、常人が及およびもつかない高度な剣理が根底に通っている。

　これぞ、マーリンの剣。世界最強の魔法使いと謳うたわれながら、同時に無む双そうの武人でもあったマーリンの剣なのだ。

　──勝てない。瑠奈はそれを強く、強く、思い知らされる。

　ああ、今まで何度も私を守ってきてくれた剣は、ひとたび敵に回るとこうも恐おそろしいものだったとは──

　自分は凜太朗の手にかかって殺される。死ぬのだろう。

　それを理り屈くつではなく、魂たましいで悟さとる。悲鳴を上げる生存本能が声高に叫さけび続ける。

　だが、それでも──

「……ふふっ」

　瑠奈は、なぜか、零こぼれる微笑みを抑おさえきれなかった。

　そう、きっと、今の自分は──

「おい、悪魔！　何がおかしいんだっつってんだろ!?」

「あ、ごめんね」

　瑠奈が跳ぶ。

　地面へと足音軽く着地し、再び凜太朗に向き直る。

「……その、何て言うか……楽しくってさ」

「はぁ？」

　凜太朗が淀よどんだ目で、首を傾かしげた。

「……昔を思い出していたの。こんな風に貴方あなたと剣を交えるのは、本当に久しぶりで……なんだか、私達、あの頃ころに戻ったみたいで……」

　瑠奈がボロボロの身体で、肩かたを竦すくめる。

「ま、あの頃の貴方は、今の貴方みたいに、こんなに殺やる気に溢あふれてなかったけど」

「だから、お前、さっきから何をわけわかんねーこと言ってやがる……ッ!?　俺は、お前なんか知らねー……ッ！」

　がりがりと頭を搔かきむしり、憎ぞう悪おに濁にごった目で瑠奈を睨にらみ付けてくる。

「……やめろ、悪魔が……ッ！　俺の仲間の姿すがた形かたちを真ま似ねて笑うな……ッ！　知ったような戯ざれ言ごとをほざくな……ッ！　不ふ愉ゆ快かいだ……ッ！」

　そして、凜太朗は目を爛らん々らんと狂きよう気きに輝かがやかせながら、瑠奈に向かって歩き始める。

　それはまるで、処しよ刑けいを執しつ行こうする刑けい吏りの行進だ。

「俺は……那な雪ゆきを助ける……ッ！　皆みなを守る……ッ！　瑠奈を……あいつを王にしてやるんだ……ッ！　だから……ッ！」

　凜太朗が──剣を振りかざし、地を蹴けって駆かける。

「うるさい！　バカ！」

　瑠奈も──剣を振りかざして、駆ける。

　二人の距きよ離りが、みるみる内に消し飛んでいく──

「その肝かん心じんの瑠奈さんはね！　そんなこと望んじゃいないのよッ！」

　二人の剣が、至近距離で激しく喰らい合う。

　二人は交差する剣越しに、睨み合う。

「私が王になりたいのは……ッ！　なりたかったわけは……ッ！　ただ──」

「──ッ!?」

「凜太朗！　今の貴方じゃナユキさんを救えない！　でも、私ならきっと救える！　だから信じて！　私を信じて！　ううん、私が、貴方に信じさせてみせる──ッ！」

　瑠奈は、ただひたすら誓ちかいと約束の言葉を叫んで。

「──ッ!?」

　そして、二人は鍔つば競ぜりを切って、跳び離はなれ──

「黙だまれ、悪魔がぁああああああああああああああああーーッ！」

「はぁああああああああああああああああーーッ！」

　再び剣と剣をぶつけ合うのであった──




「あっはははははははははははははははははははははーーッ!?」

　林間に山やま彦びこする少女の狂くるった哄こう笑しよう。

「くぅうううーーッ！」

　林間に響ひびき渡わたる女の苦痛のうめき声。

　それらは、荒あれ狂う吹雪ふぶきの音にかき消され──

「あはははははははっ！　死ね死ね死んでッ！」

　黒那雪が両手を振りかざせば──

　ケイ卿きようの頭上から、無数の氷ひよう槍そうが、流星群のように殺さつ到とうする。

　完全なる面制圧攻撃だ。

　かわせない。撃うち落とすしかない。

「ぬぁあああああああああああーーッ！」

　ケイ卿が剣けんを振るう、振るう、振るう。

　振るった剣で、自身を串くし刺ざしにしようと肉にく薄はくする氷槍を砕くだく、叩たたく、弾く。

　氷槍は硝子ガラスのように割れ砕け、その破片が容赦なくケイ卿を傷つけ、熱を奪うばっていく。

　だが、最低限の致命打を避さけ、ケイ卿は撃ち落とし続けるしかない。

「ぁあああああああああぁぁぁぁーーッ!?」

　やがて。

　その場には──

「はぁー……ッ!?　はぁー……ッ！　ぜぇッ！」

　酷い凍とう傷しようと裂れつ傷しよう塗まみれになり、剣を杖つえ代わりに荒い息を吐くケイ卿と。

「うふふふふふっ！　弱いなぁ、ケイ卿。それでも、本当に円えん卓たくの騎き士しなのー？」

　雪が積もった林の中を、楽しげな足取りでやってくる黒那雪の姿があった。

「でも、意外。円卓でも群を抜いて弱い貴女あなたが、ここまで戦えるなんて」

「…………」

「貴女……本当に、《聖杯》に何も求めてないんだね？　だからこそ、《聖杯》の恩おん恵けいを受けつつ、《聖杯》に吞のまれず、私と戦えている……逆に凄すごいかも」

「…………」

「でも、それって、騎士としてどうなのかな？」

　必死に呼気を整えることに専念するケイ卿へ、黒那雪が蔑さげすむように笑った。

「だって、騎士は名めい誉よを求め、栄光を尊ぶものでしょ？　違ちがうの？」

「…………」

「何も求めないなんて、噓うそだよね？　きっと、貴女にだって、そういうものはあったはず……ただ、諦あきらめているだけだよね？　弱いから」

　それは──恐らく、罠わな。誘さそい。

「ほら、ケイ卿……伝説時代にさ。アーサー王が選定の王剣エクスカリバーを、石の金かな床とこから抜いた時……貴女の父エクター卿の〝この剣を抜いたのは誰だれか？〟って問いに、こう言ったよね？　〝父上、私が抜きました。だから、私がこの国の王に違いありません〟と」

　黒那雪が誘う。巧たくみに誘う。

「やっぱり、貴女にだって、ちょっとはあるんだよね？　名誉と栄光を求める気持ちが。……思い出しなよ……強がらなくていいの……自分を偽いつわらなくていいの……」

　凜太朗を巧みに絡からめ取ったように。

「〝求めよ、さらば、与あたえられん〟……《聖杯》はそれを叶かなえてくれるよ……さぁ、ケイ卿……私の手を取って……そうすれば、貴女がとっくに諦めて、ずっと望んでやまなかった栄光が、貴女の手に入るの……素す敵てきでしょう……？」

　それは、とても恐ろしい声だった。

　警けい戒かいしているというのに、危険だとわかっているのに。

　甘く、切なく、柔やわらかで。警けい戒かい心しんをいつの間にか優やさしく溶とかし、するりと心の間かん隙げきに忍しのび込んでくる……そんな声だった。

　ああ、あの時代、ランスロット卿、ガウェイン卿、パロミデス卿、ユーウェイン卿、ライオネル卿、アグラヴェイン卿、ガヘリス卿、トリスタン卿、ブルーノ卿、モルドレッド卿、ガレス卿、エクター・ド・マリス卿、アイアンサイド卿、ペレアス卿──武勇に高き大物騎士達の誰もが、聖杯に届かなかったわけである。

　だが──

「……不思議ですね」

　ケイ卿は、自分でも意外なほど、穏おだやかな気分で答えた。

「確かに、貴女の言葉は魅み力りよく的ですが。自分でも不思議なほど、私には響かないんです」

「……ッ!?」

　そんなケイ卿の言葉に、黒那雪が目を瞬しばたたかせる。

「……義弟アーサーが選定の剣を抜ぬいたあの時だって……私が思っていたのは〝王の重責を義弟アーサーに背負わせたくない〟、それだけです。ただの綺き麗れい事ごとかなと自分でも疑っていたんですが……よかった、今の貴女の言葉で確信しました。私の想おもいに噓うそ偽いつわりはなかったのだと。私は最初からずっと、私のままだったのだと」

「……何？　何なの？　貴女……」

　そんな誇ほこらしげなケイ卿に、黒那雪がたちまち不ふ機き嫌げん顔になる。

「貴女って、あの人に似てるわ……」

「あの人？」

「貴女には関係ない話よ。ああ、思い出したくもないわ、あんな忌いま々いましい人！　かつて、何度誘ってもまるで聞く耳持たなかった、作り物じみて完かん璧ぺきだったあの騎士！」

　すると、黒那雪は忌々しそうに、舌打ちした。

「参ったなぁ……これは時間がかかりそうだなぁ……ついに、あの御お方かたの〝落とし仔ご〟が、ご降臨なされたのに……私は、〝落とし仔〟が、王を殺すよう誘わなければならないのに……こんな取るに足らないザコ騎士に邪じや魔まされているなんて……」

「……ッ！　貴女は……一体、なんなんです？」

　ケイ卿は、そんな黒那雪を睨み付ける。

「確かに《聖杯》は、常人の手には届きがたい物なのでしょう。ですが……こうまで、人を陥おとしいれ、欺あざむく邪じや悪あくな物が、聖人キリストの血を受けた聖なる杯さかずきだとは、私はとても思えない……貴女は一体、なんなんですか!?」

　すると、黒那雪が妖あやしく微笑ほほえんで、こう返す。

「エリン四至宝ってご存じ？」

「それは……アイルランド来寇神話にて、正しきダナン神族が保有していたとされる四つの至宝……ヌアザの剣、ルーの槍、運命石リア・ファル、ダグダの大おお釜がま……」

「そう。そしてそれは、ダナン神族達が、この世界を人に任せて去ることを決めた時、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクを通して、人の世界に下か賜しされたの。それらはそれぞれ、聖剣エクスカリバー、聖槍ロンギヌス、聖石即すなわち円卓、そして、聖杯と、名前と姿すがた形かたちを変えた──」

「……？」

「でも、そんなダナン神族に異を唱える者がいたわけ。その者は、人の世界に下賜されたダグダの大釜──《聖杯》に、ちょっとした細工を施ほどこしたの……とある目的でね。その細工ってのが……私かな？　今は凜太朗君の影えい響きようを受けて、こんな姿をしているけど」

「……貴女は……一体、何を言って……？」

「戯たわむれにあげる冥めい土どのお土産みやげはここまで、かな？」

　黒那雪がそう言った、その瞬しゆん間かんだった。

　突とつ然ぜん、黒那雪の存在感が、真っ黒に脹ふくれあがった。

　その瘦そう身しんから上がる圧あつ倒とう的密度の黒い《星気光オーラ》。

　変質する存在。最も早はや、可か憐れんな少女の姿はない。まさに闇やみそのものの化け身しんの顕けん現げん。

　そのとっくに見慣れた、闇の力の正体は──

「!?　そ、その力は──【魔人フオモール化】!?　なぜ、貴女がそれを──ッ!?」

　さすがに驚きよう愕がくと動どう揺ようを、ケイ卿は隠かくせない。

「り、凜太朗の力を、なぜ、貴女が──ッ!?」

「凜太朗君の力というか。正確には、私の本体の力なんだけどなぁ……？　凜太朗君には、私の本体の力の片へん鱗りんを、貸しているだけに過ぎない……」

　そして、全身に邪悪な闇の《星気光オーラ》をまとった黒那雪が、手を振ふり上げると。

　黒い炎ほのおが天まで燃え上がり、辺りを闇へと閉とざした。

　塗ぬり潰つぶした闇の中、空にシャガッと開く巨きよ大だいな眼球。

　それが、息を吞むケイ卿を見下ろす──

「ひ──」

「うふふふっ、良かったね？　もし、私が本体だったら、ケイ卿……今ので、貴女、死んでいたよ……？」

　戦おののき、後ずさりするケイ卿へ。

　黒那雪──否いな、今や別の何かとなった邪悪な存在が、薄うすら寒さむく笑いかけながら、ゆっくりと歩み寄っていく。

「さぁ……これでもうお終しまい。さようなら、円卓最弱の騎士……なんの役にも立たなかった騎士様……くすくすくす……」

　闇が、闇が、大量の闇が、わだかまって、膨ぼう大だいなる津つ波なみと化す。

　そして、剣を振り回して抵てい抗こうするケイ卿を、あっさりと吞み込んでいくのであった。




「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　咆ほう哮こうと共に、凜太朗が剣を振り抜く。

「ぐ──ッ！」

　瑠奈はそれを辛かろうじて、構えた剣で受けるが──

　凜太朗の壮そう絶ぜつな剣圧の前に堪こらえきれず、膝ひざを折る。

「くは──ッ！」

　口元にせり上がる血を吐はく暇ひまもない。

「おらぁあああああああああああーーッ！」

　驟しゆう雨うのごとく瑠奈へ浴びせられる、凜太朗の双そう剣けん乱らん舞ぶ。

「く──ッ!?」

　瑠奈が横に跳とんで、それらをかわす。

　だが、それらの何撃かは、瑠奈の身体からだを掠かすめ、その柔やわ肌はだを切り裂さく。

　ぱっ！　と鮮あざやかな血の華はなが虚こ空くうに咲さく。

　どっ！　瑠奈が背後の大木へ、体重を預けるように背をつける。

「嫁よめ入いり前の乙女おとめの身体を、こんな傷物にしてくれちゃって……責任取りなさいよね」

　当然、そんな減らず口を聞いてくれる凜太朗ではなく──掲かかげた剣けん先さきに、空を砕くだかんばかりの黒い電でん撃げきを溜ためて──それを、瑠奈へ向かって投げ放つ。

「ちょっと……私、魔法は得意じゃないんだけど……？」

　不満げにぼやきながら、瑠奈は言こと霊だまを口走り、眼前に《星気光オーラ》障しよう壁へきを展開。

　大気をズタズタに裂いて迫せまる稲いな妻ずまを受け止める。

　轟ごう音おん、衝しよう撃げき、爆ばく風ふう。

　瑠奈が背にしていた大木は一瞬で炭化して、粉々に吹ふき飛ばされて。

　明めい滅めつする黒い光と爆ばく煙えんが収まった、その爆心地では──

「く──」

　腕うでと剣けんを十字に交差させて、辛うじて堪えきった瑠奈が居た。

　だが、その身体はすでにボロボロの死に体、細かな黒い稲妻が今でも、瑠奈の全身を這はい回り、食い荒あらしている。

　半身が麻ま痺ひし、感覚が消失してしまっていた。

「まだ、耐たえるか悪魔……ッ！　消し飛ばしてやるつもりでやったんだけどな！」

　対する凜太朗は、明らかに正気を逸いつした憎にく々にくしげな目で瑠奈を睨にらみ付けながら、瑠奈へと歩み寄ってくる。

　一歩、一歩、追い詰つめるように歩み寄ってくる。

　すでに勝負の趨すう勢せいは決して居る。最も早はや、瑠奈は絶体絶命──

（……強い。凜太朗は強過ぎる……やっぱり、私が勝てる相手じゃないわ……そんなのわかってた……昔から凜太朗は凄すごい子だったから）

　荒あらい呼気で、激しく動どう悸きする心臓を気休め程度に馴ならしながら、瑠奈は、過去の記き憶おくへ想おもいを馳はせる。

（だけど……）




　──へっ！　うるせえな！　だーれが、お前みたいな弱いやつに従うかよ！

　──俺を手下にしたけりゃ、一回くらい、俺に勝ってから言えっての！




「一度くらいは勝てないと……ッ！　私は貴方あなたを家臣にする資格なんて、ないのよッ！」

　口の端はしを伝う血を手の甲こうで拭ぬぐって、そう叫さけんで。

　気き迫はくで麻痺をねじ伏ふせ、瑠奈は再び剣を構える。

「──ッ!?」

　まさか、まだ立ち向かえるのか？

　そんな感情をありありと浮うかべて、歩を止める凜太朗。

「……なんでだ？　お前、なんでここまで粘ねばるんだ？　悪魔のくせに……」

「そんなの……」

　瑠奈は、ふっと口元を歪ゆがめて返す。

「……さっきも言ったわ。貴方に証明したいからに決まってるじゃない……私が貴方の王に相応ふさわしいってことを」

「……なんだ……そりゃ……？　意味がわかんねぇ……」

　そんな凜太朗へ、瑠奈は言葉を続ける。

「ねぇ、凜太朗。《聖杯》なんかに仕えないで。貴方が仕えるべき者は、ここにいるわ。今から、それを証明してみせる。私なら貴方の大事な人も救える、救ってみせる……《聖杯》なんかより……私を信じて」

　瑠奈は首に下がるサンザシの十じゆう字じ架かを片手で握にぎりしめ、必死に訴うつたえかける。

「だから、貴方が私を貴方の王だと認めてくれるまで……何度でも、何度でも、何度でも貴方に立ち向かってあげるわ……ッ！　勝つまでやるわ！　だから……ッ！」




　──次こそは勝つから！　絶対勝つから！　勝てなくても、勝つまで何度でも何度でもやるから！　貴方が認めるまでやるから！　だから──




「……ッ!?」

　その時、凜太朗がずきりと痛む頭を押さえた。

　目の前の瑠奈の姿が、凜太朗の記憶の片かた隅すみに潜ひそむ、懐なつかしい誰だれかに被かぶったのだ。

　その、ほんの微かすかな一時だけ──凜太朗の濁にごった目から、狂きよう気きの光が弱まった。

「……凜太朗？」

「……すっげえ、昔……そんなこと言いながら、勝てもしねーくせに、何度も何度もしつこく突つっかかってきたやつがいた……気がする……」

「！」

「それは……いつだったか……どこだったか……誰だったか……？」

　そして、凜太朗は苦しげに悶もだえる。

「……馬ば鹿かな。俺はこんな時に何を考えているんだ？　今は、この悪魔をブッ倒たおさねーといけねえのに……ッ！　そんな余計なことを考えてる場合じゃねえのに……ッ！　だが、しかし……ッ！　何か……大切なことのような……気がする……？」

　そんな凜太朗の反応に、瑠奈は希望を見み出いだす。

（いける……いけるわ！　凜太朗は完全に《聖杯》に吞のみ込まれたわけじゃない！　絶対に引き戻もどせる！　このまま、いけば……ッ！）

　瑠奈が最後の力を振り絞しぼって、剣の握る手に力を込こめようとする。

　だが、その時だった。

『駄だ目めだよ、凜太朗君……』

　ぞぞぞ、と。焼け焦こげた森の奥から、特とく濃のうの闇と冷気が迫ってくる。

『そんな悪魔の甘かん言げんに耳を傾かたむけちゃ駄目……貴方は《聖杯》を手に入れることだけを考えていればいい……《聖杯》さえ手に入れば、貴方が望むものは全すべて手に入るんだから』

　二人の前に現れたのは──黒那雪であった。

（そ、そんな……ここで!?）

　いけない。拙まずい。

　黒那雪の言葉は、今の正気を失った凜太朗には、麻ま薬やくのように響ひびくのだ。

　あんなのがいたら、凜太朗を正気に戻すことなどできない。

（そもそも、本当に何よ？　この悍おぞましい存在は……ッ!?）

　黒那雪の背後より広がるものは──虚きよ無むの闇。

　それ以外には、何も存在しなかった。闇が世界をみるみる侵しん食しよくしていく。

　まるで、黒那雪とは、闇そのもののような存在であった。

　そして、瑠奈は、それに気付いた。

「ちょっと……ケイ卿きようは……？　ケイ卿はどこへ行ったのよ……ッ!?」

　動どう揺ようを隠かくせず、瑠奈は叫ぶ。

　そんな瑠奈へ、黒那雪が薄ら笑いと共に残ざん酷こくに告げた。

『……彼女？　うふふ、吞み込んじゃった。もう、どこにもいないよ？』

「……ッ!?」

『と、いうかさぁ。あんな何の取り柄えもない最弱騎き士しに、この私の相手を任せるなんてさぁ……貴女あなたって、随ずい分ぶんと残酷な采さい配はいをするんだね……？』

　そして、足音もなく、特濃の〝闇やみ〟が凜太朗へすり寄っていく……

『さぁ、凜太朗君。後は、あの悪魔だけ……《聖杯》はすぐそこ……もうすぐそこ……凜太朗君の望む全てが手に入るの……』

「……う……那雪……お、俺は……」

　そして、ほんの少しだけ正気を取り戻しかけていた凜太朗の瞳ひとみが、再び濁っていく。どろどろ闇色の混こん沌とん色を湛たたえていく……

「ソウ……だ……俺、ハ……おれは……」

「凜太朗……ッ!?　騙だまされないで！　気をしっかりもって！」

「俺はモウ……一人は……嫌いやダ……だから……俺は《聖杯》を……俺ハ……」

　瑠奈の訴えかけるような言葉も、視線も虚むなしく。

「俺はぁあああああああああああああああああああああーーッ!?」

　凜太朗が──瑠奈へ向かって最後の突とつ貫かんをかけた。

（……く……ッ!?　身体からだが……動かないわ……ッ！）

　気付けば、世界に広がる闇が、いつの間にか瑠奈の身体を侵食していた。

　闇に捕つかまった手足は、まったく動かすことができない。

　だが、それ以上に──瑠奈は限界だった。

　ここが異界の深層であるがゆえに、精神は肉体を凌りよう駕がする。

　心が折れない限り、肉体は不ふ滅めつ。

　だが、それを差し引いても──瑠奈はとっくに限界を迎むかえていた。

　極限状態の精神が生み出す、無限に引き延ばされた時間の中で。

　剣を杖つえ代わりに辛うじて立つ瑠奈は、ゆっくりと、ゆっくりと迫ってくる凜太朗の姿を前に、身じろぎ一つできない。

　……死ぬ。

　…………殺される。

　私は、勝てない。凜太朗に殺される──？

（私じゃ、駄目なの？）

　そんな絶望感と虚きよ無む感が、瑠奈の心の中に忍しのび込んでくる。

（私じゃ……凜太朗の王に相応しくなかったの？　そもそも……私は王とか、そんな器うつわじゃなかった……？）

　凜太朗が──迫る。

（そんなことはない……ッ！　そんなことは有り得ない！　私はまだ負けてない！　負けてないわッ！　でも──……ッ！）

　瑠奈は、動けない。

　心が折れずとも、体が動かない──動けない

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

「凜……太朗──ッ！」

　凜太朗の双剣が、瑠奈の脳天へ、容よう赦しやなく振ふり落とされた──




　────。




　ずきり。




　右掌てのひらに走る痛み。掌を自身の生温かい血が滴したたり落ちる感覚。

　その痛みだけが、闇に溶とけていくケイ卿の意識を繫つなぎ止めている。

　ここは昏くらく深い、濃のう厚こうなる闇の中。

　何の寄る辺もない。五感すらも死に絶えた、虚無の空間。

　自身の身体が徐じよ々じよに、闇の中へ溶け消えていくのを感じながら、ケイ卿はただただ、後こう悔かいにむせび泣くしかなかった。

「……ごめん……ごめんね、瑠奈……私……貴女のこと、守れなかった……」

　もうその身体はすでに、半分以上が闇に溶けている。

　右掌に走る傷の痛みが、辛かろうじて自己を繫ぎ止めているが……限界は近い。

　もう、ケイ卿にはどうすることもできなかった。

「……駄目なの？　私には何もない……何も成なせない……だから、せめて、大切な人達だけでも守りたい……彼らの行く末を見守りたい……そう思った……でも……そう願うことすら、私には分不相応だったっていうの……？」

　そんな嘆なげきが、塗ぬり潰つぶすような闇の中に霧む散さんしていく。

「何も求めない私は、力も得られない……当然、何も成せない……やっぱり、私は……騎士失格だというの……？　私は、一体……何のために……」

　こうして。

　ゆっくりと、ケイ卿の存在が塗り潰されようとしていた──その時だった。




『そうでしょうか？　私は、貴女みたいな騎士がいても、いいと思います』




　不意に、そんな声が、闇に溶け消えていくケイ卿の耳に届いた。

　少女の声だ。つい最近、聞いた覚えがある声だ。

　いや、よくよく思い返して見れば……もっと大昔にも聞いたことがあった声だ。

　ケイ卿が辺りを見回す。当然、深い闇があるばかりで、誰も居ない。

『確かに、騎士とは名めい誉よを尊び、栄光を求める者達です。王のために手て柄がらを立て、貴婦人達の愛に報むくい、そして、そのために武技を磨みがき、命をかけた探たん索さくに赴おもむく……それこそが騎士達の何よりの誇ほこりでした。それが、あの伝説時代の騎士達の在るべき姿でした』

　だが、声だけは聞こえる。

　ケイ卿の心に直接、その声は染しみ入るように響く。

『でも、それだけが騎士の在り方なのでしょうか？　ただ、何も求めず、愛する者達を守る……それも一つの騎士の在り方じゃないんでしょうか？　……私はそう思う』

　その声は……今まで何度か会った、あの謎なぞのフードマントの少女のものだ。

「……なぜ、この期ごに及およんで……？　貴女は一体……？」

　ケイ卿が、そう問うと。

『……改めて、お久しぶりです、ケイ卿』

　どこか悪戯いたずらっぽい雰ふん囲い気きの声が伝わってくる。

『覚えてませんか？　実は私……私が円えん卓たく入りする時、貴女には凄すごくお世話になったんですよ？』

「……え？」

『私が円卓入りを求めた時、貴女は真っ先に突っかかって来ましたよね？　〝お前のような得体の知れないやつ、王の円卓に相応ふさわしいか、私が試ためしてやるって〟……結局、貴女は公衆の面前で、私にボコボコに負けちゃいましたけど……いやぁ、懐かしいな……』

「なぁああああーーッ!?」

『でも、私は貴女のことを凄く尊敬しているんです。他の騎士達の誰もが、新参者の私の力を警けい戒かいし、名誉を失うことを恐おそれて、動かなかった時……貴女だけはただ、アーサー王を守ることしか考えてなかった。だから、人前で恥はじをかいて名誉を失うことも恐れず、私に挑いどんできた……違ちがいますか？』

「そ、それは……」

『そんな貴女だから……きっと、私は、貴女と、こうしてこの土ど壇たん場ばで接せつ触しよくできたんだと思います……だって、私と貴女はどこか似ているから』

「…………貴女は、まさか……？」

　声の主に一つ思い当たる人がいた。

　あの時のその人物は、ひたすら寡か黙もくで、数えるほどしか声を聞いたことがなかった。それゆえに結びつかなかったが……今、ようやく思い出したのだ。

「……貴方ほどの騎士に、私の在り方を認めてもらえて、とても嬉うれしいです。ですが、駄目なんです。私は……貴女のように、誰だれかを守れる力なんてなかった」

『……そうかもしれません。この世界に遍あまねく生まれ出ずる人々は、それぞれ役割をもって生まれてくるのでしょう。きっと、貴女は戦うために生まれたのではなかった』

「ええ、わかっていました。それでも、私は……」

　ケイ卿が嘆くように呟つぶやくと。

『〝求めよ、さらば、与あたえられん〟』

　不意に、声はそんなことを告げた。

「……え？」

『これは、己おのが欲に素す直なおになれという意味ではありません。成すべきことのために、自己の強弱運命関係なく、痛みを恐れず、自ら動く心の強さこそを尊んでいるんです。神はそんな強さを持つ者こそ、お助けになる。ならばこそ貴女は強い。貴女は己おのれの弱さにくじけず、己が成すべきと自身が定めた道を歩み続けた。……〝資格〟がある』

　すると。

　不意に、ケイ卿の目の前に光り輝かがやく何かが、並んで浮うかび上がった。

　鞘さや付きの、何の変へん哲てつもない無骨な剣けん。驚おどろくほど普ふ通つうの剣。

　……だが、どこかで見たことのある剣だ。

『この剣は、私が使っていた剣の一ひと振ふりです』

「まさか……それは……」

『〝最も優すぐれた騎き士しの剣〟──そう呼ばれていました』

「──ッ!?」

『創世記三章二十四節。神は人を追放して、命の木セフイロトへの道を守るために、エデンの園の東に、智天使ケルビムと〝輪を描えがいて回る炎ほのおの剣〟を置かれた……そう、この剣は、究極的には剣ですらありません。何かを守るために創つくられた〝剣にあるまじき剣〟。それを貴女に』

「……これが、〝最も優れた騎士の剣〟……？　選ばれた騎士だけが鞘から抜ぬき、使いこなすことができるという、あの……？」

　かつて、円卓のベイリン卿きようがこの剣を鞘から引き抜き、その力を私利私欲のままに振るったため、剣に呪のろわれ、破は滅めつし、悲ひ惨さんな最期を遂とげた。

　そして、その後は、円卓の誰もが、この剣を抜けなかった。

　──円卓の第十三席──危難の席についた、とある少女騎士を除いて。

「そんな……私にはそんな分不相応なもの……」

『いえ、貴女なら、きっと使いこなせるはず』

　声は確信に満ちていた。

『そして、ケイ卿……王を……貴女の仕える真の王を、今度こそ守ってあげてください……今、世界は闇やみに閉とざされようとしています。遥か太古より、着々と人の世界を狙ねらい、破滅の運命を紡つむぎ続けてきた旧ふるき邪じや悪あくの神の一柱が──今、まさにその大望を成じよう就じゆさせ、この世界を吞のみ込もうとしているんです』

「それは……それは一体、どういうことですか!?　ガラハッド卿！」

　だが、声はそれに応じず、段々と遠ざかっていく──

『それに打ち克かつには、真の王と……そして、その魔ま神じんの落とし仔ごである魔法使いの力が必要なんです……細い、実に細い糸のような道ですが……まだ、救済の運命は潰ついえていません。だから……どうか、ケイ卿……彼らを……彼らの行く末を見守ってあげて……ください……守ってあげて……』

　何も答えず、声は──消えた。

　正直、今のケイ卿には、声の主──ガラハッド卿の言っている意味は、さっぱりわからない。何を訴うつたえたかったのか理解不能だ。

（だけど──今、やるべきことだけはわかります！）

　ケイ卿は迷わず、眼前に浮かぶ鞘付きの剣に手を伸のばした。

　この剣は、資格なき者が手にすれば、使い手を悲惨な破滅へと導く。

　かつてのベイリン卿がそうだった。

　ベイリン卿ほどの勇者でも、その破滅の呪のろいを避さけることができなかった。

（私に、そんな資格があるとはとても思えない……でも！）

　剣の柄つかを摑つかんで。

「怖こわくありません！　瑠奈と……凜太朗のためなら！　やがて、己が身に降り掛かかるだろう破滅など、怖くないんです！　だから！」

　その剣を、鞘から一気に引き抜く。

　やはり、何の変哲もない、普通の無骨な剣だ。

　当然だ。この剣は、剣にあるまじき剣。剣としては何の変哲もないのは当然なのだ。

　そして──抜いた瞬しゆん間かん、ぶくりと、とある剣けん銘めいがケイ卿の脳のう裏りに浮かぶ。

　その名前に、ケイ卿は思わずほくそ笑む。

　どんな大層な名前の剣かと思えば……名前すら何の捻ひねりもないのだから。

　自分を今にも塗り潰そうとする闇の中、ケイ卿は剣を両手に持って、剣銘を叫さけびながら──一気に振ふり下ろした。

「──【炎の剣ラハトヘレヴ】ッ！」




　────。




　突とつ如じよ、瑠奈と凜太朗を包み落ちる特とく濃のうの闇を──

　──回転する炎の渦うずが、真しん紅くの輝きと共に、鋭するどく引き裂さいた。

『ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーッ！』

　世にも悍おぞましい断末魔を上げる黒那雪と。

「瑠奈ぁああああああああああああああああーーッ!?」

　切り裂かれ、焼き払はらわれた闇の中から、一人の騎士が燃える炎の剣を振りかざし、飛び出してくる。

「ケイ卿!?」

「はぁあああああああああああああああああああああああーーッ！」

　空から舞まい降りるケイ卿が再び、【炎の剣ラハトヘレヴ】を振るう。

　剣から巻き起こる真紅に輝く炎が、瑠奈を縛いましめる闇を容よう赦しやなく焼き払っていった。

『ぎゃああああああああああああああああ!?　そ、その剣は……ッ!?　なぜ!?　なぜ、円卓最弱の騎士が、最も優れた騎士の剣を!?　そんな馬ば鹿かな……ッ！　ぁあああああああああああああああああああああああああああああああーーッ！』

【炎の剣ラハトヘレヴ】から巻き起こる聖なる炎は、世界に満ちる闇を完全に祓はらうのであった。

「瑠奈！　今です！」

　着地と同時に【炎の剣ラハトヘレヴ】を地へ突つき立てるケイ卿。

　すると、再び回転する炎が渦を巻いて、大地を放射状に伝い走り──瑠奈と凜太朗を取り囲み、侵しん食しよくしようとする闇を、その炎の輝きによって、外へしめ出してしまう。

「ど、どうしたの、ケイ卿!?　その力……ッ!?」

「瑠奈！　残念ながら【炎の剣ラハトヘレヴ】に攻こう撃げき能力はありません！　何かを守るためにしか力を発揮できないのです！　ゆえに、私ができるのはここまで！」

「──ッ!?」

　はっと、瑠奈が振り返る。

　そこには──凜太朗がいる。

「ぐ──ッ!?」

　一時的に、凜太朗を惑まどわす闇の力が弱まったせいか……頭を押さえて後ずさりしている。

《聖杯》の悪意から、凜太朗を取り戻もどすならば、今しかない──

「凜太朗ぉおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　燃え上がる聖せい炎えんの中、瑠奈が最後の力を振り絞しぼって──凜太朗へと突とつ貫かんする。

　その時──二人の間に、何者かの声が降ってくる。




　──無む駄だダ……今、〝アーサー王殺シ〟ノ運命ガ成就スル時──

　──時ハ満チタ──サァ、殺セ──

　──殺セ、殺セ、殺セ、殺セ、殺セ、殺セ、殺セ、殺セ、殺セ、殺セ──

　──殺セ──────ッ！




「殺すぅうううううううううううううううううううーーッ！」

　何者かの意思に突き動かされ、凜太朗も瑠奈へと突とつ進しんする。

「はぁあああああああーーッ！」

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　みるみるうちに消し飛んでいく彼ひ我がの距きよ離り。

「ぁああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　だが──凜太朗の方が、速い。

　一呼吸、瑠奈が遅おくれを取っている。

　このままでは、凜太朗の攻撃の方が、一瞬、早く瑠奈へ届く──

「ぉおおおおぁああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　凜太朗が、左右の双剣を後方に引き絞り──

　──まるで、閃せん光こうが迸ほとばしるかのように、双刺し突とつを撃うち放つ。

　双剣の剣けん先さきが、瑠奈の一点──心臓を目指して左右から真まっ直すぐ飛ぶ──

　──終わる。

　凜太朗の双剣が、瑠奈の心臓をズタズタに引き裂き、全すべてが終わる。

「瑠奈ぁあああああああーーッ!?」

　──終わるように思われた。

　だが──




　凜太朗の殺意に満ちた双剣は、瑠奈の胸部を貫つらぬくギリギリで止まっていた。




「……それは……？」

　双剣の切っ先は──瑠奈が首から下げる、古びたサンザシの十じゆう字じ架かを指していた。

　サンザシのお守りが淡あわく光っている。その淡い光が、凜太朗の中の何かを突く。

　火を見て我に返るように──凜太朗の目に微かすかに光が戻る。

「俺は……それを……どこかで……？」




　その刹せつ那な、記き憶おくが蘇よみがえる──
















　──ああ、そうだ。あれは確か、俺の幼い頃ころ。

　ついにやってきてしまった、■■との別れの日──

「おい、■■……これやるよ」

「ぐすっ……ひっく……何？　これ……」

「これは、サンザシのケルト十字だぜ。俺が手作りしてやった、お守りだよ」

「手作りの……お守り……？」

「サンザシには、人と人を繫つなぐ強い力があって、ケルト十字は、決して尽つきることのない力を暗示するんだよ……知らなかったか？」

「ひっく……知るわけないでしょ……で？　これがなんなの……？」

「だ、だから……えーと、要するに、アレだ……友情と絆きずなのお守りっていうか……ようするに……だ！　また、いつか絶対に会おうぜってことだよ！　言わせんな、バカ！」

「…………」

　俺がぶっきらぼうに、そのお守りを押しつけると。

　受け取った■■は、しばらくの間、それを呆ほうけたように見つめて。

　やがて、涙なみだに濡ぬれつつも、今まで見た中で最高に可愛かわいい笑えみを浮うかべて言ったのだ。

「うん、ありがとう、凜太朗──いつか、またね！」

「ああ、またな……瑠奈」

　────。




　──その時。

　──某ぼう所しよで、とある黒い魔女が不思議そうに呟つぶやく。

「……噓うそ……？　運命が……変わった……？」




　──また、某所。

　──深海の底のように昏くらい闇やみの中、とある少年が愉たのしそうに呟く。

「ま、上出来だ、相棒。……大おお見み得え切っておきながら、かなりクソダセェのには目を瞑つぶっておいてやるよ……精せい々ぜい、今回のお前の王様に感謝しな」




　ぎぃいいいいんっ！

「──ッ!?」

　凜太朗がふと我に返ると。

　瑠奈が振り上げた剣けんが、凜太朗の双剣を頭上へ鋭く撥はね上げていた。

　その渾こん身しんの衝しよう撃げきで、凜太朗の手から離はなれ、くるくると空を舞う双剣。

　そして──次の瞬間。

　凜太朗の身体からだを、どんっ！　と衝撃が襲おそった。

　瑠奈が、凜太朗へ体当たりするように抱だきついていたのだ。

「私の勝ちね、凜太朗。……初めての勝ち」

「瑠奈……」

　しばらくの間、自分にひしと抱きついてくる瑠奈を見下ろす凜太朗。

　その瞳ひとみには、すでに狂きよう気きはない。

　まるで憑つき物が落ちたかのように、元に戻っていた。

「……そうか、瑠奈……お前は……あの時の……そうだったのか……」

「……遅おそいのよ」

　凜太朗に抱きつく瑠奈の目め尻じりに、熱い涙が浮かぶ。

「……やっと、思い出してくれた……ッ！　本当に遅い……遅すぎるんだから……この、にぶちん……バカ……バカ……バカァ……ッ！」

　そして、世界に光が満ちていく。

　異界によって、作られた仮かり初そめの世界が崩ほう壊かいし、白熱していく。

　二人は、抱き合ったまま──

　涙ぐむケイ卿きように見守られながら──

　その視界は真っ白に、真っ白に、真っ白に染まっていく。

　全てが、真っ白に──……








終章　終わりの始まり









　うねる波が、ゆらゆらとその部屋を揺ゆらしている。

「……う、ん……？」

　ふと、気付けば。

　そこは、最初の船の船室の中。

　凜りん太た朗ろうと瑠る奈なとケイ卿は、それぞれのベッドの上で寝ねていた。

「ぅ……俺は一体、今まで何をやっていたんだ？　まさか、吞のまれていたのか……？」

　頭を振ふりながら身を起こす凜太朗。

「……うるっさいわね……手間かけさせて……」

　そんな凜太朗を、瑠奈が頰ほお杖づえついて寝そべりながら、どこか温かい目で見つめている。

「……これは」

　同じく身を起こしたケイ卿が、自分の手の中にある物を見る。

　それは──最も優すぐれた騎き士しの剣【炎の剣ラハトヘレヴ】だ。

　眠ねむる前、ケイ卿がベッドの下から見つけ、壁かべに立てかけた剣。

　それがいつの間にか、ケイ卿の手の中にあり、その刃はを握にぎりしめていた。

「……そうですか。この剣は、ずっと私達を助けようとしてくれていたんですね……」

　そんな風に三人が呆けていると。

「……おめでとうございます。貴方あなたがたは、見事、聖せい杯はい探たん索さくを達成なされました」

　船室の片かた隅すみには、静かに佇たたずむディンドラン。

　そして──その隣となりには、黄金色に輝かがやく杯さかずきを抱かかえた、一人の人物がいる。

　その人物は、全身をすっぽりとフード付きマントで覆おおった、旅人と思おぼしき者だ。

　ケイ卿が、あの悪あく魔まに支配されていた村で会った、あの人物。

　その人物は、そっと、フードを取り払はらい、その容姿を露あらわにした。

　まろび現れる銀ぎん髪ぱつ。白いサーコートに白銀の軽甲かつ冑ちゆう。

　どこか浮き世よ離ばなれした雰ふん囲い気きの、美しい少女騎士であった。

「お前は……ガラハッドか？」

「……うん、そうだよ、マーリン」

　凜太朗の問いに、少女騎士──ガラハッド卿はくすりと微笑ほほえんだ。

　すると、凜太朗は、ぶすっと、ふて腐くされたようにぼやく。

「ったく……心底、底意地の悪い試練だったぜ……求めたら駄だ目めだとか、ふざけんな。何のために探索に挑いどむと思ってんだ、こら」

「でも、貴方達は《聖杯》の見せる悪夢の中で、《聖杯》の本質に気付いた。《聖杯》に求めるのを……欲を注ぐのをやめた。だからこそ《聖杯》は貴方達のものになったんです」

　すると、ガラハッド卿は、瑠奈の前に歩み寄り、《聖杯》を差し出す。

「……あ」

　それを受け取る瑠奈。

　そして、ガラハッド卿は、凜太朗を振り返り、言った。

「マーリン……いいや、凜太朗。……わかってるよね？」

「…………」

「貴方が大切な人を純じゆん粋すいに想おもう優やさしさだけを《聖杯》に注ぎ込んでください。余計なものは何もいらない。そうすれば、《聖杯》はそれに応こたえてくれるよ。今の貴方なら……きっとできる」

　凜太朗が、瑠奈が手に持つ《聖杯》をじっと見る。

「凜太朗……ほら」

「……ああ」

　すると、凜太朗は戸と惑まどいながらも、ポケットから小さな革かわ袋ぶくろを取り出す。

　その中身を、手のひらの上に開ける。

　那な雪ゆきの結けつ晶しようだ。

「……頼たのむ。俺達の仲間の那雪を……返してくれ！」

　もう、凜太朗が心の中に密ひそかに抱えていた不安は、何もない。

　ゆえに、心からそれだけを純粋に願うことができた。

　すると、船内だというのに天から眩まばゆいばかりの光が、一同の頭上へと降り注ぎ──

　光の粒りゆう子しが、那雪の結晶へと降り注いでいく。

　すると、結晶は白熱しながら、ふわりと宙へと浮かび──修復。

　やがて、その結晶を中心に寄り集まるマナの粒子が、結晶を核かくに、一人の少女の姿を受じゆ肉にくさせる。

　やがて、光が消え、ふわりと降り立ったのは……

「あ、あれ……？　ここは……私、どうして……？　り、凜太朗……君……？」

　何が起こったかわからず、目を瞬しばたたかせている那雪であった。

「な、那雪……てめ、この野や郎ろう……ッ！」

　思わず涙ぐみ、那雪を抱きしめる凜太朗。

「無茶しやがって、馬ば鹿か野郎……本当に、ニムエだった時から……馬鹿野郎……ッ！」

「！」

　はっと、目を見開く那雪。

　今の凜太朗の一言で、那雪は全すべてを察したのだ。

「あ、あの……凜太朗君……ううん、マーリン……わ、私……」

「うるせえ。もういい。もういいんだよ……何も言うな。何も言わずに、お前は俺達の中にいろ……いいな……？」

「……うん、わかった……ありがとう……えへへ、なんか夢みたい……」

　那雪も、凜太朗にきつく抱かれるまま、涙なみだを零こぼすのであった。

　そして、那雪が復活したことで、失われた記き憶おくも戻もどったのだろう。

「……おかえり、那雪」

　瑠奈もいつになく優しい表情で、那雪の頭をなでるのであった。

「…………」

　ケイ卿は、そんな三人の様子を一歩離れた場所から見守っている。

　やがて、何かに気付いたように、ガラハッド卿へと向き直る。

　そして、ケイ卿は手にある最も優れた騎士の剣【炎の剣ラハトヘレヴ】を差し出すのであった。

「ガラハッド卿……貴女あなたの助力、大変助かりました。この剣けんは元々、貴女の剣。私には分不相応なもの。……お返しします」

　すると、ガラハッド卿は微笑みながら頭を振った。

「いえ。その剣は、もう貴女のものです。貴女はその剣に選ばれた。貴女が剣を選び、剣が貴女を選んだんです。どうか使ってあげてください」

「え!?　し、しかし、私のような者がこんな大それた剣を──ッ!?」

「これから、貴女達は、人の世の存亡をかけた大いなる戦いに巻き込まれると思う」

「それは一体、どういう……？」

「きっと、すぐにわかります。運命はそのように敷しかれているから」

「…………」

「そして、その時、ただ守るために創つくられた剣にあるまじき剣……【炎の剣ラハトヘレヴ】の力は、必ず貴女達の力になるはず──」

「──ッ!?　……わかりました。有り難がたく使わせていただきます」

「あ、でもでも、気をつけてくださいね？　その剣、呪のろわれてるから。もし、私利私欲で誰だれかを傷つけたりすると、愛する人を殺して、破は滅めつする運命を辿たどりますからねー？　……ベイリン卿みたいに」

「でぇえええええええええええーーッ!?　やっぱ、この剣!?　怖ッ!?」

「まぁ、ケイ卿なら多分、大だい丈じよう夫ぶだとは思いますけど。くすくすくす……」

「多分、思うって……なんか、貴女って、そんなお茶目なキャラでしたっけ？　もっとこう、感情がない、高潔無比で清せい廉れん潔けつ白ぱくな完かん璧ぺき超ちよう人じんだったような……？」

「そりゃ、私だって弱じやつ冠かん十七歳、花も恥はじらう乙女おとめですよ？　あんなことにさえならなければ、もっと人並みに青春を謳おう歌かしたかったし……恋こいだってしてみたかった」

「……そうか。そうですよね。いかに聖人然としてても……貴女も人間でしたね」

「役割を全まつとうしたことについて、後こう悔かいはないし……今となっては、詮せん無なきことだけど」

　そんなことを穏おだやかな顔で告げると。

　ガラハッド卿は、瑠奈のもとへと歩み寄り、かしこまったように手を差し出す。

「……瑠奈。《聖杯》に選ばれし今世の王よ。……《聖杯》を私に」

「あ、うん。はい」

　元々、自力で王になることを望む瑠奈だ。

《聖杯》などというものに、何の未練もない。

　瑠奈はあっさりと、ガラハッド卿に《聖杯》を手て渡わたす。

「皆みな、もう知ってると思うけど……この《聖杯》はすでに、とある邪じや悪あくな神の意思によって、汚お染せんされている……この世界にはあってはならないものなんです」

「どうするの？」

「私が……再び天に持って行きます」

　迷いも、憂うれいもなく、ガラハッド卿きようがそう言った。

「きっと、それが一番良いと思う。それが……私の役割だから」

「だな」

　凜太朗もそれに頷うなずき、同意する。

「何か……よくわからんが、色々と世話かけちまったみたいだな」

「いいんです。貴方達になら、この世界の行く末を託たくせる……私は安心して逝ゆける。願わくば、アーサー王すら成なし得なかった、《聖杯》の入手を成し遂とげた、貴方達の王道の行く末を見届けてみたかったけど……今となっては叶かなわぬこと」

　こうして。

　ガラハッド卿が《聖杯》を抱え、静かに目を閉じると。

　頭上から眩き光が降り注ぎ──ガラハッド卿を包んでいく。

　そして、そんな光の中、一同が見守る前で、ガラハッド卿の姿がゆっくりと薄うすらぎながら、空へと浮うかび上がっていく。

「……さようなら、皆さん。さようなら……」

　安らぎの表情を浮かべてガラハッド卿が消えていく。……昇しよう天てんしていく。

　誰もが、それを神しん妙みような表情で見送っていた……

　……その時であった。

「とりゃーーーーーーーッ！」

　空に浮かび上がるガラハッド卿を、瑠奈の跳とび蹴げりが叩たたき落としていた。

「ぎゃん!?」

　哀あわれ、降り注ぐ光の外へと弾はじき飛ばされたガラハッド卿は、すぐに実体を取り戻し、床ゆかに頭から墜つい落らくして──床に刺ささった。

　投げ出された《聖杯》は、床を何度かバウンドして、奇き跡せき的に正立する。

　しーん。

　かつて聖杯探索を成し遂げた偉い大だいなる騎き士しが、逆さまに床に刺さっている。

　あまりにもシュールな光景を前に、一同が沈ちん黙もくすること数秒。

　そして──

「お前、何やっちゃってんのぉおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　涙目の凜太朗が、瑠奈の胸むなぐらを摑つかみ上げ、吠ほえかかっていた。

　もう余よ韻いんも何もかも、色々と台無しだ。

　だが、瑠奈はそんな凜太朗を無視して、ずかずかとガラハッド卿へ詰つめ寄っていく。

「……え？　あの……？　瑠奈……？」

　床から頭を引き抜ぬき、目をぱちくりさせて瑠奈を見上げるガラハッド卿。

　そんなガラハッド卿へ、瑠奈はずいと顔を近づけて言う。

「私、なーんか、そーゆーの無む償しように気にくわないのよねー？　自己犠ぎ牲せいっていうか？　皆がよければ、自分はどうなってもいいんですとか？　……ぺっ！」

「あ、いや、あのね……気に入るとか気に入らないとかではなくて……」

「大体、その悲劇のヒロインっぷりが、私より目立つのが嫌いや」

「そんな理由で!?」

「そりゃ、そーゆーのに何の疑いも迷いもない壊こわれちゃった系救世主だったら、救いようないから放置するけど！　何か、貴女、話しててわりと普ふ通つうだし、我が慢まんしてるっぽいし、それがなお、いっそう腹が立つ！」

　瑠奈がぐいっと、ガラハッド卿の胸ぐらを摑んだ。

「大体ね、私は貴女みたいな、何か思わせぶりな態度で、〝じきにわかる〟……とか！　〝今は話すべき時じゃない〟……とか！　そういう上から目線の私悟さとっちゃってます系が大だい嫌きらいなのよ！　ちゃんと説明しなさい、説明を！　説明する気がないなら、最初から意味深な言動するんじゃないわよ！　というわけで──」

　そして、瑠奈はガラハッド卿を立たせ、びしりと指を突つきつけ、宣言する。

「貴女、私と一いつ緒しよに来なさい。私の家臣になるの。いい？」

「い、いえ、だけど！　私はすでに死んでるんですよ!?　ここが異界だからこそ、今は実体を持ってるけど！　本来なら、肉体そのものが……ッ！」

　と、その時である。

　からんっ！　からからからから……

　床に置かれていた《聖杯》から、何か音が鳴った。

「え？　何？　今の……」

　すると、ディンドランがそっと、その《聖杯》を拾い上げ、傾かたむける。

《聖杯》の中から、何かが、ディンドランの掌てのひらへと転がり落ちた。

「……ふふ、ガラハッド卿。……どうやら、これが《聖杯》の意思のようです」

　その何かを、そっと瑠奈へと手渡すディンドラン。

　瑠奈に渡わたったそれは──『XIII』と刻まれた、石の欠片かけらであった。

「円卓ラウンド・の欠片フラグメント!?　しかも十三番目の危難の席──ガラハッド卿の!?」

「ま、マジでしょうか……？」

　啞あ然ぜんと口を開くガラハッド卿。

「これさえあれば、ケイ卿やガウェイン卿みたいに《騎士ジヤツク》として、物質界に定着させられる……ふふーん、決まりね？」

　そして、ガラハッド卿の円卓ラウンド・の欠片フラグメントを手で弄もてあそびながら、瑠奈はここぞとばかりに、どや顔を決めるのであった。

「んな無茶苦茶な……噓うそだろ……？　ありかよ、こんなん」

　あまりの予想外の展開に、凜太朗は頭を抱かかえてよろめくしかない。

「でも……そんな瑠奈さんだからこそ、凜太朗君はここにいるんだし……私も助かったんだし……」

　那雪が凜太朗の隣となりで、穏やかに微笑ほほえんで。

「ええ、そんな瑠奈だからこそ、私は守りたいと思いました」

　ケイ卿が、【炎の剣ラハトヘレヴ】を握にぎりしめながら、頷いた。

「……となると、この剣はやはり、貴女にお返しした方がいいですね」

「いえ、必要ありません、ケイ卿。その剣は、本当に貴女と運命を共にすることを選んだのだから。もう、その剣の主あるじは私じゃない」

「ですが……」

「大丈夫ですよ。私、それと同等以上の聖遺物が、まだたくさんありますから」

「このチートが」

　思わずジト目で毒を吐はくケイ卿である。

　そして、ガラハッド卿は、改めて一同へ向き直り、言った。

「とにかく……わかりました。とりあえず、現世へ帰って落ち着いてから、《聖杯》にまつわる秘密と、かつての私が聖せい杯はい探たん索さくで見たもの……今、世界に迫せまる危機について、話させてもらいますね。

　でも、その前にその危険な《聖杯》の処理についてだけど……これを現実界へ持ち帰るのは、やっぱり拙まずいです。残念ながら、現実界は貴女達のように高潔な人物ばかりではないから。《聖杯》は際限なく欲望を受け、世界が滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまう」

「それでしたら、私が天に持ち帰りましょう」

《聖杯》を抱えるディンドランが、そう名乗りを上げる。

「……良いのでしょうか？」

「ええ。私は《騎士ジヤツク》であるガラハッド卿や、まだ、この世界に繫つながりがあった那雪さんと違ちがって、過去に完全に死んでしまった存在です。いくら《聖杯》の力でも、死人は蘇よみがえりません。ただ、アーサー王継けい承しよう戦の儀ぎ式しきによって一時的に顕げん界かいしたに過ぎない……」

　どうやら、それしか方法がなさそうだ。

「じゃあ、すまん。頼たのむ。……世話になったな」

「……はい。皆みな様さま、これからの戦いにご武運を……」

　ディンドランが一同を見回して薄く微笑む。

　……その時だった。




　────。




　──某ぼう所しよ。

「成る程ほど、いかなる奇跡が起きたかわかりませんが……〝アーサー王殺し〟の運命が回かい避ひされたことは意外でした」

　黒い魔ま女じよが──嗤わらう。

「しかし──依い然ぜん、問題なし。運命は我が手にあり」




　────。




「ぁああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　ディンドランの絹を裂さくような悲鳴が響ひびき渡っていた。

「な──ッ!?」

　目を剝むいて硬こう直ちよくする一同。

　なんと、血を吐くディンドランの胸部を突き破やぶって……女の腕うでが生えてる。

　そして、その女の腕は、ディンドランの抱える《聖杯》を摑んでいた。

『みぃつけた……ッ!?　ついに……ついに……ッ！』

「ごほっ……嫌ぁ……こんな……ッ！　やめ、やめてぇ……ッ!?」

　ぶわっ！　ディンドランの身体からだが一いつ瞬しゆんで光の粒りゆう子しと化し、虚こ空くうに四散する。

　そして、それらが再び寄り集まり、新しい女の姿を再構築する。

　現れたのは──

「てめぇ──ヴィヴィアン!?」

　──《聖杯》を両手でしっかりと摑んだヴィヴィアンであった。

「やった……やったわぁ……ッ!?　ついに、ついに《聖杯》を、私がこの手で摑んだ……絶対に無理だと思っていた……人でもない湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクがこの杯さかずきを手にするなんて、絶対に無理だと……でも……やりましたわ……ッ！」

　凜太朗達の前で、狂きよう気きに満ちた笑えみを浮うかべながら、ヴィヴィアンが勝ち誇ほこったように告げた。

「あっはははははははははーーッ！　どうですか!?　マーリン！　格下だとバカにしていた、とるに足らない女に出し抜かれた気分は!?」

「～～～ッ!?」

「私は、貴方あなたはこの聖杯探索で絶対死ぬと思っていました！　でも、万が一……そう、万が一《聖杯》に手が届くことがあったとしたら……その時のために、こういう〝仕込み〟をしていたんですよッ！　まさか、成なるなんてねぇ!?　あはははははははは!?　本当は、これをディンドランではなく、ニムエの結けつ晶しように仕し掛かけていたほうが、貴方にとっての究極の意い趣しゆ返がえしになったところですが……さすがに、ニムエの結晶に仕掛けられた何かを見落とす貴方じゃなさそうですので！　残念ですが、彼女に犠牲になってもらいました！　あははははははははははーーッ!?　まぁ、そもそも彼女はすでに死人ですし、用済み……貴方達のそのバカづらが拝めただけで、よしとしましょう、あっはははははははははははははははははははははははははーーッ！」

　どう見ても、ヴィヴィアンは正気じゃない。

　早くも《聖杯》の魔ま性しように当てられてしまったようだ。

「野や郎ろう……ッ！」

「……なんて、ゲスなの……ッ!?」

　凜太朗が双そう剣けんを構え、瑠奈がその隣でエクスカリバーを構える。

　那雪が氷の魔法を構え、ケイ卿きようが【炎の剣ラハトヘレヴ】を構える。

　ガラハッド卿が、どこからか取り出した白い盾たてと剣、そして槍やりを構える。

　五対一。

　しかも、凜太朗側の誰だれもが今や、強力な猛者もさ達だ。

　普通は勝負にならない。

　だが──

「くすくすくすくす……この《聖杯》さえあれば、全すべてが手に入るんです……もはや、《人理の崩壊カタストロフイ》を待つ必要も、アーサー王を再降臨させる必要もありませんッ！　世界を裏側からこそこそ支配する必要もない……ッ！　この世界を、私が、私一人が、永遠に支配することができるんです……ッ！　そう、永遠に……ッ!?」

　──ヴィヴィアンは《聖杯》を悠ゆう然ぜんと掲かかげて。

　次の瞬間、《聖杯》から、特とく濃のうの闇やみが洪こう水ずいのように溢あふれた。

　闇は、辺りを一瞬で汚お染せんし、塗ぬり潰つぶし──




　どっぱぁああああああああああああああああんっ！




　激しい水音と共に、凜太朗達は一瞬で、闇がなす深海の底へと引きずり込まれる。

「～～～～～ッ!?」

　凄すさまじい水圧が、瑠奈達を押し潰す。

　極低温の水温が、瑠奈達の体温をみるみる奪うばっていく。

　窒ちつ息そくする──

『そう……もう、王も要いらない……マーリンも要らない……殺す……全て殺す……そうだ、この世界は私だ、私のものなのだッ！　人のものではない……ッ！　神のものなのだよッ！　返せ……返せ……ッ！　返せぇええええーーッ!?』

　そして──ヴィヴィアンの姿が、みるみるうちに変へん貌ぼうしていった。

　まるで、巨きよ人じんのように強大な、一つ目の魔神へと──

「《魔ま眼がんの魔神》バロール！」

　ガラハッド卿が憎にく々にくしげにその名を呼ぶ。

「……魔人族フオモールの長おさ……？　ひょっとして《聖杯》に取り付いていた悪意とは……」

「その通りです、ケイ卿！　もっとも、あれはバロールのごく一部の化け身しん……本体ではない……ですが、それでもこの段階の異界で、これほどまで、はっきりと顕けん現げんできるということは……ッ!?　くっ!?」

　すると、ガラハッド卿が焦あせったように瑠奈達へ告げた。

「早く、現実界に戻もどりましょう！　今いま頃ごろ、現実界は大変なことになっているかも！」

「戻るって言ったって……か、身体が重い……上手うまく動かないんですけど……ッ!?」

　瑠奈が必死にもがくが、ごぼごぼと深海の底へと沈しずんでいくだけだ。

　ここは、フォーモリアの領域。魔人族フオモールの領地。

　いかなる者も激しく弱体化するのだ。

　そして──

『滅ほろびよ、脆ぜい弱じやくなる者達よぉおおおおおおおおおおーーッ！』

　そして、ヴィヴィアン──バロールの化身が、その豪ごう腕わんを振ふり上げ──瑠奈達に向かって振り下ろす。

「──ッ!?」

　誰も動けない。

　瑠奈も、ケイ卿も、那雪も。

　敵の領地に絡からめ取られ、動けない。

　ただ二人──

「おらぁああああああああーーッ！」

　凜太朗と──

「……ふっ！」

　──ガラハッド卿を除いて。

　魔人フオモール化した凜太朗は、水中を自在に動くサメのような動きで、振り下ろされたバロールの豪腕を、Ｘ字に振るった双剣で派手に斬きり飛ばす。

　その刹せつ那な、ガラハッド卿が、光り輝かがやく剣と槍を十字に振るい、バロールの巨体を吹ふき飛ばす。

　凜太朗の絶大なる闇の《星気光オーラ》と、ガラハッド卿の膨ぼう大だいな光の《星気光オーラ》の大炸さく裂れつ。

『グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!?』

　バロールは水中をスクリューしながら、冗じよう談だんのように遠ざかっていく……

「へっ!?　魔人族フオモールの領域だって？　そりゃ俺のホームグラウンドじゃねーか!?」

　凜太朗が、瑠奈達を庇かばうように立つ。

「まぁ、私は聖人オブ聖人ですからね……このくらいの闇、どうということは」

　ガラハッド卿も、どこか得意げに槍を肩かたに担かついだ。

「ほう、やるじゃねーか？　【真・ロンギヌスの槍】、【ダビデの剣】、【アリマタヤのヨセフの盾】……数々のチート聖遺物は健在ってことか」

「まあね。だけど……」

　輝く剣を構えて、ガラハッド卿が周囲へ気を張る。

「来ます。……バロールの化身だけじゃない。膨大な数の海魔が、私達を喰らい尽つくさんと大群をなして迫せまって来ています」

　確かに。

　悍おぞましく恐おそろしい怪かい物ぶつ達の気配が、比類無き悪意の群れが、四方八方の深海の闇の向こう側から迫ってきているのが、びりびりと肌はだで感じられる。

　海水を通して、牙きばが打ち鳴らされる音が、爪つめがすり合わされる音が、触しよく手しゆのうねる音が、得体の知れない器官が上げる不快な音が。

　そして、それすらなお生なま温ぬるい、バロールの暴ぼう威いが。

　今、ここを目指して凄まじい速度で迫ってきているのがわかる。

「どうします？　凜太朗。さすがに戦場が悪いです。私達といえど、戦えない者を守りながらでは厳しいかと……」

　そんなガラハッド卿の言葉に、凜太朗は即そつ決けつする。

「瑠奈！　ここは俺に任せろ！　お前らは先に行け！」

「り、凜太朗!?」

　凜太朗の提案に、瑠奈がぎょっとする。

「へっ！　今回は、ちっと、かっこ悪ぃとこばっか見せちまったしな!?　ここで埋うめ合わせしとかねえと！　さぁ、行け！　ケイ卿の【炎の剣ラハトヘレヴ】なら、現実界への道を切り開くことが出来るはずだッ！」

「で、でも……」

「忘れたのか？　俺はマーリンだぜ？　一人ならどうとでも切り抜ぬけられるし、マーリンの魔法なら、帰り道はどうとでもなる！　だから、殿しんがりは俺に任せろッ！」

　そうやりとりしている間にも。

　バロールの化身や海魔の大群はどんどん迫ってくる……

「ガラハッド卿……帰り道、瑠奈達を守ってくれるな？」

「……当然。今の私は、瑠奈の《騎士ジヤツク》ですから」

「頼たのむぜ」

　凜太朗とガラハッド卿が、そんなやり取りをしているうちに。

『ガァアアアアアアアアアアアアアアアアァァァーーッ！』

　凄まじい水流を巻き起こして、バロールの化身が凜太朗の前に出現し──

　そして、無数の悍ましき海魔達が、瑠奈達を取り囲み襲おそいかかってくる。

「は──ッ！」

　だが、ガラハッド卿の振るう聖なる剣と槍が、渦うず潮しおとなって海魔達を片かた端はしから斬り捨て、突つき刺さし、薙なぎ払はらい、鎧がい袖しゆう一いつ触しよくとばかりに打ち払っていく。

　そして、凜太朗とバロールの激げき突とつ。

　凜太朗の双剣と、バロールの拳こぶしがぶつかり合い、その次元の違ちがう戦いは、もはや、闇の領域に囚とらわれ、弱体化しきった今の瑠奈達では介かい入にゆう不可能だ。

「り、凜太朗ーーッ!?」

「駄だ目めです、瑠奈！　足手まといです！」

「気持ちはわかるけど……ここは、凜太朗君の言うとおりにするしかないよ……今の私達は、何もできない……余計に足を引っ張るだけ……」

　苦く渋じゆうの表情に顔を歪ゆがめるケイ卿きよう、那雪。

　瑠奈はしばらくの間、そんな仲間達と、戦う凜太朗の背中を見比べて、叫さけんだ。

「凜太朗！　貴方あなた──ちゃんと帰ってくるのよね!?　私のもとに！　ちゃんと帰ってくるのよね!?」

「たりめーだ！　俺は世界一の王様の、世界一の家臣なんだぜ!?」

　その言葉で充分だった。

「……ケイ卿ッ！」

「はいっ！　【炎の剣ラハトヘレヴ】──ッ！」

　瑠奈の命に応じ、ケイ卿が剣を振るう。

　回転しながら輝く炎が、猛もう烈れつな火勢で渦うずを巻く。

　そう、【炎の剣ラハトヘレヴ】は、倒たおすための剣ではなく、守るための剣。

　そのためだけなら、使い手の願望を汲くみ、かなり万ばん能のうな力を発揮する。

　今、【炎の剣ラハトヘレヴ】は守るために、濃のう密みつなる闇の深海を切り裂さき、現世へと続く一本の細い光の道を作るのであった──

「ぐぅ──ッ!?　重い!?　で、ですが……私に続いてください！　私が必ず、皆みなを現実界まで導きます……ッ！」

　そう言って、ケイ卿が先行し、

「さすが、ケイ卿。もう【炎の剣ラハトヘレヴ】を、私より使いこなしてます。やっぱり、私はいろんな武器に浮うわ気きしたのがいけなかったかなぁ？　はぁ～、私が聖人過ぎるから……」

　そんなことをぼやきながら、ガラハッド卿が迫り来る海魔の群れを適当に打ち払いながら続く。まるで蝿はえでも払うような気安さだ。

「凜太朗君、ありがとう!?　絶対、帰ってきて!?　待ってる！　私、待ってるからね……ッ！」

　そして──那雪も涙なみだながらに続いて。

「…………」

　瑠奈は、もう何も言わず、無言できびすを返す。

　ただ、ぎゅっと、胸に下がったサンザシの十じゆう字じ架かを握にぎりしめて。

「……ああ、帰るさ」

　双剣を振るって、バロールの化身と壮そう絶ぜつに戦い続ける凜太朗。

　やはり、その胸には、サンザシの十字架があった。

　瑠奈とのお揃そろいのお守りだ。

『なぜだ、なぜ……ッ!?』

　バロールの化身が、ぎょろりと巨きよ大だいな眼球で凜太朗を見下ろす。

『なぜ、我に逆らう、我が息子むすこよ……ッ!?　なぜ、アーサー王を殺さぬ!?　貴様は我がそういう風に作り出した存在……なのに一体、なぜだ!?　なぜ!?』

「うるせぇ、なんだか知らんが、出てきていきなり親父おやじづらすんな、ぼけ！」

　バロールの豪腕を双剣で打ち払い、凜太朗が吠ほえた。

「なんで、逆らうかって!?　決まってんだろ!?　げんなりするほど不細工づらな、てめえと違って、あいつの方が数百万倍可愛かわいくて、面おも白しれぇからだよ!?」




　──そうして。

　凜太朗は闇やみの深海の底にただ一人。

　世にも悍ましい悪意の塊かたまりと、死し闘とうを繰くり広げ続けるのであった──








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ラストラウンド・アーサーズ』第四巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの作品を手に取ってくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。どうもありがとうございます！




　ついに四巻となりました。

　今まで張ってきた伏ふく線せんが、結末に向かって収束を始めた……そんな巻だと思います。

　あまりにも唐とう突とつに始まった、『ロクでなし』との二作並行執しつ筆ぴつもなんとか捌さばけているようで、僕はもう自分を褒ほめてあげたい（笑）。

　ところで、皆みなさんは『キャラが勝手に動いた』という現象をご存じでしょうか？

　僕達、作家などのクリエイター側の人間の間では、まるで都市伝説のように語り継つがれているような現象です。

　我々プロの作家は、作品執筆前にプロットと呼ばれる作品設計図の構築に心しん血けつを注ぎ、それに従って執筆をします。作中のキャラ達も、このプロットに従って行動し、台詞せりふを語ることになります。

　この『キャラが勝手に動いた』というのは、このプロットを越こえて、キャラが予想外の行動を取ったり、台詞を吐はいたりすることです。つまり、これまで積み重ねられた展開によって、キャラに新しい命が吹ふき込こまれ、胎たい動どうを始めた瞬しゆん間かんと言えるのです……

　……と、そう言えば、聞こえはいいんですが。




　困るんですよね。ぶっちゃけ。




　いや、だって、プロットって要するに、一いつ般ぱん的な企き業ぎようでの仕事でいう企き画かく書しよやタスク管理表みたいなもんなんですよ？　それに従って、作家も編集部もイラストレーターさんも印刷会社様も、仕事を進めるわけです。

　わりと勘かん違ちがいされがちかもしれませんが、小説の執筆とは個人作業じゃないんです。

　作家、編集に編集部、イラストレーター、印刷会社等々、関係者各位が力を合わせて行うチーム作業なのです。イラスト、構成、宣伝戦略、流通戦略、イベント、印刷……作家一人では到とう底てい不可能な仕事なのです。

　なのに、作家がどや顔で『キャラが勝手に動きました』などと言って、プロットと違ちがうこと勝手にやり始めると、皆が困るんですよね。




　聞いてるか、瑠る奈な＝アルトゥール。お前だよ、お前。




　いや、書いてるの羊、お前だろ！　と言われてしまえばそれまでなんですけど！

　むしろ、全責任が僕にあるんですけど！

　ぁあああああああああ！　瑠奈とかいうヒロインは、本当にじゃじゃ馬なんだからぁああああああああーーッ！　んもぉおおおおおおおおおおおおおーーッ！　凜りん太た朗ろうはいいとして、僕にも牙きば剝むくんじゃねぇええええええええ!?

　……てなわけで、（作家側が）カオスだった第四巻。どうかお楽しみいただけると幸いです。どうかよろしくお願いします。
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